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　リリスコーム都市国家連合。そこは、かつては大陸南部に広がる最大の国家組織だった。

　しかし東部に位置する大都市マレバが連合からの脱退を表明し、戦神アレクの末まつ裔えいを自称するバーンズという一族がアレクマール王家を名乗り、アレクマール剣王国が誕生した。

　連合の中枢である大都市コームとリリスを主とした議会はこの独立を認めず、マレバを含むアレクマール剣王国に派兵を決定。

　すぐさまマレバ制圧に向け、大規模な遠征を行うこととなった。




　しかし連合の目もく論ろ見みは、脆もろくも瓦が解かいする。

　マレバを主としたアレクマール剣王国の周辺は、精強な騎士が多く輩出される、武門の血統が多い。

　彼らによって鍛え上げられた騎士団は、遠征軍を返り討ちにしてしまう。

　これによって、リリスコーム都市国家連合はアレクマール討伐に本腰を入れ、全戦力を東方へと差し向けた。




　この結果、西部の支配力が薄くなり、これを機と見た西部地域はアレクマールと同じく連合からの脱退を表明。

　自らをジード連邦と名乗り、リリスコーム都市国家連合は三つに割れた形で今に至る。

　最大勢力でありながら、東西に敵を抱えた連合はいまだ統一を図ることができず、戦乱はおよそ百年に及んで続いていた。




　　　　◇◆◇◆◇




　暑い夏が過ぎ、豊ほう穣じようの秋も終わりを告げようという季節になって、南方の大都市リリスに一騎の伝令が駆け込んできた。

　瀕ひん死しの伝令が行政組織の議会に告げた内容は、ジード連邦の大部隊がこのリリスに向けて侵攻を開始したということだった。

　これを受けて、議会は完全に混乱に陥った。

　リリスは大都市であっても、首都と目されるコームと違い防備が薄い。

　これはコームへの侵攻路から大きく外れ、海岸沿いに位置する立地も影響がある。

　小高い丘の上に位置するリリスは、岸壁のそばにある街でもある。

　リリス自体には港はないが、衛星都市となる周辺の町はすべて港を持ち、それらの物資がリリスに集められ、ここから全国へと輸送されていた。

　侵攻路から外れているが故に、この都市の防備は薄く、兵力は二千程度しか配置されていない。

　しかし、伝令が伝えてきたジード連邦の遠征軍は二万に届き、その兵力差は十倍にも及ぼうかという差があった。

　戦って、勝てるはずがない。この事実に、議会は交戦か、逃亡か、降伏かで揉もめに揉めていた。

「籠城すれば、コームからの援軍が必ず来ます。我がリリスは交易都市、そこから生み出される富を見捨てられるはずがない！」

「兵力差十倍ですぞ。勝てるはずがない！」

「籠城すれば、多少の兵力差など埋めることができるはずです」

「城攻めに必要な兵力は三倍程度と言われています！　今回は十倍ですよ。現実を見てください！」

「交渉して時間を稼げば……我らは積極的にジードと事を構えたことはありませんし」

「ならば兵を差し向けてくるはずがないでしょう。いつまで平和ボケしているんだ！」

　緊急で集められた議員たちは、それぞれの主張を押し通すべく、唾を飛ばして自論を展開する。

　命がかかっているだけに、妥協をするということは決してない。

　結果として、意見がまとまることはなく、混乱の度を増していくばかりだった。

　この状況に、新進気鋭と目される若手議員が一人、溜ため息いきを吐つく。

「これではまとまる話もまとまらないな。議長、ここは少し休憩を挟むべきでは？」

「アードレ卿きよう、この状況で何を暢のん気きな──」

「頭を冷やす時間が必要だということです。私も、皆さんも」

「ぐぬ……」

　アードレと呼ばれた男は豪商から貴族に成り上がったばかりの、若手議員だった。

　交易によって富を生み出すこのリリスという街において、豪商である彼の言葉は軽んじられない。

　その立場を思い出したのか、噛かみ付いていた老人は言葉を飲み込む。

「確かに、アードレ議員の言うことももっともですね。少し時間を置き、もう一度会議を開くことにしましょう」

　議長を務める男もこの状況に嫌気が差していたのか、彼の提案を支持した。

　議長の判断が下された以上、立場上一議員である参加者たちに、反論の余地はない。

「再開は一時間後。その時までに自身の意見とその他の情報をきちんと整理しておくように。では解散」

　議長の言葉に皆大きく項うな垂だれ、議場を後にしていく。




　退場して行く者の中には、あからさまに街からの逃亡を口にしている議員もいた。

　それを見て、アードレも急ぎ足で建物から飛び出していく。

「若様、議会はいかがでしたか？」

「あれでは話にならん。それより、この休憩時間で行きたい場所がある。馬車を用意してくれ、大至急だ」

「承知いたしました」

　侍従の男にそう声をかけ、彼は手元にあった書類に目を通す。

　それは今朝上がって来たばかりの報告書だ。

　豪商である彼は民衆の関心を引くために、慈善事業にも多く手を出している。

　その中には孤児院の運営も含まれており、そこで異彩を放つ少女がいるという報告書だった。

　その少女は孤児たちとの遊びで勝負をする際、様々なアイデアを駆使し、負けたことが無いという話だった。

　持って生まれたギフトも、計算や計略に向いている。

　有能な人材を発見した際に、誰よりも早くスカウトを差し向けるための報告書。

　それが今朝届いたこの書類である。

「まったく、子供の浅知恵に縋すがらねばならんとはな」

「若様、馬車の準備が整いました」

　ぽつりと漏らした愚痴に侍従の男の声が重ねられる。

　いつの間にか十分近く立ち尽くしていたことに気付き、アードレは急ぎ足で馬車へと向かったのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　それから二日と置かず、リリスの街は包囲されていた。

　小高い丘の上にあるリリスを二万の軍勢で四方から囲み込む。

　守備兵二千しかいないリリスに、これを撃退する術すべはすでになかった。

「事前の情報では敵兵力は二千しかいない。すでに包囲も完成した。この戦い、勝ったな」

「いやぁ、グラド将軍。俺としてはもう帰ってもいいと思うんですけど」

「貴様、確か傭よう兵へい隊のライエルとか言ったか？　なぜ撤退を口にする」

「ここまでもう三つも町を落としてますよ。補給線もギリギリですし、戦果としちゃ充分でしょ」

　ライエルは田舎から徴兵された兵士の一人だった。

　本来なら負け戦と呼ばれるような戦場で、一人目覚ましい戦果を挙げて傭兵隊の隊長として抜ばつ擢てきされている。

　この遠征軍においても、千人を超える傭兵の長おさとして将軍のそばに侍はべる立場にいた。

　しかし遠征軍の統括者であるグラド将軍は、このライエルという青年をよくは思っていなかった。

　まだ二十歳はたちにも満たないというのに、その戦果は将軍に匹敵するほどの物がある。

　いわゆる『出る杭くい』と目されても、仕方のない存在だった。

「傭兵の分際で、貴様は臆病者よな」

「俺は単に事なかれ主義なだけですよ。それに傭兵っても、元は徴兵された農民ですし」

「ならば出しゃばった口を利くな。この戦力差で、どうやったら負けるというのだ？」

「そりゃ、俺にはわかりませんけど」

「ならば口を出すな。これ以上余計なことを言うなら、後方に送る」

「なんとなく、そっちの方がいい気がするんですけど？」

　相変わらず覇気のない青年に、将軍はついに堪忍袋の緒が切れる。

　こめかみに血管を浮かばせながらライエルを睨にらみ付け、震える声で彼に告げた。

「よかろう。貴様の傭兵隊を後詰めに回す。後ろで我らの勝利を見届けるがいい」

「そうさせていただきます」

　まるで暖の簾れんに腕押しのライエルの態度に、グラドは震える手を上げかけた。

　しかし彼は側近の一人であり、グラドに意見を出すことも職務の内だ。

　そして彼は職務に忠実に進言したに過ぎず、命令違反も犯してはいない。

　彼を処罰するには、理由が足りていなかった。

　かろうじて怒気を抑え込み、部隊の指揮に戻ろうとした時、グラドのもとに伝令が駆け寄ってきた。

「将軍、リリスに動きがありました！」

「なに？」

「城門を開き、装甲戦車と魔法兵と思おぼしき一団が前進、こちらを待ち受ける態勢を取っております」

「数は！」

　ついに開戦かと猛たけるグラドに対し、伝令は呆あきれたような声で報告を続ける。

「ハ、戦車はせいぜい百と少し、術者も三十には届かないかと」

「……なんだ、それは」

　どう考えても、こちらに抗するレベルとは思えない。

　しかしそれを聞いて、ライエルは即座に本陣を後にし、自軍を後方へ移動させる指示を出していた。

　反対にグラドは、前線へと進み出る。自身が武功を立てたくて、しかたないのだろう。

「やれやれ。策も無いのに顔を出すはずがないでしょうに」

　少数で勝ち目が無いのに姿を現す。ならばそこには策と呼べる何かがあるはずだ。

　そんな相手に真正面から対たい峙じしたくない。それが農民から成り上がってきたライエルの感想だった。

　それにこの戦闘、どうにも嫌な予感が付きまとっている。

　それは彼の、本能とも呼べる予感だった。

「よし、全軍──進軍！」

　背後から聞こえるグラドの声に、ライエルはこっそりと溜め息を吐いたのだった。




「敵、進軍を開始しました！　街道沿いに進んできます！」

　千の騎兵に千の歩兵。五百の弓兵と魔法兵。本陣に千、後詰めに傭兵隊が五百。

　それらが整然と陣形を保ったまま、リリスの城壁へと襲い掛かってくる。輜し重ちよう隊の五百はその場にとどまったままだ。

　四千五百の大行進。それは見る者を恐怖に叩たたき落とすに足る光景だった。そして四方を包囲されているため、リリスからはどちらを向いても同じ光景が目に入る。

　しかし、物見からその報告を受けたアードレは、まず第一段階がクリアされたことを確信した。

　小高い丘の上にあるリリスだが、そこに至る道は別に街道だけではない。

　周囲の丘は穏やかな草原地帯でもあり、街道を外れても充分リリスに至ることはできる。

　だというのに敵が街道を進んでくる理由は一つ。そこは整備された道だからである。

「騎兵を活いかすには、平へい坦たんな地形が必要だ。特に街道ともなれば、騎兵の実力は存分に発揮できる。ならばそこを使わない理由はない」

「まこと、アードレ卿の予想通りの展開ですな」

「……ああ、そうですね。魔法兵に次の段階に進むよう、伝えてください」

　アードレの言葉が伝えられた直後、街中から掻かき集められた魔術師たちが、ゴーレム作成の魔法を展開させる。

　造り出されたのは、不格好なダンゴムシのようなゴーレムだった。

　その足元を、歩兵たちがせわしなく往来している。

　最初ゴーレムの出現に驚いたグラド将軍だが、その姿を見て勝利を確信する。

　ゴーレムは頑丈で力はあるが動きが鈍い。騎兵主体の先遣隊ならば、攪かく乱らんして容易に撃破し得る相手である。

　もしくは弓兵か魔法兵による遠距離攻撃なら、無傷で撃破することも可能だろう。

　戦場において機動力という要素を持たないゴーレムは、拠点防衛としてなら多少は使えるが、遠距離から睨み合う現状にはそぐわない戦力だった。

「まず矢を射掛けよ！　三射したら後方に下がれ、後に騎兵によりゴーレムを撃破する！」

　戦場ではまず、射程の長い矢での応酬から始まる。そして魔法、それから騎兵と歩兵による乱戦。

　それがオーソドックスな戦術のテンプレートだ。

　しかしグラドは今回、騎兵の速度を重視したため、魔法での応酬は省略した。

　一気に敵の懐に潜り込み、乱戦から門を突破すれば、あとは容易にリリスを制圧できる。そう踏んだからである。

　敵はおそらく、ゴーレムによって守備戦力を水増しさせて、援軍を待つ心算なのだろう。

　グラドはそう考え、弓による攻撃を命じていた。

「敵兵、後退。ゴーレムのみその場に残されました」

　グラドの予想通りなのか、まず最初の矢の応酬の段階で、敵はすでに及び腰と化していた。

　それを見て、さらに意気上がる遠征軍。グラドもまた、例外ではなかった。

「よし、突撃！　ゴーレムを撃破し、門を突破せよ！」

「ハッ！」

　グラドの命令により、騎兵たちが怒ど涛とうの如ごとく丘を駆け上がっていく。




　交易のため、広く作られた街道を一直線に。

「伝令！　騎兵が街道を駆け上がってきます！」

「よろしい。では次の段階に進んでください」

　グラドの突撃もまた、アードレにとっては予想通りだった。

　数の有利がある、整備された戦場がある。ならばわざわざ邪道に逸それるはずがない。

　この行動は実に理に適かなったものであり、それゆえに想定できる行動だった。

　アードレの命令を受けてゴーレムたちはその身を丸めた。

　元がダンゴムシのような形状だけに、ほとんど真球に近い形状へと変化する。

　そしてそこは、小高い丘の上であり、街道はまるで下るためのスロープのようだった。

　重力に勝てるはずもなく、ゴーレムたちの巨体は坂道を転がり始める。

　その勢いは次第に増し、弾丸の如き速度で遠征軍に襲い掛かった。

　遠征軍としては、たまったものではない。

　先頭を行く騎兵が足を止め、そこへ後続の騎兵が追突し、前線が混乱に陥る。そしてそこへゴーレムは突っ込んでいった。

　しかも街道の外に避難した騎兵は、ゴーレム同士を繋つなぐロープの存在をようやく知ることとなった。

　ゴーレムの足元で歩兵が往来していたのは、このロープを仕込むためだったのだ。

　勢いを増した大質量のゴーレムたち。それに繋がれたロープはまるで鉈なたのように軍勢を薙なぎ払っていく。

　さらにはご丁寧に、ゴーレムの後を追うように、丸太まで転がしてくる。なんとかゴーレムとロープの猛威を避けた騎兵や歩兵は、この丸太によってとどめを刺されていった。

　ゴーレム、繋がれたロープ、丸太と続けざまの攻撃を受け、戦列は掻き乱され、前線は大混乱と化していく。

　幾人もの人、幾頭もの馬を薙ぎ払い、ようやくロープが千切れた後も、その猛威は止まらない。

　転がるゴーレムによって千切れたロープは鞭むちのように暴れ回り、周囲の兵士を薙ぎ払っていた。

　その猛威が前線を通り抜け、本陣の近くまで転がってきたところで、ようやくゴーレムの動きが止まる。

　前線の状況がグラドのもとに届くまでの時間、リリス側は良いように敵を蹂じゆう躙りんすることになっていた。

「──将軍、前線は混乱に陥っています！」

「見ればわかるわ！　ならば迂う回かいしろ、ゴーレムが転がった後は丸太しかこない！　街道を外れ、草原に出て、そこから駆け上がれ！」

　しかしグラドがそう決断した段階で、リリス側は次の戦術に移行していた。

「伝令！　敵装甲戦車が街道を下ってきます！」

「なにっ!?」

　装甲戦車とは、馬に鎧よろいを着せ、後部の荷台に兵士が乗って敵を積極的に撥はね飛ばしに来る、一種の馬車のことである。

　車輪部分には敵を斬り裂くための刃物なども取り付けられており、殺傷力は非常に高い。

　反面、馬を仕留めれば動きを止められるし、急な進路変更も難しいため、小回りが利かないのが難点だ。

　しかしこの開けた地形ではその戦闘力を存分に発揮できる。

　一方、騎兵たちは足を止められ、戦車に突入されて乱戦に持ち込まれていた。

　騎兵の持ち味である機動力や突進力を封じられた形になっていた。

「くっ、小細工を……歩兵を前へ！　戦車には槍そう兵へいに立ち向かわせろ」

　ゴーレムと丸太を迂回した場所に戦車が突撃。グラドの戦術は完全に崩壊した状況と言える。

　とはいえ兵力差は十倍。戦車もせいぜい百程度。歩兵という数の暴力を投入すれば、まだまだ優勢に持ち込めるはずだった。

　しかしリリス側の策略はまだ終わってはいなかった。

「将軍、ゴーレムが──！」

　悲鳴のような伝令の声。

　街道を転がり落ちてきたダンゴムシのようなゴーレム、それが本隊後方まで通り過ぎた後、再び虫の形態に戻って、暴れ始めていた。

　これでは少数の敵に挟撃された形になってしまう。

　どんな軍隊も、後方への退路を断たれた場合、士気に大きな影響を与えてしまう。

　逃げ道が塞がれた。それが彼らの精神に大きなプレッシャーを与えていた。

「おのれ、悪辣な！」

　特に徴兵によって掻き集められた歩兵への影響が大きい。

　彼らは一様に動揺し、その隙を突かれ、戦車によって命を刈り取られていた。

「おのれ、おのれおのれ！　こうなったら本隊をもって戦況を覆すしか！」

「将軍、背後からゴーレムの群れが！」

　三十人弱によって作り出された巨大なだけで鈍重なゴーレム。

　しかしそれも背後からとなると、充分に脅威となり得る。

　ましてや主戦力はすでに前線に送り込み、本陣であるグラドの周辺は最低限の護衛しかいない。

　見事に戦力を逐次投入する愚策に陥っていた。いや、陥らされていた。

　ちなみにグラド率いる本隊ですらこの状況、他の方角から攻め入っている部隊は、さらにひどい混乱に陥っていた。

「ええい、この場は一度退ひく──」

「将軍、危ない！」

　その声と同時に、グラドは背後を振り返る。そこには背後に通り抜けたはずのゴーレムの姿があった。

「ぬぅっ!?」

　とっさに剣を取って立ち向かおうとしたのは、さすが歴戦の将軍と言えよう。

　しかし単騎で相対するには、いささか巨大な敵と言えた。

　斬りかかった剣はあっさりと弾はじき返され、無防備な姿を晒さらしてしまう。

　そこにダンゴムシの巨大な足が振り上げられた。

　一瞬死を覚悟したグラドだったが、その未来は気の抜けた声によって断ち切られた。

「どっせぇぇぇい！」

　ドガンと、まるで爆発のような衝撃音が響き渡る。

　そこには背中を断ち割られ、半身を粉々に砕かれたゴーレムの姿があった。

　そしてもうもうと立ち上がる土煙の向こうから、剣を担いだ男の姿が現れる。

「ライエル!?」

「お迎えに上がりましたよ、将軍。とっとと逃げましょう」

「──ク、おめおめと逃げるなど……」

「先ほど撤退の指示を出そうとしていませんでしたか？」

「うるさい！　そう思うなら貴様が代理で出しておけ！」

「ヤですよ。あとで勝手に撤退指示を出したとか言われたら困りますし」

「ええい、ああ言えばこう言う！　わかった、撤退だ。一時撤退の鐘を鳴らせ！」

　混乱する戦場において、伝令を走らせるのでは遅すぎる。そこでいくつかの合図を前もって決め、鐘や笛によって戦場全体に知らせる方法がある。

　この遠征軍も、大雑把な行動に関しては、合図が決められていた。

　グラドの言葉を聞き、撤退を促す合図が戦場に響き渡る。

　城に攻めかかるのならともかく、逃げる──撤退するのなら、鈍重なゴーレムは怖くはない。

　撤退の合図に、安あん堵どの息を漏らしながら遠征軍は散り散りになって敗走した。

　その様子を見届け、リリス防衛軍は勝かち鬨どきを上げたのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　質素な夕食を終え、コルティナは暖だん炉ろのそばに陣取り、日課の読書に勤いそしんでいた。

　先日までこのリリスの街はジード連邦の遠征軍の脅威に晒されていた。

　しかしそれは、防衛指揮を執ったアードレ卿の鬼謀によって撃退され、今ではいつものような安穏とした空気が流れていた。

「でもさぁ、いいの、コルティナ？」

「ん～、なにが？」

「アードレ様に作戦を授けたのってコルティナでしょ」

「まぁ、そうね」

　獣人、特に敏びん捷しようさを身上とする猫人族のコルティナは、種族内で見るとあまり機敏な方ではない。
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　それでも並の人間よりは遥はるかに敏捷ではあるが、同じ猫人族の男子よりは、やや身体能力に劣る。

　だから彼女はこうして本を読む。

　多くの物語を読み、知識と空想の力を蓄える。それが彼女の思考の多様性へと繋がっていた。

「世間じゃ、すっかり手柄はアードレ様の物じゃない。あなたのアイデアで勝利したのに」

　不満そうに頬を膨らませる友人に、コルティナは少しばかり悪い笑みを浮かべて応じる。

「いいのよ。私としては、進んで面倒を引き受けてくれる、ありがたい人だもの」

「どうして？」

「ま、近いうちにわかるんじゃない？」

「コルティナの言うことは、よくわかんない。でも大抵は上手うまいこと行くのよね」

「そうそう。私に任せなさいって」

　まだ十四の小娘に過ぎない彼女は、己の身を護まもる術を持たない。

　ましてや権力者相手なら、特にそうだ。

　だから彼女はすべての手柄をアードレに押し付け、何も知らなかった振りをする。

　今回の一件で、コルティナはアードレという男を測っていた。

　彼がこの功績を素直にコルティナの物として発表するのなら、誠実な男として認め、今後の展開を忠告しただろう。

　しかしアードレは、功績すべてを自分の物として公表した。それは彼が、功名心の高い、野心家である証あかしでもある。

　今回は無事に切り抜けても、今後は必ずコルティナを邪魔に思うようになってくるだろう。

　そうすれば危険なのは、彼女の方だ。だから彼女は、黙して語らない。

「正面からかかって敵かなわなかったのなら、次は搦からめ手てよねぇ」

　この先で彼に、どんな不幸が降りかかるか知っていながら、それを黙っていたのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　アレクマール剣王国。その表通りから少し入った場所にある、串焼き屋台。

　愛想が良い主人と、美味うまい串焼きに夜は結構な人が出入りする隠れた名所。

　そこに一人の少年が訪れていた。

「おやっさん、串焼き二つ、塩多めで」

「あいよぉ」

「しっかり火を通してくれよ。焦げるくらいに」

「……任せな」

　あえて『焦げるくらいに』と強調しながら、少年は屋台の横に設置された椅子に座り、出された串焼きをちまちまと食べ始めた。

　それがこの屋台での、合言葉である。

　そして他の客がいなくなった頃合いを見計らい、屋台の主人が少年に話しかけた。

「お前さんが最近売り出し中の糸使いか。まだ子供じゃないか」

「成人はしてるよ」

「ついこないだの話だろ」

「チッ、いいから仕事の話をしろよ」

　そっけない少年の言葉に、主人は大きく息を吐いて仕事の話に移る。

「この間、都市国家連合で大規模な衝突があったのを知ってるか？」

「ああ、少し話題になってたな。奇跡の大逆転ってよ」

　城壁を構えた守備側とはいえ、十倍の戦力を撃退したのだから大きな話題となる。その立役者となったアードレの名声もまた、大陸南部に響き渡っていた。

　リリスは新たな英雄の誕生に、お祭り騒ぎらしい。

「町が三つ落とされたらしいが、それもあっさりと奪還してのけたってんだから、すげぇ話だよな」

「もう冬だからな。馬の脚は鈍るし、補給もままならん。リリスまで手を出さなきゃ、なんとかもったかもしれんが」

「で、それが俺に何のかかわりがあるんだよ？」

「その立役者のアードレを消してくれってよ」

「……気が進まねぇ」

　彼──レイドが引き受けたいのは、権力を思うままにする腐った貴族の暗殺である。

　街を守った英雄の暗殺は、本意ではない。それにアードレは孤児院の運営などにも手を出していると聞いた。

　彼を始末した場合、その孤児院に迷惑がかかる可能性が高い。

「まぁ聞け。アードレってのは、裏じゃ結構汚いことをしていてな」

　孤児院の運営は人身売買の前段階でもあったらしい。

　さらにはそこから運動能力の高い子供をとある剣術流派に提供し、剣士や暗殺者として育て、傭兵として派遣して稼がせているという噂うわさもあった。

　この屋台の主人が口にするのだから、それらの情報はほぼ真実と言っていい。

「それにこの戦闘じゃ、結構な数の死者が出てる。ジード連邦としても、放置しておけねぇってわけさ」

「あー、ヤダヤダ。勝っても負けても死ぬしかないのかよ」

「目立ち過ぎちまったってことだろうな」

　レイドは残った串焼きを押し込むようにして口に含む。

　さらに主人に追加を要求し、熱い茶までせしめてみせた。

「ま、それが本当なら放っておけない。だけどその前に、こっちでも下調べはさせてもらうぜ？」

「慎重で実に結構。この世界じゃ、他人を信じるもんじゃねぇ」

「わかってるよ」

　こうしてレイドは串焼き四本と茶を平らげ、屋台を後にした。

　そしてひと月後、アードレの死が大陸全土に知れ渡ることとなる。

　コルティナはこの未来を予想し、自身が狙われることが無いよう、名を出すのを避けていた。

　そしてアードレの後任として孤児院の運営に付いた議員にその才を見み出いだされ、後に軍師として名を轟とどろかせていくのだった。
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　クラウドが奴隷商との戦いで右腕を切断されるという重傷を負ってから、数日が経過した。

　幸い後遺症はあまり残っておらず、冒険者生活に支障は無さそうで一安心だ。いかにマリアと言えど、精神に傷を負った場合は癒すことができない。深手が原因で心に深い傷を負い、元通りの動きができなくなって引退する冒険者も多い。

　コルティナの家は彼女が留守がちなので、最近は代わりにマリアが取り仕切っていた。

　これは重傷を負ったクラウドの様子を見る意味もある。

　俺がマリアに心配そうに容態を尋ねると、さも心外そうに『私が後遺症を残すはずがないじゃない。ボーイフレンドが心配だからって、ママを疑うのはやめなさい』と𠮟られてしまった。

　いろいろと間違っているので強く抗議しておいたのだが、なぜか意味ありげな笑顔で『はいはい』と流されてしまった。

　どうも俺とクラウドの関係を勘違いしている節がある。今度強硬に否定しておこう。




　マクスウェルとライエル、コルティナの三人は……いや、おそらくはガドルスもだろうが……今は王都を離れている。

　おそらくはストラ領のサルワ辺境伯の調査に向かっているのだろう。

　マクスウェルの転移魔法があるとはいえ、ことはご当地貴族の暗部。数日で事態を収めるのはさすがに無理がある。

　俺が現役だったら、マクスウェルに転送してもらい、その日のうちに関係者全員暗殺してみせたのだが、ライエルたちではそうはいかない。

　良くも悪くも正攻法しかできない連中だ。コルティナの悪巧みに期待しておくとしよう。




　その日も俺はクラウドの元へ様子を見に行っていた。

　この世界の最大派閥である世界樹教の教会の一角が孤児院として利用されていて、そこに十人少々の子供たちが暮らしている。

　管理しているのは教会の司祭なのだが、この光景は俺が死んだ時を思い出さざるを得なかった。

　負傷後は毎日訪れているが、教会の姿を目にするたびにフルリと背筋が震える感覚が走る。

　これは。転生前の死の経験がトラウマのように俺を蝕むしばんでいるのかもしれない。

「もう、そんなに心配しなくても大丈夫よ。私の魔法をもっと信用しなさい」

　そんな俺を、マリアはやはり勘違いしていた。俺がクラウドの怪け我がを心配して震えたとでも思っているのだろう。

　もう何度も言い合いをしているので、これを訂正するのが面倒くさい。

「そうじゃないし」

「はいはい。そうだったわね」

「うゎ、イラっと来た」

「はいはい。ほら、急ぎましょ」

　これも何度もやり取りしてきた会話だ。誤解を解くのはすでに諦めているので、そのまま流して敷地の中に足を踏み入れていく。

　まだ朝だというのに、前庭には子供たちが出てきて遊んでいる姿があった。子供たちは俺たちの姿を見て、その遊びの手を止める。

　孤児院に似つかわしくない、清せい楚そな容姿の俺と、若々しいマリア。深窓の令嬢のような、よく似た容姿の二人が訪れるのは、いまだに馴な染じめないのだろう。

　俺たち二人に、呆ほうけたような視線を送る孤児院の子供たち。これも毎度の光景だった。

　そんな子供たちを掻かき分け、一人の女性がこちらにやってくる。

　彼女が、この孤児院を取り仕切っているシスターだ。この教会の代表者である司祭は、別に仕事があるため、彼女が孤児院の運営を任されていた。

　まるでそこらの主婦のように柔らかく、親しみやすい雰囲気。しかし、この孤児院を任されるということは、それなりの立場にいるらしい。

「いらっしゃいませ、マリア様。今日もクラウド君のお見舞いですか？」

「はい。彼は元気にしていますか？」

「まだ多少右腕が痺しびれると言っていましたが、動きに問題はないようですよ」

「痺れが残っていますか……少し注意しないといけませんね」

「よろしくお願いします。あの子も色々ありますが、本当にいい子ですから……私も心配で」

「わかります。特に彼は──」

「ええ」

　半魔人。それが故に彼は不当にいじめられていた。

　腕に障害が残れば、冒険者としての大成も危うくなる。そうなれば彼の将来に大きな影が差すことくらいは、俺でもわかる。

「クラウド、落ち込んでる？」

「いいえ、早く元に戻そうと躍やつ起きになって剣を振ってますよ。そこはご安心ください」

　シスターと言っても、すでに五十に手が届こうかという年齢だ。

　そんな彼女が十になったばかりの俺に、優しく微笑ほほえんでくれる。マリアとは違う、心の底からホッとさせる笑顔。いや、マリアも笑顔は慈愛に満ちているのだが、どちらかというと、黒い笑顔の方が印象が強いので。

　ともあれ、年とし嵩かさの彼女が年下のマリアや俺に丁寧に接してくれるのだから、こちらの方が恐縮してしまう。

「無理はいけないから、止めてくる」

「そうですね。確かに少し張り切りすぎかもしれません」

「じゃあ、私はいつもの部屋──でいいですよね？」

「ええ、かまいません。あそこは怪我をした子供の治療に使っていた部屋ですので」

「わかりました。ニコル、そこにクラウド君を連れてきてくれる」

「ん、わかった」

　俺はマリアの元から駆け出し、教会の裏庭へと向かう。そこは菜園などが作られていて、あまり子供たちが近寄らない場所だ。

　だが危険な刃物を振る以上、小さな子供たちが寄り付かない場所はむしろ好都合。おそらくクラウドはそこにいるだろう。

　宿舎を回り込んで、裏庭を目指す。そこには上半身裸で剣を振るクラウドの姿があった。

「クラウド、おつかれ」

「師匠、今日も来てくれたの？」

　ミシェルちゃんたちとパーティを組む時は、俺を名前で呼ぶクラウドだが、二人の時などは師匠と呼んでくる。

　これは彼のけじめらしい。それと、パーティを組む時は名前を呼ばないと、連携が取れない場合がある。

　クラウドは肉付きの薄い、細い──良くも悪くも少年っぽい身体からだから汗を大量に吹き出させながら、剣を振っていた。だがその身体には確実に、うっすらとだが筋肉が乗り始めている。前世の俺より力は上になるかもしれない。

　夏場だというのに、湯気が出そうな熱気だった。

「うん、ママも来てる。後で治療室に来るようにって」

「師匠、なんだかマリア様と一緒だと、口調が変」

「うっさい」

　マリアと一緒にいると、俺は否いや応おうなく娘であることを意識しないといけない。それを演じる上で、子供っぽい口調は必要になってくる。

　クラウドとは、出会った時から『俺』で通していたので、それに違和感のようなものを感じているのだろう。

「でも元気そうで何より」

「ちょっと痺れが残ってるんだけどね。これ、治るかな？」

「ママが治せない怪我はないよ」

　腕が千切れるほどの大怪我。それがこうして普通に動いているだけでも、マリアの魔法の素晴らしさがわかる。

　先ほどの素振りの様子を見ても、心配するほどの後遺症ではなさそうだった。




　ところで、マクスウェルは転移魔法を使える。つまり辺境であろうがどこであろうが、好きな時に王都まで戻ってこられるということでもある。なので寝る時になると屋敷に戻ってくることが多い。

　その時間になるとコルティナも戻ってくるので、おそらく全員を頻繁に送迎しているのだろう。

　俺は暇を見てはクラウドを見舞い、そしてマクスウェルにも会いに行っていた。

　これは事件の展開を爺じいさんから聞き出すためだ。マリアやライエル、コルティナが相手では、俺に事件の詳細を知らせてくれない。

　だから俺は人目を忍んでマクスウェルに会いに行かねばならなかった。




　その日の夜も、俺はマリアやコルティナの目を盗んでマクスウェルの屋敷に向かった。

　夜間に忍び込んできた俺に、マクスウェルは相好を崩して出迎えてくれる。

「爺さんもいい加減結構な歳としなのに、宵っ張りだな」

「なに、仲間が訪ねて来てくれるんじゃから、歓迎するのが筋じゃろう」

「ライエルやガドルスも送り迎えしているんだろう。疲れないのか？」

「この程度なら問題ないわい」

　ストラ領の調査に出向いているマクスウェルたちだが、そこはいわば敵地のど真ん中だ。

　いつどのような罠わなが仕掛けられるかわからない。

　そこで夜になると、安心して休息が取れるようにと、それぞれを家まで送り届けている。

　普通ならば魔力の無駄遣いと言われても仕方ない行為だが、マクスウェルにとっては誤差の範囲内らしい。

「で、向こうの様子はどうなんだ？」

「それが芳かんばしくないんじゃよ。ストラ領はサルワ辺境伯によって管理されておるが、その辺境伯がどうやら雲隠れしたようでな」

「雲隠れ？　姿を消したのか」

「その通り。しかも私財をごっそり持ち出しておるそうじゃ」

「それって……逃げた？」

「その可能性が高くなってきておる」

　俺たちが奴隷商と戦い、その手下を確保したことは、サルワ辺境伯には伝わっていないはず。

　なのに、私財を回収して逃げ出している。これは戦う前から逃げ出す準備をしていたことを意味している。

　だがなぜ？　どうやって俺たちが辿たどり着つくと判断できた？

「奴やつはどうやって、こっちの捜査状況を知ったんだろうな？」

「それはわからんが……ひょっとしたら前々からその準備をしておった可能性が高い。ということはどこかで疑われるミスを犯していたのかもしれん」

「どこで……いや、ひょっとして──」

　そこで俺は一人の男を思い出していた。タルカシール伯爵を捕らえた時にいた、仮面の男だ。

　もしあれがサルワ辺境伯ならば、その時点で逃亡を企てるのも納得がいく。

　あの時、マクスウェルが事件に絡んでいたし、その場を俺とマクスウェルの使い魔に見られている。

　顔は隠していたが、それでも英雄と呼ばれる者の使い魔に見られたのだから、正体がバレたと思い込み、逃げ出す算段をしてもおかしくはない。

「そういえばタルカシールは、魔術学院にサルワ辺境伯の息子がいるとか言っておったの」

「ああ、知ってる、ドノバンだ。あの選民意識の塊みたいな奴」

　三年前、校内見学の時に俺に絡んできた辺境伯の息子。それが確か、ドノバン・ストラ＝サルワと名乗っていた。

　ストラ＝サルワ。ストラ領のサルワ家を指す名前。この名を名乗る限り、無関係なはずがない。

「性格はともかくとして、成績は悪くないのじゃがな。確か今、最高学年だったかの」

「まだあのままなのかよ？　きっちり矯正しとけ」

「他者の性格にまで干渉するのは、さすがにやり過ぎじゃからのぅ。悪いことは悪いと教えるに留とどめておる」

「それじゃ、学院の理念は建前になっちまうだろ」

「洗脳と教育は際どい問題なのじゃよ……」

　溜ため息いきを吐ついて、マクスウェルは肩を竦すくめた。

　よく考えてみれば、理事長であるマクスウェルの耳に入るまで、奴やつの傲慢さは轟とどろいていたのだろうか？　それはそれで大きな問題のような気がする。

　だがそれを打ち消すほど優秀な成績を持っているのかもしれない。

「それはともかくとして、息子がいるのに姿を消したのか」

「サルワ伯は元々酷薄な性格をしておったらしいから、そういうこともするかもしれん」

「そういうものか？」

　親子の情すら捨てて逃げたのだとしたら、ドノバンの奴が少し可哀かわい想そうになって来るな。

　しかし、貴族ともなると親子関係ですら政略に使用するのだから、こういうことが起きる可能性もある。

　なんにせよ、標的の名前は把握できた。

「もし見つけて……俺の力が必要になったら、遠慮なく言ってくれ。俺だって仲間の腕を斬られた恨みはある」

「自分の拳のことは考えの埒らち外がいか？　お主は少し、自分を労いたわった方がよいぞ」

「それはそれ、これはこれだよ」

　クラウドだけじゃない。ミシェルちゃんやフィニアを死ぬほど心配させた借りは、きっちり返さないといけない。

　敵が見定められただけでも、今日の成果はあったというモノだ。




　翌日、俺は学院で大人しく授業を受けていた。

　もちろんあの戦い以降も、きっちりと登校している。怪我をマリアが治した以上、俺は生徒としての役割を果たさねばならなかった。

　それにコルティナは、俺がこの件に関わるのを嫌っていた。

　奴隷商との戦いに、隠刀流という暗殺流派が関わっていたことを、重く見ているのだ。

　マクスウェルを経由して情報を得ているとはいえ、表立って動けない以上、こうして学院で授業を受けるしかない。

　しかしその間、妙に手持ち無沙汰になってしまうのは、どうにも否めない。

　そんな日常に思わず物憂げな溜め息を漏らす。それがどうも、周囲の視線を集める効果があったらしいのは、余計な副産物である。

「また溜め息を吐いてますわね」

「レティーナ。そうは言ってもねぇ」

「クラウドくんが気になりますの？」

「気にならない方がおかしい」

　俺とレティーナの会話に、クラス全体がざわめいた。なぜか皆、驚きよう愕がくした表情を浮かべている。

「ニコル様に気になる相手だと……!?」

「クラウドってのはどこのどいつだ！」

「ほら、冒険者の仲間の──あの半魔人だよ」

「あいつか！　あのハーレム野郎か！」

「支援学園のミシェルって娘ことも仲がいいんだろう？　食堂で一緒にデートしてるところを見たって報告が上がっているぞ」

「あの胸の大きい？」

「そう、すでにすっごく大きい。アレはすばらしい」

「オッパイを独占するとは、許せんな」

「ああ、これは断じて許せん事態だ」

　どうも女ばかりの俺たちの仲間になっているクラウドは、妙な方向に恨みを買っているらしい。

　俺に心配してもらっていることが、そこまで大事なんだろうか？　むしろミシェルちゃんが意外と人気のようで、少しだけ鼻が高く感じる。

　しかし、想定外の大きな反響に、俺は少しばかり首を傾かしげていた。だがその騒動も唐突に終わる。

　人を掻き分け、上級生が一人、俺の前にやってきたからだ。

「あ──確か、ドノバンくんだっけ？」

　その顔に俺は見覚えがあった。俺たちの中で話題のドノバン・ストラ＝サルワその人だ。

　彼は俺の前までやってくると、しばらく緊張した面持ちで立ち尽くしていた。

　俺はこっそり、懐のピアノ線に手を伸ばす。

　奴は敵の息子だ。あり得ないとは思うが、ここで不意打ちを仕掛けてくる可能性も……僅わずかながら存在していた。

　無論、衆目のど真ん中である以上、それは悪手ではある。

　そしてしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、ドノバンはおもむろに俺の前に這はいつくばった。いわゆる土下座だ。

　周囲の視線をものともせず、床に額を擦りつけながら、教室中に轟き渡るほどの大声で俺に嘆願した。

「ニコル──いや、ニコル様、頼みがある！　あります！　俺を助けてくれ──ください！」




　ドノバン・ストラ＝サルワ。ストラ領、クレイン・ストラ＝サルワ辺境伯の一粒種。その性格は父親譲りであり、選民思想の塊。本質的に皮肉屋で傲慢極まりない。

　しかし、魔術の腕は一級品で、初等部に所属しているにもかかわらず、すでに中級の火系魔術を使いこなせる。

　現在は初等部の最上級生。俺より二歳年上の生徒で……校内見学の時に俺に絡んできた生徒だ。




　その選民思想の塊が俺の前に土下座をして、額を床にこすりつけ助けを乞うている。

　俺はこの世界でも有数の有名人の娘ではあるが、貴族の位は持っていない。

　つまり、彼から見ればただの平民。その俺に向けて床に這いつくばるなど、彼の思考からすれば本来許しがたい格好のはず。

　それも衆人環視の最さ中なかで、だ。

　その行為が彼の中で、どれほど屈辱的な感情を巻き起こすかは、推して知るべしだろう。

「頼む、いや、頼みます、ニコル様！　どうか、俺を助けてください！」

「ちょ、ちょっと……」

「もう、頼れる人があなたしかいないのです！　どうか、どうか──！」

「待って、とりあえず詳しい事情はわからないけど、顔を上げて」

「いえ、良い返事をもらえるまでは、決して。この身を恥辱に晒さらしてでも力をお貸し願いたい。それが今の俺に示せる唯一の誠意！」

「わかった！　もうわかったから、とりあえず場所を変えよう!?」

　このままでは注目を集めすぎる。

　俺の学園生活はなぜか非常に目立っている。力無い幼少時は地味に堅実に修行の日々を送るという俺の目的から、大きく外れてきているのだ。

　それなのにこんな真ま似ねをされたら、あらぬ噂うわさがまた立ってしまう。

　とにかく早急に人目のない場所に移動して、それから詳しい話を聞くことにしよう。

　俺のその言葉を聞き、ようやくドノバンは顔を上げたのだった。




　場所を変える……といっても、ここは公的な施設である魔術学院。

　俺個人が他者の目を遮れる場所など、持っているはずがない。

　しかも大抵の教室には窓が設置されていて、廊下や中庭から中を覗のぞくことができる。

　食堂なども論外。人がいないので有名な音楽室ですら、窓は設置されている。

　しかも音楽室は、俺が中に入るとなぜか見物人が集まってくるようになったので、密談には全く向いていない。

　結果として、俺はドノバンを連れ、生徒指導室という名の、別名お説教部屋へシケ込むことになった。

　生徒と対話するための椅子と机。無論それだけではなく、保護者と面談するためのソファとテーブルも完備されている。

　話が長くなった時に備えて、最低限の持て成しができるようにお茶を淹いれる設備まである。

　とりあえず俺はコルティナに話を通し、そこを借りることにした。

　コルティナも、相手がサルワ家の関係者と知って最初は同行を要求していたが、ドノバンが強硬に反対していたため、ここは断念してくれた。

　やはり『言うこと聞いてくれないと、マクスウェルの住み込み弟子になっちゃうんだから！』という一言が効いたらしい。

　そんなわけでコルティナはドアの外で待機中。生徒たちも廊下や窓の外に押しかけてはいたが、これはカーテンを引いて視線を遮って対処した。

　コルティナが扉の前に陣取っているため、生徒の聞き耳は心配しなくていい。

　コルティナには盗み聞きされてしまうだろうが、彼女がいる横では生徒に盗み聞きはできないだろう。

　応接用のソファに腰掛け、悄しよう然ぜんとうなだれるドノバン。

　その彼の前にとりあえずお茶を淹れて差し出し、向かいのソファに座る。話をするならば、舌を湿らせる水分は必須だろう。

　ここはいつもの俺の態度では問題があるので、淑女モードのスイッチを入れる。

　足を揃そろえて斜めに流し、ピシリと背筋を伸ばして、超然と茶を口元に運ぶ。ちょっと澄ました態度は、日頃のレティーナの真似も入っている。

「んく。それで、一体これは何の騒ぎなんです、先輩？」

「あ、ああ……その、入学前の時は申し訳ないことをした」

「それはもう三年も前のことですので、特に気にしてません」

「そうか……その……」

「聞き耳ならば心配しなくていいですよ？　コルティナ先生が扉に張り付いてますけど、話を漏らすような人じゃないですし」

「それは人目を避けた意味がないのではないか!?」

「あそこに先生がいてくれるおかげで、生徒が寄り付かないんです」

「そうなのか……？」

　それで納得してくれたのか、ドノバンも一口茶を啜すする。これは何かを話し出すもの特有の動作かもしれない。

　尋問を受けた対象は、何かを打ち明ける時、人は必ず一度水分を口にするという話を聞いたことがある。

「最近ストラ領に六英雄の連中──いや、方々が訪問しているのは知っているか？　いや、いますか？」

「無理に敬語を使わなくてもいいですよ？　ええ、エリオット陛下の誘拐事件に絡んで、その調査に向かったと聞き及んでいます」

「そうだ。あろうことか父があの事件に関与していると疑われているらしい」

「マクスウェル理事長も、コルティナ先生も、あらぬ疑いで動く方ではないです」

　ドノバンの言葉に、俺は少しばかり反はん駁ばくしてみる。

　機嫌を損ねた風にも見える俺の態度に、ドノバンは慌てた様子で手を振って否定した。

「いや、決してお二人を非難するつもりはないんだ！　その、困った事態というのはそれに関係するだけの話で」

「困った事態とは？」

　どうにも要領がつかめないので、俺は小首を傾げて、詳細を求めた。

　その質問に、ドノバンは再び逡巡するように、首こうべを垂れる。

　しかし意を決したように俺に向き合い、強い口調でこう告げた。

「俺──いや、私はこの度、ストラ領の領主になったのです」

「ハァ？」

　ドノバンの宣言に、俺は今度こそ本格的に首を傾げた。ドノバンがストラ領の領主に収まる。無論、彼は現領主であるクレイン・ストラ＝サルワ辺境伯の一人息子なので、いずれはそういう流れになっただろう。

　だがコルティナたちが調査に乗り出した、このタイミングで代替わりというのは──作為を感じずにはいられない。

「どういう意味です？」

　気分を落ち着けるため、また一口茶を啜ってから、尋ね返す。

　それがドノバンには超然とした態度に見えたのか、余計に恐縮した面持ちで答えを返しはじめた。

「父に元々、あまり良い噂が流れていないことは私も知っていました。その父が唐突に私の下宿先の屋敷にやってきたのが、およそひと月ほど前です。それからエリオット陛下の誘拐事件。以降、何かに怯おびえるかのような態度を取るようになりまして」

　その答えに俺は奴があの仮面の男であったという疑惑を、さらに深める。

　仮面の男は俺の戦いぶりを直接見たわけではないが、タルカシール伯爵を苦も無く取り押さえた場面は目にしたはず。

　しかもそこへ飛び込んできた鳩はとはマクスウェルの使い魔。どう見ても、六英雄が関与している。

　そしてこの街には六英雄が二人。転移魔法まで使いこなすマクスウェルからは、そう簡単には逃げられない。

　しかもあの場にいたということは、ストラ領への帰還はまだのはず。転移魔法陣でも使わない限りは。

　そして、転移魔法陣のある施設は冒険者ギルドが管理しているため、貴族と言えど無断使用はできない。

　そうなると徒歩で街を出るしかないのだが、この街を出るには、マクスウェルの監視網を掻かい潜くぐる必要がある。

　それに捕縛されたタルカシールが何を口走るかもわからない。奴はその後始末に奔走していたはず。

　だからこそ、怯え始めたのだろう。いつ調査の手が伸びるかと、恐れて。

「そして一週間ほど前を境に父は姿を消しました。屋敷の金目の物をすべて持ち出して」

「それは……ご愁傷さまとしか」

　うん、知ってた。というか、すでに故郷のストラ領も荒らされていることもな。いや、奴はどうやってストラ領に戻ったんだ？

　他に転移魔法が使える仲間がいるということだろうか……敵の戦力が、いまいち掴つかみ切れないな。

　ドノバンに関しては、屋敷を荒らされて、父が失踪。まさにご愁傷さまとしか言いようがない。しかし俺から見れば犯罪者が一人尻尾を出しただけだ。

　あとは俺が……じゃなくて、マクスウェルにでも通報しておけば、問題はあるまい。

　いや……そう言えばあの奴隷商、なぜこの時期にあんな場所で？

　マテウスがタルカシールを始末するだけなら、時期が少しずれている。もっと早く退散できたはずだ。

「もしや、サルワ辺境伯を救出するため？」

　あのマテウスという暗殺者ならば、警備を掻い潜ることも可能。現にタルカシールは奴の手にかかっている。

　それに、『一仕事終えた』とも言っていた。

　すでにサルワ辺境伯の逃亡を手助けした後だったということか？　それならストラ領の屋敷が荒らされていたことも説明が付く。

　この街から逃げ出し、別途魔術師の伝つ手てを頼って故郷に帰り、私財を持ち出す。そして僅かな差で俺たちの捜査の手が伸びる。

　マクスウェルたちは、クラウドや俺の治療に当たっていたため、サルワ領に手を伸ばすのが一日遅れている。

　その差で、かろうじて逃げ延びられたか。

「父のことはこの際、おいておいてもいいのです。父の失踪後、爵位を俺に譲るという書き置きも見つかり、印章も押されていたので、正式に私がサルワ辺境伯を継ぐことができましたので」

「あ、そう？　結構ドライなんだね」

「問題は父の失踪後、所領の徴税権利書が見当たらないということです」

「んぇ？」

　徴税権利書。これはこの国の王から領土を授かった時、一緒に徴税権を明記した書面を受領することになっている。

　逆に言えば、これさえあれば領主でなくとも税を徴収することができ、これが無ければ領主であれども無断で徴税できない。

　つまり今のドノバンは、領土はあれどそこから富を吸い上げることができない、名ばかりの領主ということになる。

「それは──」

「しかもこのタイミングで六英雄の方々が『ストラ領の領主』を探り始めた。これはつまるところ、『俺』を探っていることになります」

「なんともタイミング悪いね」

「徴税権もなく、領民の評判も地に落ちつつあります。このままでは領民が逃げ出すのも時間の問題。そこでニコル様に六英雄の方々に手を引いてもらえないか、お口添え頂きたく、お願いに上がりました」

「そういうことか……」

　サルワ辺境伯……いや、前サルワ辺境伯は復帰のための最低限の富を確保しつつ、姿を消した。

　悪い噂や被かぶるべき泥は、すべて息子であるドノバンに押し付けて。

　上手うまく逃げ切れれば、その富を元に再起するつもりで。そうでない場合は、その富を使って別の場所で悠々自適を気取るつもりか。

「状況はなんとなくわかりました。ですが、それを鵜う呑のみにするわけには行きません」

「そう、でしょうね」

　証言自体はドノバン一人の物に過ぎない。父をかばって、俺たちに手を引かせるための方便を使っている可能性もある。

　どちらにせよ確認は必要になってくる。俺一人の判断で、気安く了承できない話だ。

「そういう話なら、コルティナ先生に直接話してもよかったのでは？」

「それは……正直、六英雄の方々に直接話すと、『馬鹿を言うな』と却下されそうだったので」

「そんなことはないと思うけど……」

　親が息子を切り捨て、領主としての手足を捥もいだ状態にして押し付ける。

　そこまで冷徹な話を、頭に血が上ったライエルやマクスウェルにしても、信用されたかどうか怪しい。

　ガドルスならば鉄拳制裁が飛んでいてもおかしくない。だがコルティナならば、冷静に判断できるはず。

「まあ、わたしを経由してワンクッション置いたのは、悪くないかもしれないね。第三者からの報告ならば、冷静に聞いてくれるかも」

「はい、実のところ、それを期待した一面もありました」

「……結構やるじゃない」

　今のドノバンが自分の立場を守るためには、六英雄に話を聞いてもらう必要がある。

　しかし自分が直接言ったところで、信用してもらえるかどうか怪しい。門前払いを食らう可能性のほうが高いとも言える。

　そこで俺というクッションを挟むことで、冷静な判断を仰ごうというのだ。実に……あざとい。だが賢明だ。

「もちろん、私には過去にニコル様に無礼を働いた経緯もあります。今更助けを乞うなど、厚かましいとお思いになられてもおかしくないでしょう。ですが、あえてお願い申し上げます。力を貸してください」

　ドノバンはテーブルに両手を着け、深々と頭を下げる。

　平民である俺に頭を下げる。プライドの高い彼にとって、それは死にも勝る屈辱と言っていいはず。

　しかしこれは、俺たちにとっても悪い話じゃない。

　俺たちの標的はあくまで前サルワ辺境伯クレイン。その息子にまで罪科を問うつもりはなかった。

「わかった。一応コルティナ先生に話してみるね」

「ありがとうございます！」

　歓喜の表情を浮かべ、ドノバンは俺の両手を掴んで感謝した。その、顔が近いから、できればもう少し離れてくれないかな？

　とりあえず、ドノバンの言いたいことはわかった。

　彼は即ち、『すべては父のしたことです』と主張したいのだろう。そしてそれは、『現当主の自分には全く関係ないこと』だ、と。

　息子に泥を被せた父と、父を切り捨て保身に走る息子。非情卑劣と言うなかれ。貴族というのはそういうモノだ。

　他国の国王を拉致し、簒さん奪だつに手を貸そうとしていたのだから、本来その咎とがは息子どころか一族全体にまで及んでいてもおかしくはない。

　その窮地から抜け出すため、俺という縁故を頼るのは当然のことと言える。

　無論、縁というほど深い縁ではないのだが、ドノバンにとっては、まさに藁わらにもすがるという思いのはずだ。

　実際のところ俺としても、ドノバンにまで罪を背負わせても何の得にもならない。

　むしろここで恩を売ることは、今後の生活を考えると非常に役に立つ。

　俺という特殊な生まれに、ミシェルちゃんという有用な戦力。

　二人にとって必要なのは、後ろ盾になる存在だ。それが無ければ、権力者にいいように使われかねない。

　ライエルという威光もあるにはあるが、奴も結局のところ一個人に過ぎない。

　政治的な後ろ盾もあった方がいいのだが、エリオットにそれを頼むのは、なし崩し的に北部三か国連合に組み込まれそうで怖い。

　そこでドノバンだ。現ストラ領の領主。辺境伯というのは独自の軍事編成権も持つ強力な爵位でもある。

　現在はその軍隊を維持する経済力の源を失っているが、それは取り戻してしまえばいいだけの話である。

　レティーナもマクスウェルも、ラウムの中枢に近すぎる点からすると、後ろ盾にはあまりふさわしくない。

　その点、辺境伯というのは実に都合がいい。

「話は──」

「話は聞かせてもらったわ！」

　わかった。そう言おうとした瞬間、俺の言葉に被せるような絶叫と共に、背後の扉が勢い良く叩たたき開けられた。

　生徒指導室の扉には窓が無いので、ガラスが割れることはなかったが、勢い良く叩きつけられたせいで扉がレールを外れ、室内に倒れ込んでくる。

　運よくその範囲には人はいなかったのだが、危ないことこの上ない。

「コルティナ、危ない」

「ごめんごめん、ちょっと勢い付いちゃって」

　謝罪しながら扉を戻す姿は、中々に格好が悪い。六英雄とは思えない情けなさだ。俺が言うのも何だが。

　しばらく扉と格闘して、元に戻してから服に飛んだ埃ほこりを叩はたいて落とす。それから再びこちらを振り向いて宣言した。

「それはともかく、話は聞かせてもらったわ！」

「うん、知ってる」

　こう見えても世界最高の斥候として、六英雄に派遣された俺だ。扉の外で聞き耳を立てる素人の気配くらい余裕で読める。

　だがコルティナは俺の返事を聞き、少ししょんぼりした表情を浮かべていた。

　それを放置しておいたのは、ひとえに彼女がそうすることによって、一般的な生徒が近寄れなくなっていたからだ。

「でもニコルちゃんが言った通り、私たちがここで判断するわけには行かないの。まずは本当にあなたが、前サルワ辺境伯を匿かくまっていないか確認しないと」

「それは、どうすれば？」

「まずあなたの屋敷、それからストラ領の屋敷と関連施設も調べさせてもらうわ」

「ですがそれでは今までと同じで、私の疑惑が晴れないままになるのでは？」

「だから、疑惑が晴れれば衆目の前で宣言してあげる。ストラ領現当主の疑いは晴れたと。そうすれば無実は周知されるでしょ？　むしろ他の領主よりも潔白が証明されたことになるわ」

「それはありがたいですが……問題は時間です。今の段階ですでに疑惑の目を向けられていますので、領民が逃げ出すようになるまで、もう時間はあまり残っていません」

「そこは急ぐとしか言いようがないわね。でもこの辺が妥協点だと、私は思っているんだけど」

　コルティナの言葉に、ドノバンは神妙な顔でうつむいた。

　おそらく今、彼の頭の中では損失と利益、それに領民の信頼を失うまでの時間が渦巻いているのだろう。

　コルティナもそんな彼を急せかすことなく、返事を待っていた。

　時間にして五分も待っただろうか。ようやく彼は考えを纏まとめ、コルティナに向き直った。

「わかりました。それでお願いします。ですが、徴税権に関しては？」

「そればかりは現国王に話を通さないと、どうにもならないわね。現行の書類を無効化し、新規に発行してもらえば無論解決するけど、それはあなたの管理能力を問われる事態になるわよ」

「ですよね……」

「どっちにしろ今は夏。作物の収穫の始まる秋まではそう大きな問題にはならないでしょう。それまでにお父上を捕縛する方法を考えた方がいいわね」

「感情的には微妙な気がしますが、それしかないですね」

　もちろん夏に収穫する作物もあるが、主力となる麦は秋が本番だ。

　しかしそれとて楽観視はできない。徴税とはあらゆるものにかかってくる。鍛冶や採掘、商売、行商、通行料に到いたるまで、それらの収益すら今は回収できない状況なのだ。

　強制的に爵位を押し付けられ、旨うまみのある場所だけ強奪して逃げられたとはいえ、貴族ともなると面子メンツが邪魔をしてその言い訳は通用しない。

　むしろ主張すればするほど、彼の汚点を拡散することになってしまう。

　ここは内密に、とは行かないが、迅速に処理することを求められる。

　それができない場合、彼には身内の恥を処理できない無能というレッテルを貼られてしまう。

「まったく貴族ってのは面倒な……」

「俺も今……つくづくそう思ったよ」

　俺のボヤキに珍しくドノバンが同意する。

　俺やミシェルちゃんが貴族に取り込まれたら、そういう面倒が降りかかってくるようになるのだ。




　その後、ドノバンはコルティナたちに連れられ、王都に構えた屋敷──下宿先へと戻っていった。

　屋敷にドノバンの父がいないことを確認し、それからストラ領へと旅立つ予定らしい。

　とはいえ、マクスウェルも同行しているので、夜には戻ってくるのはいつも通りである。

「まったく！　親父おやじも性格悪けりゃ、部下も最悪じゃない、ストラ領ってところは！」

　バン、と晩酌のワインが入ったカップをテーブルに叩き付けて、コルティナが憤る。

　どうやらストラ領の屋敷は、ドノバンの父クレインの影響が大きいらしく、調査があまり進んでいないようだった。

「非協力的って言っても、ほどがあるわよ。当たり障りのない場所ばっかり案内してさぁ。もう私飽きちゃったよ」

「いや、コルティナ。今日調査を始めたばっかりじゃない」

「だってさぁ……」

　いつにもましてぐったりとしているのは、それだけ気を使わされたからだろう。

　ドノバンが協力を申し出た分、あまり強くは出られない。かといって妥協しては、標的を見逃しかねない。

　その辺りの加減が、負担になっているのだろう。

「モンスター相手に切った張ったする方が楽だわ。これだから人間相手は……」

「貴方あなたが一番人間を相手にしてきたでしょうに」

　そんな呆あきれた声を上げるのはマリアだ。

　コルティナが家を空けるようになったので、マリアもこの家に寝泊まりするようになっている。

　その分、故郷の村の方が心配なのだが、どうやら代役を置いて当面は凌しのげているらしい。

　といっても、この家にはマリアとライエルが個別に泊まれるほど広くはないので、マリアはコルティナと同室である。

　マリアはフィニアの部屋に泊まるつもりだったらしいが、それだとフィニアが寛くつろげないので、コルティナが自室に引っ張り込んだのだ。

　ちなみにライエルは居間のソファで寝泊まりしている。女所帯なので、多少の不遇は大目に見てもらおう。

　そもそもマクスウェルの屋敷に泊まればいいのに、強硬に俺と同じ屋根の下で泊まると主張したからである。

　なお、俺の部屋はカッちゃんがいるので、拒否しておいた。見られたら困る装備も多いし。

「それはそれよね。敵だとわかっている相手だから、手加減する必要もないじゃない」

「正直、敵も襲ってこないし、俺が一緒に行く意味があるのか疑問だよな」

「万が一に備えなさいよ。私は戦いはあんまり得意じゃないんだから」

「コルティナでもそこらの冒険者なら対処できるだろう？　それにマクスウェルも一緒に行ってるじゃないか」

「そりゃそうだけど……本音は？」

「久しぶりに会えた娘とキャッキャウフフしたい」

「アンタは絶対連れてくから」

　容赦なく本音をダダ漏らしにするライエルに、呆れた声を上げるコルティナ。

　その後、ワインを一気に飲み干し、マリアの方に向かい合う。すかさずフィニアがお代わりを注いでいた。相変わらず彼女の給仕はそつがないな。

「そう言えばクラウド君はどんな感じなの？」

「さすがに右腕に違和感が残っているみたいね。しばらくは続くでしょう」

「治ってないわけじゃないでしょ？」

「傷自体は完全に癒しているわ。これは精神的な問題よ。時間をかけるしかないわ」

「クラウドか……」

　マリアとコルティナの話を聞いて、ライエルが視線を宙に彷徨さまよわせる。

　彼が今回の事件の発端である事は、ライエルにも知らせてある。その結果、俺が大怪我する羽目になったのだから、ライエルとしても何か思うところがあるのだろう。

「ニコルを厄介事に引っ張り込んだのは感心しないが……ミシェルちゃんを命懸けで守ったのは、評価できるんだよな」

「そうよね。それに、あの子の観察力が、事件の見落としを発覚させたわけだし、一概に責めるのも酷というモノじゃない？」

「いや、別に怒っているわけじゃないんだ。ニコルが巻き込まれたのは確かに問題だが、うーん、なんと言えばいいのかなぁ？」

　どうやらライエルの中では、クラウドの評価はあまり落ちていないらしい。その反応に俺は少しホッとする。

　今の仲間がかつての仲間に責められる光景というのは、できるなら見たくはない。

「そうだな……ニコルの仲間になるには、彼はまだ力が足りない」

「でも、クラウドは頑張ってるよ？」

　何かを決めたかのように発言するライエルに、俺は少しばかり反論して見せた。

　これは『力が足りない』ことを理由に、俺から引き離す流れかと思ったからだ。

　しかしライエルは、そんな俺の杞き憂ゆうとは別の方向へ話を持っていった。

「頑張っているだけじゃ、どうにもならないことはあるんだよ。今回だって、ニコルが間に合わなければ、彼は死んでいた」

「でも、そうしないとミシェルちゃんも助からなかったわけだし」

「そうだな。つまり、問題はそこだ」

「そこ？」

　俺を指さし、自慢げな表情を浮かべているライエル。少しばかり、イラッと来る顔だ。

　だがそんな俺の感情を察することなく、ライエルは話を続けていた。

「彼の判断は間違いではないだろう。迂う闊かつにトラブルに足を踏み込んだところは問題だが、その後の対応は悪くない。問題はその対応をこなしきるだけの力が無いことだ」

「それは……クラウドもまだ子供だし」

「冒険者をやるのなら子供かどうかは関係ないぞ。力不足で危険に身を投じたら、その先にあるのは死だけ」

「そりゃそうだけど」

「だから力があればいい」

「はぃ？」

「クラウドが弱いのなら、力をつけさせればいいってことさ。つまり俺が修行を付けてやる」

「はぃィ!?」

　確かにライエルたちは週に三度はコルティナの家にやってくる。

　そこで夕食を皆で食べ、歓談してから深夜に村へと戻るのが日常だ。逆に言えば、夜間に少しと言えど時間はある。

「その時間を利用して、俺が──いや、いっそガドルスも巻き込むか。俺たちで彼を鍛え上げてやろう。そうすれば力不足なんてすぐ解消できるぞ」

「そ、それは……」

　正直言って、クラウドにとってはこの上ない申し出だろう。

　俺は剣自体はそれほど上手く使えない。盾役に至っては、やったことすらない。

　その専門家二人に教えを乞える機会など、今後の生涯あるかどうかわからない僥ぎよう倖こうだろう。

　ましてや半魔人のクラウドは、教えを乞う相手にすら不自由する身だ。

　糸という特殊な戦闘法を極めた俺に師事するより、オーソドックスな戦士である二人に師事することは、よっぽど得る物も多いはず。

　ライエルの決断を、俺自身は評価している。だが、それは俺一人が決めていいことじゃない。

「一応本人に聞いてみないといけないと思うけど」

「ぜひそうしなさい。変な癖がつく前に教えた方がいい」

「それはいい話ね！　私もクラウドくんが頼りになるなら、ニコルを安心して任せられるようになるわ」

　マリアがライエルの話に乗ってきた。彼女はクラウドが半魔人と知っても、あまり悪い印象は持っていない。

　世界樹教徒は半魔人との相性はあまりよくないのだが、マリアは半魔人を神話時代の惨事の被害者として捉えているらしい。それに前世の俺との付き合いもあり、認識を改める機会は多かった。

　クラウドの実力に関しても、俺の友達とあって、いろいろと『手を出したいが出せない』という状況が続いていたようだ。

　それからライエルはさっそくガドルスを巻き込めないか、マクスウェルに相談に行った。

　こうしてクラウドの英才教育計画が始まった。
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　とはいえ、いくらライエルがやる気になっていても、クラウドの同意がなければ稽けい古こをつけるのは無理な話だ。

　そこでクラウド本人の意思を確認しに行かねばならない。

　そう考えた俺は、翌朝早く学院に登校する前にクラウドの元を訪ねることにした。

「それじゃいってくるね」

　玄関口でフィニアにそう挨拶をしてからドアに手をかける。

　今回はマリアはついてこない。ライエルの稽古を受けるのに、その妻のマリアが背後にいたのでは、断るにも断れなくなってしまうからだ。

　六英雄直々に、『おう、旦那の修行受けろや』と圧を加えられて断れるほど、クラウドの精神は太くない。

「いってらっしゃいませ、ニコル様。クラウド様にもよろしく」

「うん、フィニアが気にしてたって伝えとく」

　フィニアが救助を渋ったことはクラウドにも伝わっている。そういう点では、彼女はクラウドにとって不利な判断をしたことになる。

　しかし彼女の先導があったからこそ、救助隊は素早く到着できた。

　そういう観点から見れば、今度は逆にフィニアは命の恩人にもなる。

　クラウドは後者を重視し、フィニアのことは命の恩人の一人として見ていた。それがフィニアには少々心苦しいらしい。

　二人は同じように孤児院出身なのだから、仲良くしてくれればいいのにとは思う。

　その未来を想像すると、少しばかり温かい気分になった。足取り軽くドアを押し開けると、そこにはミシェルちゃんが待ち受けていた。

「おはよー、ニコルちゃん！」

「お、おはよ。はやいね？」

「うん、最近ずっとクラウドくんのところに行ってたでしょ？　わたしもお見舞い行きたくて」

「お見舞いって、クラウドは別に入院しているわけじゃないよ？」

　彼の怪我はマリアの再生リジエネーシヨンの魔法によって完全に癒されている。

　今彼が抱えている障害は、怪我を受けたショックによる精神的要因が大きい。

「それでも、わたしはきちんとお礼言いたいし」

「……そっか。じゃあ行こ」

　俺はミシェルちゃんに向けて手を伸ばす。

　彼女だって、クラウドの頑張りによって生き延びたことに変わりない。クラウドはいまリハビリ中だが、その間一度も顔を出さないというのも、不義理と思われるだろう。

　体温の高いミシェルちゃんと手を繋つなぎ、教会への道を急ぐ。ニコニコしている彼女の笑顔を守ったのは、間違いなくクラウドの頑張りだ。そこは褒めてあげねばなるまい。

　もっとも危険に引っ張り込んだのも彼自身なのだが。




　孤児院の朝は早い。

　いつもより早い時間帯にやってきたが、数人の少年たちがすでに起き出し、朝食の用意を始めていた。

　人手の無い孤児院では、食事の用意も子供たちが行う。俺はその指揮を執るシスターに挨拶をしてから、クラウドの元に向かった。彼は例によって、裏庭で素振りをしているらしい。

　半魔人の彼は食事の用意にすら参加できない。食材を持ち込むようになったとはいえ、やはり深々と根付いた嫌悪感というモノは拭い難いようだ。

　そのためにシスターが、特別に賄いへの参加を免除していた。

「おはよう。今日も素振り？」

「あ、師匠──ニコル」




　クラウドは二人だけだと俺のことを師匠と呼ぶが、第三者がいると名前で呼んでくる。

　今日も俺の背後にミシェルちゃんがいるので、口調を改めていた。

「おはよ、クラウドくん。元気にしてた？」

「ああ、マリア様のおかげですっかり元通りだよ。心配かけた。それと、悪かったな」

「えっ？」

「ほら、ミシェルが嫌がってたのに、無理に轍わだちの跡を追ったせいで……」

「それはいいよ。クラウドくんが頑張って守ってくれたし。ありがとうね？」

　年齢としてはクラウドの方が年上なのだが、その頭をミシェルちゃんが撫なでて礼を言う。

　その、見てるだけでほっこりと頬が緩む光景を見て、俺はふとここに何しに来たのかを思い出した。

「そうだ、クラウド」

「ん、なに？」

「実はライエ──パパが今回の事件で、クラウドに力が無いのが原因だって言い出して」

　俺の言葉の最中で、クラウドは泣きそうな眼めをした。俺を巻き込んだことを責められていると勘違いしたのだろう。

　世界に名を馳はせた六英雄からのダメ出し。そんなことになれば、心が折れるなんてモノじゃない。俺はその不安を掻かき消すべく、慌てて言葉を続ける。

「それでクラウドに稽古をつけてやるって。弱いなら強くなればいいって言ってたよ」

「へ……ラ、ライエル様が稽古を!?」

「それだけじゃなくて、ガドルスも」

「ガドルス様まで!!」

「盾役をこなすなら、パパよりガドルスの方がいいだろうって言ってたから」

「そ、そう言えばニコルって、六英雄の娘だったっけ……そういうコネもあるのか」

「なにをいまさら。その腕くっつけたの誰だと思っているの？」

「いや、それはもちろん知ってるけど！」

　余りにも豪華すぎる申し出に、クラウドは混乱状態に陥っている。

　目をぐるぐるさせて、アワアワと手を振る姿を見ると、正常な判断はできそうにない。

　俺はその頭をパコンと叩たたき、落ち着かせる。

「ほら、落ち着いて。パパはあくまで稽古をつけてやってもいいって言ってるだけ。クラウドが嫌だって言うなら断ってもいいんだよ？」

「いや、でも……」

「何だったら、わたしから断ってあげてもいいし」

「そんな、もったいない！」

　クラウドの生活はわりとハードだ。

　俺の鍛錬に冒険者の実践。それに孤児院の用事だってある。

　くたくたになった夜に、さらにライエルの稽古を受けるというのは、いくら年上と言えどオーバーワークである。

　だから彼が拒否するのなら、俺の口から意思を伝えてもいい。それならば角が立たないはずだ。

　だがクラウドの反応を見る限り、その心配は杞き憂ゆうだったようだ。

「六英雄の教えを受けられるなんて、この上ない幸運だよ。こっちから申し込みたいくらいだ」

「じゃあ、いいの？」

「よろしくお願いしますって伝えてくれる？　いや、むしろ挨拶に行った方がいいのかも。手土産とか用意しなきゃ！」

「わかった。でも挨拶は別にいいから。そもそもママにその腕診てもらってるのに」

　興奮して、先走ったことを口にするクラウド。正直、余計なことを言われないように、口止めしておかねばならない。その面倒さを考えると、俺は塞ぎ込みたくなるところではある。

　しかしクラウドにとって、ライエルの稽古は将来的に、明らかにプラスになる。だからこそ、俺は彼に提案して見せたのだ。

　こうしてクラウドは、俺の弟子から六英雄の弟子にランクアップした。後悔しないといいけど……

　クラウドの許可は取ったので、俺は学院に向かうべく、踵きびすを返した。

　朝早く家を出たとはいえ、教会経由となると、結構な遠回りになる。

　急いで登校せねば、遅刻してしまう。もっとも俺の身体からだの弱さはすでに周知されているので、多少遅れても納得されてしまうのだが。

「そういえば、ニコルちゃんも凄すごかったよね？」

「え？」

　だがその足を、ミシェルちゃんの言葉が止める。

　いつもと同じ、ニコニコとした笑顔。そこに裏は感じられない。しかし、その口から洩もれた言葉に、俺は戦慄した。

「だってほら、大人五人相手に全然退ひかなかったし、襲ってきた相手にワイヤーでビシーって」

「俺は気絶してたから見てないんだけど……」

「そっかぁ」

　その言葉に俺はだらだらと冷や汗を流す。

　彼女たちの前では糸を直接使った戦い方は見せていない。例外的にクラウドには出会った時に見せているが、彼は俺がミシェルちゃんたちに合わせてレベルを落としていると思っている。

　そもそも、糸を身体に纏まとわせて筋力を補助するなどという思考自体に到いたれない。だからこっそり使用しても、今までバレていなかった。

　彼女たちの前では、せいぜい移動手段に糸を使う程度にしか見せていなかったのだが、今回に関しては言い逃れができない。

　攻撃に糸を使い、剣の代わりに糸で攻撃を受け、戦闘で自在に使いこなして見せたのだ。

「まるでレイド様みたいだったね？」

「う、うん……その……」

　ミシェルちゃんにその事実を追及する気配はない。しかし二人とも俺の大事な仲間であり、魔術学院を卒業後はパーティとして旅に出ようとも考えている。

　そんな仲間に俺の能力を黙っているという事は、不利益しかないのではないか、と考えてしまう。

　少し前の段階ではミシェルちゃんも幼かったので、うっかり誰かに話してしまう可能性もあったが、今の彼女なら大丈夫なのではないか？

　俺がレイドの転生者であることまで話す必要はない。操糸のギフトを持つとだけ知らせてみるというのは、どうだろう？

「えっとね……話してなかったんだけど……」

「うん？」

「実はわたし、もう一つギフト持ってるの」

「えっ、じゃあ全部で二つも!?」

　ミシェルちゃんも俺が干渉系魔法のギフトを持っていることは知っている。

　術の習得速度は速い方なのだが、解放力と制御力に問題があったため、その腕前の進歩はギフト持ちとしてはあまり良くはなかった。

　しかし、現在はトリシア女医の薬でその問題は無くなり、順調に干渉系魔法を習得しつつあった。俺もすでに中級位の魔法に手を掛けつつあり、他の生徒には微妙な天才という認識をされている。

　微妙と判断されているのは、干渉系という系統のせいだ。使用する者が多く、あまり大きな効果を発揮しない干渉系魔法は、あまり大きな評価をされない。

　それはともかくとして、他にもギフトがあるとなると話は変わる。

「ほら、ミシェルちゃんの射撃のギフトの時に言ったでしょ？　わたしも二つギフトを持っていると知られると、面倒が起きると思って黙ってたの」

「でもあの時って、ニコルちゃん三歳だったでしょ。その時からそんな事考えてたんだ」

「う、うん。それに糸を操る能力って、地味だったから……」

「そんなことないよ。だってあの時も糸で敵をやっつけちゃったじゃない！」

「そ、そうかな？」

　ミシェルちゃんはいつものように無邪気に笑っている。元々彼女は物事を深く考える性格ではない。

　今回のことも思いついたことを話しているだけのはず。

　だから彼女にある程度納得してもらい、他言無用を了承してもらえば、一いち途ずな彼女のことだから他者に漏れる事態にはなるまい。

「でもほら、二つギフトを持っているってだけでいろいろ面倒が起きるかもしれないから、誰にも言っちゃダメだよ？」

「そっか……そだね、わかった！」

「ニコル、二つもギフト持っていたのかよ。さすが六英雄の娘」

「え、へへ……」

　正確には三つなのだが、これは内緒だ。さすがに三つのギフト持ちはこの世界でも数人しか確認されていない。

　俺が三つ目を持っていると知られれば、それこそライエルたちに勝るとも劣らない騒ぎになってしまう。

「そっか、じゃあニコルがときおり糸を飛ばしてピョンピョン飛んでたのって、ギフトがあったからかぁ」

「もちろん毎日の修行は欠かせないからね？　あの動きは修行の賜たま物ものなんだから」

「そっか……そういえばニコルもすっごい頑張ってるもんな。俺も負けられねぇや」

「そうそう。ギフト持ちが一般人に敗北した事例なんて、いくらでもあるんだから。慢心しちゃダメ」

「うっ、それは今回の俺の行動のことかな？」

「もちろん」

　今回の事件、すべての発端は二人の慢心からだ。一歩間違えれば二人とも死んでいた。そこはきちんと言い聞かせないといけない。

　もちろん、事件の直後にマリアからも𠮟られているので、肝に銘じているのだろうが、子供というのは成長が早いと同時に忘れやすくもある。

　こうして、ことある毎ごとに注意し続け、頭に教訓を刻み込まねばならない。

「ミシェルちゃんも」

「うっ、ヤブヘビだぁ」

「ちゃんとわかってる？」

　俺は腰に手を当て、精一杯眼を鋭くして怒ってみせた。無論、殺意は込めていないので、その威圧感は大したものではない。

　だが友情を重んじるミシェルちゃんにとって、友から𠮟られるというのは大きな意味を持つはず。

　案の定、彼女は大きくうなだれ、承諾の意を示した。

「はぁい、今度から気を付けますぅ」

「ならばよし。でも今後もしつこく言うから覚悟しててね？」

「えー!?」

「何度も言わないと、いざという時に忘れちゃうんだよ。本当だよ？」

「そうなの？」

「うん」

　これは俺が生前、散々マリアやコルティナから言われていたことだ。

　結局、独断専行が過ぎるという悪癖は死ぬまで治らなかった。

　その悪癖は、俺だけでなくクラウドにも垣かい間ま見みえる。俺は結局コルティナを悲しませる結末を迎えてしまったが、彼には俺と同じ轍てつを踏んでほしくない。

　だからこそ、しつこいくらい俺は口にすると決めていた。

　とりあえず、クラウドの意思ははっきりしたのなら、俺にこれを妨げる道理はない。

　そして、ミシェルちゃんにも俺のもう一つのギフト──操糸について口止めしておいた。

　これはマリアやライエルに対しても、口外無用としておく。表向きはギフト二つという稀き少しよう性を鑑みてということにしてある。

　実際は三つだし、俺の正体がバレないようにする処置なのだが、素直で深く考えない二人はあっさりと了承してくれた。




　そして翌日の夜、いつも鍛錬に使っている貯木場に、いつもよりも多くの人影が存在した。

　俺とクラウド、ライエルとガドルス……マリアにコルティナ、フィニア、ミシェルちゃんにマクスウェルまで。

「多過ぎ」

「いや、なぜかフィニアも参加したいと言ってきてな……断り切れず、つい」

　俺のジト目に、ライエルが頭を掻きながら答える。

　とりあえずマリアはわかる。怪我した時に備えて彼女がいてくれるのは、非常に助かる。

　マクスウェルもわかる。ガドルスを連れてくるために爺さんの転移魔法は必須だ。しかし、コルティナにフィニア、ミシェルちゃんが来ているのがわからない。

　俺の視線を受け、フィニアは手をもじもじと動かしながら答えた。

「ニコル様、その……今回の一件で私はまだまだ実力不足と知りまして……」

「ニコル、あなたが怪我したから、フィニアは責任を感じているのよ」
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「え？」

　フィニアの後を継いでマリアが俺に説明してくれる。

　そういえばあの時、俺は彼女の制止を振り切って駆け出していた。その結果俺は拳を壊すほどの怪我を負ったわけだが、それはフィニアの責任ではない。

　彼女が責任を感じる必要はないはず。

「フィニアのせいじゃないよ？」

「いえ、少なくとも私にももっと力があれば、ニコル様一人で戦う事態にはならなかったはずです」

「いや、ミシェルちゃんもいたし。それにあの男は、半端な腕じゃむしろ危ないから」

「それだからこそです！　ニコル様が歳とし相応を超越しているのはわかりますが、それでも守って差し上げたいのです」

「うぬぅ」

　あの場面、確かにもう一人いれば、俺はマテウスとの戦いに集中できただろう。

　しかしそれでも、今の身体で勝てたかどうかわからない。前世の身体くらいの身体能力があれば、余裕で勝てたかもしれないが。

「だから私も、ニコル様に肩を並べて戦えるようにならないと、と改めて思ったんです！」

　ふんす、と鼻息荒く拳を握り締めて決意表明するフィニア。

　彼女の今の服装はいつものメイド服ではなく、動きやすい手足を剥むき出だしにした運動服を着ている。

　その姿は学院の生徒として高等部に通っていてもおかしくはないほど、若々しい。

　いや、フィニアはまだ二十代中盤なので、エルフとしても若輩極まりないのだが。

「どっちにしろ、フィニアがやりたいと言っているのだから、させてあげないと。強くなるのは間違いじゃないでしょ？」

「う、うん、まぁ」

　最近ラウムでも物騒な事件が増えている。フィニアは間違いなく美少女なので、自衛手段を持つのは悪くない。

　こちらに来てからは、王都に来るまでに世話になった冒険者のレオンとエレンに剣を学んでいたのだが、彼らとて常時ラウムにいるわけではない。

　むしろ街にいない時の方が多いため、本格的に剣を学ぶというところまでは行っていない。

　それでもフィニアの熱意と、飽くなき繰り返しの訓練は、今ではそれなりの腕を彼女に与えていた。

　しかしそれでも、俺の戦いの場に出るには、物足りない。

　いつ俺の戦いに巻き込まれるかわからないのだから、彼女が鍛えること自体は間違いではない。

　俺の逡しゆん巡じゆんを無視してマリアはライエルの元へ向かう。そしてにっこりと笑みを浮かべ、ライエルに注意を与えていた。

「アナタ、フィニアは女の子なのですから、怪我させちゃダメよ？」

「お、おう」

「それとあんまりハードにして、マッチョにしちゃダメですからね？」

「いや、それはちょっと難しい」

「ダメですからね？」

「…………はい」

　相変わらず手綱はマリアが握っているようだ。というか、俺が家を出た時より、さらに強くなっている気がする。

　そうしてライエルが冷や汗を流しながら頷うなずき、本格的な修行が始まった。

　まずお互いの実力を知るため、ライエルとクラウドが立ち合う。そして俺もガドルスと立ち合い、現状の力量を把握しあう。

　これは俺がライエルと立ち合った場合、冷静な判断をライエルの奴やつが下せないと見み做なされたからだ。

「ほら、武器はもっとしっかり握れ！　戦場で武器を落としたら即死亡だぞ！」

　開始早々、ガツンと剣を叩き落とされ、クラウドは手首を押さえてうずくまっていた。

　しかし彼も持ち前の負けん気を発揮して、すぐさま剣を拾って立ち上がる。

　ライエルの稽古が、俺の時より激しい気がするのだが……

「ライエルの奴め、下心が見え見えではないか。まったくいつになっても修行の足りん男だ」

「え？」

　俺も模擬剣をガドルスに打ち込んでいるが、こちらはあっちほど鬼気迫る迫力はない。

　俺がいくら歳に不似合いな実力を持っていると言っても、身体機能の強化無しでは防御の達人たるガドルスには遠く及ばない。何度斬り込んでも、あっさりとその盾によって防がれていた。

　それどころか、よそ見する余裕まであると来た。さすがガドルスと、その実力を再認識させられる羽目になっている。

「最近お主が構ってやらんから、仲間のクラウドに八つ当たりしとるのだよ、あれは。まったく大人げない」

「そうなんだ？」

　確かにコルティナの元に厄介になるようになってから、ライエルにはほとんど構っていない。

　それがストレスになっていて、クラウド相手に発散している面もあるのだろう。

　クラウドにとってはご愁傷さまとしか言いようがないのだが、それを厳しさと取って奮起する辺り、彼クラウドの純粋さがまぶしく感じる。

「少し……相手してやるかな」

「そうしてやれ」

　思わず漏らした俺の言葉に、ガドルスは溜ため息いきと共に同意を返したのだった。




　俺とクラウドが立ち合いを終えた後は、クラウドがガドルスと、フィニアがライエルと立ち合うことになった。

　クラウドは連戦になるのだが、彼はパーティの中でも最もタフさを要求される役割を担っている。そのスタミナを見るための意味もあるらしい。

　ライエルはフィニアを相手にするとあって、クラウドほど乱暴にできないため、非常にやりにくそうだ。

　そんな様子を眺めていたところ、妙な光景が俺の視界に入った。

　それはマクスウェルがコルティナとマリアに詰め寄られている場面だ。

「で、マクスウェル。『彼女』はどこにいったの？」

「彼女って誰のことかのぅ？」

「ハウメアとかいう、レイドの生まれ変わりと思おぼしき女よ！」

「私もその話は初めて聞いたわ。詳しく話してくれないかしら？」

「いや、その……彼女はレイドの生まれ変わりなんかじゃ──」

「いまさらそんな言い逃れが通用すると思う？　タルカシールの屋敷に残された痕跡はごまかせないからね」

「いや、あれは……」

　しどろもどろのマクスウェルというのは珍しいのだが、それを楽しんでばかりもいられない。その内容があまりにも問題だ。

　あのままでは俺のことを白状するのも近いかもしれない。

　ここはどうにかして矛先を逸そらさないといけないのだが、いい口実が思い浮かばない。

　マクスウェルは俺に向けてチラチラと視線を投げかけ助けを求めているが、俺だってそんな簡単に言い訳を考えつくモノではない。むしろ考えるのは苦手な方だ。

　俺は何とか引き延ばせと、ガドルスの隙を突いて手を左右に広げて『伸ばせ』というジェスチャーを送るが、コルティナたちの追及も厳しい。

「その、実はの……」

　ダラダラと脂汗を流すマクスウェル。牙城が崩壊するのは目前というところだ。

　血気盛んに詰め寄るコルティナももちろんだが、肩に手を置いてしっかりと捕まえ、うしろからにっこりと笑うマリアも恐ろしい。

　正直あそこに足を踏み込む勇気は、俺にはない。邪竜コルキスを相手にした時より怖い。

「レイドは……その……ああ、もう！」

「なんだ、取込み中か？」

　ついにマクスウェルの我慢が限界に達し、俺も覚悟を決めそうになった瞬間、そこに飄ひよう々ひようと割り込む声があった。

　緊迫した雰囲気をものともせず踏み込んできたのは……俺の師匠のアストだった。がっしりした体型をすっぽりと覆い隠すローブ姿に、小脇に包みを抱えている。

　彼を初めて見るコルティナたちは胡う散さん臭くさそうな視線を送っていた。

「注文の品を持ってきたのだが、後にした方がいいか？」

「いやいや、とんでもない。いいタイミングでしたぞ！」

「ちょっと、何がいいタイミングなのよ？　それに誰よ、この人」

「知り合いの鍛冶師じゃ。いや、その話はまた後でな。ほら客人も来たことだし？」

　ビシッと師匠を指さすマクスウェル。コルティナはまだ何か言いたそうだったが、マリアはさすがに客人の前で尋問を続けるほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんではない。

　渋々という風情で、マクスウェルの肩から手を離し、マクスウェルに同意を示す。

　マリアがそういう態度を取ったので、コルティナも続けるわけにはいかなくなった。

「仕方ないわね……マクスウェル、この話はまた後でね？　絶対よ？」

「うっ、そ、それはもちろん。そうじゃ、この後ニコルを借りてもいいかの？　アスト殿はこう見えてなかなか腕が良いでな」

「正確には細工師なんだがな。いやそれも違うか」

「細工師？　そうなの？」

「そうとも！　ニコルは成長期じゃからな。装備の調整はこまめにやらんと」

「そう言えばかなり背が伸びてるものね。剣はともかく、革かわ鎧よろいなんかは調整した方がいいわね」

　マクスウェルの意見に、マリアは賛成した。

　そこでようやく、ライエルたちの稽古が終わった。ライエルは平気な顔をしているが、フィニアは汗だくで足元がカクカクと揺れている。クラウドの方も似たような状態だ。

「フィニアは筋は良いがやはり体力不足だな。クラウドの方は基礎体力はあるから後は技術の問題か」

「うむ、この少年、なかなか良い素材をしておるわ。さすがお主の娘が目を付けただけはあるの」

　こちらに戻ってきながら互いの生徒を寸評する二人。

　悪い評価ではないと聞いて、クラウドもフィニアも満更ではなさそうだった。

　そこで俺は、先ほどガドルスから聞いた話を思い出す。ライエルが俺に構ってもらえていないせいで、ストレスを溜めているという話だ。

　俺にとって、ライエルは嫌っている相手ではあるが、憎んでいるわけではない。

　目指す目標に一足先に到達しているライバルなのだから、好意を抱けと言うのも無理がある。俺はそこまでお人ひと好よしではない。

　しかし憎んではいないため、『娘との関係がぎくしゃくしている』という状況も可哀想だ。

　俺はマリアの用意したタオルを手に取り、ライエルの元へ駆け寄った。

「おつかれ。はい、パパ」

　照れもあるのだが、少しぶっきらぼうな口調でタオルを差し出す。

　同じようにガドルスとフィニアにもタオルを渡してやる。ライエルとガドルスはほとんど汗をかいていなかったが、フィニアは運動服がぐっしょりと濡ぬれるほどの汗を掻いている。汗で濡れた運動服が身体に張り付いて、なかなかに色っぽい。うん、悪くない眺めだ。

「おう、スマンの、ニコル嬢ちゃん」

「ありがとうございます、ニコル様」

　ガドルスは鷹おう揚ように、フィニアはいつものように丁寧にタオルを受け取ってくれたが、ライエルは固まっていた。

　ふるふると震えること、しばし。俺が不審に思って首をひねっていると、唐突にライエルの手がこちらに伸びてきた。

「うおおおぉぉぉ、ニコルぅぅぅ！」

「みぎゃあああぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「どうだガドルス、うちの娘は可愛かわいいだろう？」

　ぶっとい腕に引き寄せられ、身動きが取れないほど固く抱き締められる。

　汗をほとんど掻いていないとはいえ、まったく掻かないわけではないので、少しばかり汗臭い。

　しかも薄めの服の生地の下から、躍動する筋肉の動きが如実に感じ取れた。俺は全身を総毛立たせて抵抗するが、無駄に終わる。

「わかったわかった。わかったから早はよう放してやらんか。そんなじゃから敬遠されるんじゃぞ」

「な、なんだって？　ニコルはそんなことで嫌ったりしないぞ」

「だいっきらい」

　ちょっと隙を見せれば、すぐこれだ。俺は容赦なく切って捨てて、ライエルの拘束から脱出する。

　俺の言葉に硬直した奴から逃げることくらいはできる。そしてすぐさまフィニアにしがみついて、安全を確保した。

　ライエルはがっくりと地面に手を付け、うなだれてしまった。だが俺としては、自業自得と主張したい。

「えっと、ニコル。俺のタオルは？」

「自分で取れば？」

　別にクラウドにまで愛想を振ふり撒まく必要はなかったため、彼の分のタオルまで持ってきてはいない。

　俺の言葉を受けて、クラウドもライエルの隣で同じ格好でうなだれたのだった。お前ら仲良しかよ。




　ともあれ、師匠の乱入のおかげで、マクスウェルは追及から無事逃れることができた。

　俺たちは師匠の持ってきた装備の調整を理由に、マクスウェルの屋敷に逃げ込むことにする。

　無論、その口実は真実でもあったので、マリアやコルティナも疑いはしなかった。

　事態を飲み込めず首を傾かしげる師匠の背をマクスウェルと二人で押しながら貯木場から一足先に退散したが、クラウドとフィニアはもう少し稽古していくらしい。

　俺たちはそそくさとマクスウェルの屋敷に逃げ込んだ後、窓を閉め切って外界からの視線を完全に遮った。

　ついでに気配感知を全力で行い、こちらに注目する者ががいないことを確認する。

「よし、誰もいないな？」

「うむ、この屋敷を覗のぞこうとする奴は元より少ないのじゃがな」

「なぜここまで……ああ、そうか。秘密にしていたのだったか」

「さすがに仲間の娘になってますなんて、言えたものじゃないからな」

「いつまでも隠し通せるものでもないだろうに」

　師匠はボソリと皮肉気に呟つぶやくが、それ以上こちらに干渉してくる気配はなかった。

　それよりも自分の興味を優先するのがこの男だ。早速、荷物を広げ、大きめの箱の中から新しい手甲ガントレツトを取り出す。

「これが新たに調整した手甲だ。外装はレイドから提供された邪竜の骨を利用して強度を上げつつ、軽量化に成功している」

「ほほぅ？」

　前回の物は黒光りする金属だったが、今回の手甲はザラリとした手触りの金属ではない不思議な感触をしていた。

　色は同じ黒なのだが、光沢もなく、マットな感じの黒で光を反射しない材質に見える。その表面には白……ではなく銀を溶かしこんだ線で幾何学的な文様が刻まれていた。

「以前のレイドならば指一本で自重を支えられたのだろうが、今のお前では負担が大きいだろう？　だから指の部分まで装甲を付けて外側から負担に耐えられるようにしてある」

　見ると前回は装甲は手の甲までで、そこから指先までは糸を放つ管が付いている程度だったのだが、今回は指先まできっちりと装甲に覆われている。

　そして手のひら側は黒い皮膜状物質でできた手袋になっていた。そこにも銀で模様が刻み込まれている。

「手袋の部分は、邪竜の翼の皮膜を利用した物だ。その性質上、炎はもちろん生半可な魔法だって通さない上に、ミスリル糸の摩擦にも耐えられるようになっている」

「ふむふむ？」

「摩擦係数の高い素材だったので、剣などを持つ時の補助にもなるだろう」

　確かにザラリとした手袋の素材は滑りにくく、剣を持ちやすいかもしれない。

　逆に言うと、持ち替えの際などのトリッキーな動きには邪魔になる可能性もある。ここは慣れが必要な部分だろうな。

「両手首の小指側には牙を利用したフックを付けておいた。これを敵の衣服に絡めるなどすれば、格闘戦に持ち込みやすくなるはずだ」

「ほほぅ」

　言われてその部位に視線をやると、確かに手首の内側に一センチメートル程度の突起物が存在している。

　指でコリコリと触ってみると、想像以上に固い感触が返ってきた。下手な鉄よりも硬そうだが、考えてみれば邪竜は鎧すら噛かみ砕くだいていたのだ。硬いのも当然だろう。

「服を絡めるのももちろんだが、身体を支える程度の強度もある。つまり牙がかかる程度に平たい壁だった場合、食いこませて壁に張り付く事も可能になるはずだ」

「なんと!?」

　壁に糸を使わず張り付けるというのは、なかなか興味深い。

　俺はさっそく壁に駆け寄り、フックを引っ掛けて身体を引き上げて見せた。

　ぎこちなくだったが、確実に身体を支える事ができる。両手を交互に壁に引っ掛ける事でずるずると壁を登っていくことができた。

　しかも片腕でも身体を支えることができる。これは戦略の幅が広がりそうだ。

「こりゃ、ニコル!?　壁が傷だらけになるじゃろうが！」

「いまさら。汚れまくってるんだから、別にいいだろ」

「壁紙を貼り直さんといけなくなるじゃろうが！」

「そこかよ」

　だが身体を支えられるとわかっただけでも充分だ。俺は床に飛び降り、アストの元に戻る。

　アストも俺の様子を見て安心した様子だった。

「うむ。一応計算では大丈夫なのは知っていたが、実際に大丈夫だと目にするまではさすがに不安だったな」

「試してないのかよ！」

「うちの嫁なら、体格的に丁度いいサイズだったのだが、今は留守にしていてな」

「ああ、逃げられたんだっけ」

「……………………」

　この話題は禁句だったのか、ジトリとした視線を向けられる。

　それにしても、嫁がちょうどいいサイズって、俺と同じくらいの体格なのかよ。こいつ本格的にロリコンなんじゃ……？

「まあいい。糸の内蔵量は一本で百メートル程度。それが各腕に五本ずつ。量としては充分だろう」

「ん、少し減ったか？」

「以前より手甲全体のサイズが小さくなっているからな。どうしても短くなる」

「ああ、なるほど」

「それと、これが一番大きな変更点なのだが、その外装にある文様は強化魔法の発動陣になっている」

「強化魔法？」

　おそらくは外装に描かれた銀の幾何学模様のことだろう。

　これが魔法陣になっているのか。だが俺の知っている物とは少し違う気がする。

「魔力を流すだけで強化付与エンチヤントの術式が発動する。ただし自力で魔法陣を構築するわけではないので、効果は非常に限定的だ。効果は三分、対象は自分のみ。他者にはかけられん」

「それでも充分ありがたいよ」

　魔力を流すだけでいいなら一瞬でできる。今までの戦闘では、陣を描く事ができずに糸の強化に頼らねばならない場面が多かった。

　その負担がなくなるのならば、充分な武器になり得る。

「後、その手袋は取り外せるようになっている。そして手袋の甲の部分に描かれた模様は物品転送アポートの魔法が込められている。つまりこの手甲を呼びつけて装着できるわけだ」

「そりゃありがたい！　隠し持つ必要もなくなるのか」

「ただし呼び寄せる事ができるのは、この箱に入っている時だけだ。それに戻すことはできん」

「いやいや、充分だって。今までいざという時に武器が無くて、何度困ったか」

　師匠が持ってきた木箱をポンポンと叩く。その箱の内側にも似たような文様が刻まれていた。おそらくあれが、物品転送アポートに対応させる魔法陣なのだろう。

　先のマテウス戦でもそうだったが、俺の能力自体がピーキーすぎて、この糸を仕込んだ手甲でないと最大限に発揮できない。

　それだけに手袋を装着し、魔力を流せば手甲を呼び出せるというのは非常に大きい。

「さすがにいい仕事してくれたよ、師匠。感謝する」

「俺も今回は充分趣味に走らせてもらったからな。お互い様だ」

　そう言って俺はアストとがっちりと握手したのだった。
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　あの後、師匠はマクスウェルから代金を受け取り、早々に姿を消した。

　立て替えてもらっているだけなので、そのうち俺が返さないといけないわけだが、それは例の隠れ家に行けば済む問題だ。

　俺は新たな手甲ガントレツトを手にして、ご満悦の表情で手をワキワキさせていた。

　正直言うと早く性能を試したくて仕方がない。対してマクスウェルは憔しよう悴すいしきった表情をしている。

「お主は気楽じゃのう。ワシは気が重いぞ」

「ん、なんでだ？　武器も手に入ったし、戦闘力が上がるのは悪いことじゃないだろ」

「そうではないわい。マリアとコルティナのことじゃ」

「ああ……」

　あの二人から詰め寄られれば、如い何かなマクスウェルと言えど逃げ切れない。

　しかも今回はマリアという増援までいる。このままでは俺の正体も風前の灯ともし火びである。

「どうしたもんかなぁ？」

「さすがに今回は逃げきれん気がするのぅ。いっそ明かしてはどうじゃ？」

「いまさらできるかよ！　バツが悪すぎるわ」

　自分から明かすなんて、できようはずもない。だがごまかすためのいい口実も見つからない。

　どうにも八方塞がりな感が拭えない。

「また変装してごまかすか？」

「さすがに何度もやるのは、逆に危険じゃ。コルティナが何度も騙だまされると思うか？」

「……無理だな」

　今、コルティナはハウメアという虚像をレイドだと思っている。

　それが虚像であると知られた場合、レイドの候補が誰に移るか考えた場合、頻繁にマクスウェルの屋敷に出入りしている俺が最も怪しくなるのは、自明の理だ。

「良くねぇな。身動きが取れない」

「むしろ今動くのは愚策かもしれんの。クレインとマテウスという追うべき対象が現れたところだし、そちらを追わせることでごまかすかの」

「そう都合よく情報が入って来るもんかね？」

「来んじゃろうなぁ」

　マテウスが手を引いたということは、クレイン・ストラ＝サルワはもはやこの街にはいないはずだ。

　街を出たらもはやどの方角に去ったかわからない。転移魔法を使える術者に伝つ手てがあるなら、どこへでも行ける。

　そんな相手を追うのはさすがのマクスウェルでも不可能に近い。

「それまでは別行動でどうにかごまかしてみるわい。コルティナたちも今はストラ領の調査で手一杯じゃろう？」

「だろうな。ドノバンの要請もあったし」

「しかし今回出てきたのは、南のリリスコーム都市国家連合の暗殺者じゃ。そちらを調べる必要もあるのじゃないか？」

「ふむ、それをお前が調べに行くと？」

「どのみち、どちらも手早く調べる必要がある。後手に回ると取り逃がす可能性もあるからの。ならば転移魔法の使えるワシとマリアが手分けするしかあるまいて」

「なるほど、言い分としては充分か。しかし暗殺者を追うとなると、かなり危険だぞ？　マテウスの奴やつは生前の俺とまでは行かないが、かなり危険な相手だ」

「そういうのも自画自賛というのかの？　ならばガドルスでも連れていくわい」

　守りのスペシャリストであるガドルスが一緒ならば、問題はないか？　しかしエルフとドワーフは仲が悪い場合が多いのに、こいつらは意外と気が合うんだよな。

　まあ、死線をくぐり抜けてきた仲だから、当然と言えるが。

「敵側にああいう連中がいる以上、俺が護衛につきたいところなんだが……」

「今のお前さんが？　堂々と街から出るのも難しいじゃろ」

「うっ、さすがに狩りも自主規制中なんだよな」

　クラウドが街の外であのようなトラブルに巻き込まれた以上、しばらく周辺を警戒する必要がある。

　そこで行政側が低レベルの冒険者の活動自粛を要請して、警戒を強めていた。

　その余波で、俺たちの狩りもしばらく控える羽目になっている。

　クラウドにとっては食糧事情的には厳しい状態だが、こればかりは仕方ない。

　当面は食糧の供給は、俺たちの分を保存食にしたモノを横流しすることでごまかしていた。

「まあ、いいか。爺さんはそれでどうにか逃げ延びてくれ」

「まったく、他人ひと事ごとのように……」

「悪わりぃとは思ってるよ。今度なんか持ち込んでやっから」

「安い肉ではごまかされんからな！」

「そこはごまかされろよ！　こっちはまだ子供だぞ」

「都合の良い時だけ子供になるな」

　俺の頭を叩たたくべくこちらにやってくるマクスウェル。俺はその手を掻かい潜くぐりながら、屋敷を後にしたのだった。




　深夜。この身体からだもかなり夜型になってきた気がする。

　俺は隠密のギフトをフル稼働して街を抜け出し、森に来ていた。これは俺の新たな能力と、装備の性能を試すためだ。

　新しい武器は俺もかなり気に入っているが、だからと言って最初から使いこなせるとは限らない。

　どんな良い武器も、慣らしは必要なのだ。

「と言っても、実際のところは早く試したいだけなんだよな」

　まずはマテウス戦で発見した、筋繊維を操る方法から試してみる。

　跳躍、加速、そして減速。森の中を自在に飛び跳ね、駆け巡る。

　その速さは糸を這はわせて身体強化をした時よりも遥はるかに速い。しかし──

「これは……ダメだな。負担が大きすぎる」

　強化付与エンチヤントの魔法と違い、俺の耐久力まで強化されるわけではない。俺の身体は運動能力について来られず、短時間で悲鳴を上げていた。

「マテウスの時は、よく保もってくれたもんだ」

　あの戦闘で限界を迎えていたら、瞬く間に蹂じゆう躙りんされていたことだろう。そこで俺はふと、手甲に刻まれた魔法を思い出す。

　師匠が、これには強化付与エンチヤントの魔法がセットされていると言っていた。

　ならば耐久力とかも上昇するのではなかろうか？　そう思って早速魔力を流してみる。

　俺の魔力を受けて強化付与エンチヤントの魔法が自動で立ち上がり、身体を包む。

　その状態で操糸を使い、先ほどと同じ動きを繰り返してみると、若干ではあるが負担が軽減している。

　わずかに負担を感じるのは、おそらくは強化付与エンチヤントの効果を操糸の能力が上回ってしまっているからだろう。

　だがこの程度の負担ならば、十分程度は使用することができそうだ。もっとも内蔵された魔法は三分しか保たないのだから、それ以上は意味がないかもしれない。

「次は糸の調子だな。あれだけ苦労させられたんだから……ん？」

　そこで俺はがさがさと草が揺れていることに気付いた。この近辺は大きな猛獣は冒険者に駆逐されているはずなので、それほど危険な生物はいないはず。

　しかし……そんな俺の考えを嘲あざ笑わらうかのように、草むらから巨大な影が現れた。

　三メートルを越えるであろう巨体。明らかに人間ではない。

　俺は新調したばかりの手甲を構え、敵に相対する。

　枝葉の隙間から降り注ぐ月の光がその巨体を照らし出し、ようやく正体を悟った。

「食オ人ー鬼ガ！」

　食人鬼と言っても、人を食うのは他のモンスターも同じである。便べん宜ぎ上じようそう呼ばれているだけで、実質のところ巨大な体たい躯くを持つ人型のモンスターと言うところか。

　巨体であるだけに敏びん捷しよう性せいはあまりないが、その膂りよ力りよくは人間の基準を遥かに超える。

　しかし冒険者も、力が強いだけのモンスターならある程度対処できる。オーガを倒して一人前。新人相手の登竜門。そんな位置付けに認識されているモンスターだ。

「……なんだ」

　俺は思わず安あん堵どの息を漏らしかけ、気を引き締め直した。

　生前の俺ならば、糸を使わずとも対処できる程度の相手だ。ライエルならば、赤子をあやすような感覚であしらってみせるだろう。しかし今の俺では苦戦は必至。油断はできない。

　右手から糸を引き延ばし、防御優先のため相手の出方を窺うかがう。




　にらみ合うことしばし。だが相手に動きはなかった。

　そこで俺は妙な感覚を受ける。オーガから見れば、俺は無力な子供に過ぎない。攻撃を躊躇ためらうような理由はないはず。

　それなのにオーガはこちらに襲い掛かってくる気配はなかった。

　いや、そもそもこの場所にオーガが出るということ自体がおかしい。

　この近辺は冒険者によって危険なモンスターは駆逐されており、オーガなどは出没しないはずだ。

「なんにせよ、この近辺に出没されたら迷惑だ。始末してしまおう」

　俺は殺意を漲みなぎらせ、一歩踏み出す。

　やる気満々の俺を見て、オーガは慌てたように手を上げた。

「ま、まつ！　おで、たたかう、しない」

「ハィ？」

　慌てたような……怯おびえたような声音。低い威圧感のある声だけに、その内容とのギャップに戦意が削そがれていく。

　オーガが話しかけてきたことにも驚いたが、一応オーガにだって知性は存在する。やろうと思えば、会話自体は可能だ。だが人間を餌としか認識していないオーガと会話が成立することなど、極めて稀まれである。

「なら、なぜこんな街の近くにやってきた？」

　この近くにラウムの街があるのは、知性ある存在ならば理解できるはず。

　つまり街の近くまで寄ってきたということは、何らかの意図を持ってやってきたに違いない。

　例えば、巣穴近辺の餌が枯渇し、新たな餌──人間を求めてやってきた、とか。

「おで、ひと、おそわね。山でこっそり、くらしでだ」

「うん？」

「そこ、ぼうけんしゃ、きた」

　たどたどしい言葉から推測すると、コイツはどうやらこの近辺には住んでいないらしい。

　特に人を襲うでもなく、平穏に生活していたところへ、冒険者がやってきたと。つまり住すみ処かを追われて、否いや応おうなくここまで流れてきたらしい？

「そりゃ災難だった……ん？」

　待て、このタイミングでひっそり隠れ住むオーガの住処に襲い掛かる冒険者とか、おかしくないか？

　オーガが襲われたこと自体はそれほどおかしくはない。こいつも大人しいとはいえオーガだ。その性格を知らない冒険者と出会ったら、狩られてしまうことは間違いない。

　そこは良い。しかしだったらなぜ、こいつは無事にここまで逃げてこられた？

　オーガは本来、足の速いモンスターではない。討伐に向かったのなら大抵はその場での戦闘になる。

　稀に逃げ出す個体もいるが、逃げ切る可能性は限りなく低い。

　だというのに、こいつはここまで逃げてこられている。近場ではない巣からここまでの、おそらくは長距離を。

「なあ、その冒険者、お前を追ってこなかったのか？」

「ぼうけんしゃ、すみか、うばった。おでのすみか、うばう。なにかしてた」

「うばう？　そこでなにかしてた？」

「じめん、なにか、かいてた」

　オーガの住処までやってきて、討伐もせずに追い払い、その場で地面に何かを描く。

　そこまで言われてピンと来た……転移魔法陣だ。

　マクスウェルやマリアが、そこらへんでホイホイ使ってる魔法だが、一般人が使うとなると、保有する魔力量の問題から補助となる陣を事前に構築する必要がある。

　これはどちらかというと、師匠が使っていた転移魔法に近い。冒険者ギルドで使う大人数用の大規模転移魔法などは、この方式だ。

　このタイミングでそれをラウムの近くで使用する理由なんて、考えるまでもない。

「クレインが逃げるために使用した物か！」

　少なくともマリア程度の術者がそう簡単に見つかるはずもない。ならば補助として陣を描くなり、触媒を利用するなりした痕跡は残っている。

　そしてマクスウェルならば、その痕跡から行き先を調べ出すことができるかもしれない。

「でかした、オーガ！　褒美に今回は見逃してやろう」

「ほ、ほんどが？　おで、にげていい？」

「ああ、男に二言はない」

「おめ、おんな」

「やっぱコロス」

「ピギィ!?」

　勢いで二言してしまったが、これは冗談なのでノーカンとしてもらおう。

　ともかく、この情報は一刻も早くマクスウェルに届けないといけない。魔法の痕跡は時間を置けば置くほど消え去っていく。

　すでに一週間の時間が経過してしまっている以上、残された情報は魔法陣そのものくらいだ。

　風雨に晒さらされれば、瞬く間に消え去ってしまう可能性もある。

「よし、じゃあ助っ人を連れて来るから案内……つっても、街中には入れないな。しばらくここで待っててくれるか？　首尾よく行ったら、助すけっ人とがお前を安全なところまで逃がしてくれるよう、交渉してやるから」

「ほんどが？」

「男に二言はないと言っただろう」

「おめ、メス」

「死にたいらしいな──」

「ピギャア!?」

　学ばない奴──と言いたいところだが、本来オーガの知性なんて、あると言っても雀すずめの涙程度だ。

　むしろ人を恐れ、隠いん遁とんする程度の分別がある分、こいつはオーガとしても異質なほど理性的と言える。

　こうして俺は手掛かりを入手し、マクスウェルを連れ出すべくラウムへ駆け戻ったのだった。




　オーガは街中に入れない。ならばマクスウェルに話を聞かせるには、彼を街から連れ出す必要がある。

　まさかこっそり森まで足を延ばし、新兵器の実験をしていたなどとコルティナたちに伝えるわけには行かない以上、話を持って行く先はマクスウェルだけに限られてくる。

　俺はマクスウェルの屋敷の前まで駆け戻り、大きく息を吐いた。

　ここから先はマクスウェル謹製の防犯魔法がてんこ盛りになっているからだ。そして今、マクスウェルの屋敷には、ガドルスが宿泊している。

　ガドルスに知られることなくマクスウェルに話を持って行くには、屋敷に忍び込む必要がある。

　明日の朝に出直せばその必要はないのだが、それだとオーガが街のそばで夜を明かすという事態になってしまう。

　もしあのオーガが俺以外の冒険者に見つかったら、問答無用で討伐されかねない。

　話してみたところ、オーガとは思えないくらい気のいい奴だったので、殺されるのを見るのはさすがに忍びない。

「幸い、以前防犯魔法の実験に付き合った記憶があるから、どうにか潜り込むことはできそうだが──」

　小さく呟つぶやき、一歩踏み出す──その瞬間、俺の意識は暗転した。




「夜中に何をしに来たんじゃ、お主は？」

「お前を呼びに来たんだよ！」

　俺は落とし穴の底からマクスウェルに怒鳴り返す。もちろんガドルスを起こさないように、小声で。いや、これは怒鳴ると言えるのだろうか？

　ともかく俺は最初の一歩で、マクスウェルの仕掛けた落とし穴という原始的なトラップに引っかかった。しかも穴の底には侵入者が逃げられないように捕縛用の粘着剤とりもちまで撒まかれていた。

　つまり、今の俺はネチョネチョのネバネバでドロドロである。

「せっかく情報を持ってきたのに、この仕打ちかよ。早く引き上げてくれ」

「うむ、ちょっと待て。まずは転写機で撮影してからだな」

「なぜ撮影する!?」

　転写機とは、風景などを特殊な紙媒体に転写する魔道具のことだ。

　なんでも数百年前に魔道具開発の一人者である破戒神が生み出したものらしい。つまり……あの白いのである。ろくなことをしやしねぇ。

「いや、コルティナに売りつけたら高く買ってくれそうな気がしたのでな。フィニア嬢でも買ってくれそうじゃが」

「ヤメロ。彼女たちを邪よこしまな道に誘いざなうな」

　俺の癒しであるフィニアとミシェルちゃんだけは、こいつの嗜し好こうから守らねばならない。

　そんなやり取りをしつつ、俺はマクスウェルに救出され、地上へと舞い戻ったのであった。なお撮影はしっかりされていた模様。

「で、こんな夜中に何の用じゃ？」

「ああ。ひょっとしたら、クレインの行方に繋つながるかもしれない情報を持ってきた。持ってきたから屋敷に入れてくれ。ついでに風呂も貸してくれ」

「イヤじゃ。そんなドロドロを屋敷に上げたら汚れるじゃろう」

「テメェ……」

「後で魔法で洗ってやるから先に情報とやらを話すがよい」

「乾燥したら、カピカピになるだろうがよ……しかもこれ、下手に鼻とか口を塞がれたら、死ぬぞ？」

「罠わなじゃからなぁ。そういうこともあるじゃろうて」

　俺の怒りを飄ひよう々ひようと受け流すマクスウェルだが、確かに奴の言葉も一理ある。夜中に忍び込もうとするやつに容赦は必要ない。

　それより急がないと。気のいいオーガだったが、頭はそれほど良くなさそうだった。大人しく隠れてくれていればいいが、うっかり出歩いてあっさり別の冒険者に見つからないとも限らない。

　俺は手短に先ほどの話をマクスウェルに伝え、一刻も早く連れ出したい旨を告げた。

「ほう、穏健なオーガとな？」

「そこじゃねぇよ！」

「わかっておる。まったく、お主は少しコルティナに毒されてきておらんか？」

「お前が暢のん気き過ぎんだよ」

「確かに街中に連れ込むわけには行かんし、隠れておれと言っても、大人しくしてくれるとも限らんな。早めに行動を起こした方がよかろう」

　ラウムは首都だけあって人の往来が激しい。

　街門は夜間閉じられているが、その時間帯に辿たどり着いた旅人などが門の外で夜営するという光景も、頻繁に見受けられる。

　そういった連中に見つかる可能性も、皆無ではない。

「ああ、少しばかり頭は弱そうだったから、心配でな」

「オーガじゃからな。むしろ会話が成立する段階で、ずば抜けた知能を持っておる。実に興味深い」

「そいつの情報が確かだったら、逃がしてやりたいとも思っているんだが？」

「そうじゃな、モンスターと言えど悪ばかりとは限らん。お主が飼っておるカーバンクルなど好例じゃ」

「それを聞いて安心したよ」

　気のいいモンスターの存在。それはごく少数ではあるが報告されている事例がある。

　これにどう対応するかは、その場の冒険者の判断に任せられている。

　モンスターだから討伐しておかねばならないと主張する者もいれば、悪意無き者に剣を向けるべきではないと主張する者もいる。

　これに関しては、どちらも正しいと言えるため、冒険者ギルドもこれといった指針は正式に発表していない。

　俺たちもあのオーガならば問題ないと考えているため、今回は逃がす事にしている。これがドラゴンとかだったら少し話は変わった可能性もある。

「とにかく、街を出るまで先導するからついて来てくれ」

「その前に準備くらいさせんか。ワシャまだ寝巻のままじゃ」

「ならとっとと着替えて来いよ！　ついでに風呂を貸してくれ！」

「まったく、わがままな奴じゃのぅ」

「どっちが!?」

　こうして俺はマクスウェル宅で風呂を借りることになった。

　しかしこの場面、俺は隠密のギフトを使用していなかったため、目にした者がいたのだろう。

　後日、マクスウェルの屋敷に、粘液塗まみれの幼女が連れ込まれたという噂うわさがまことしやかにラウムの街を流れたとか。




　首尾よくマクスウェルを連れ出し、オーガと面会させた。

　オーガも逃げ出すことなく、大人しく森の中で身を潜めていた。あまりにも完璧に身を潜めていたので、俺ですら発見に手間取ったほどである。

　この技能があるからこそ、ラウムという大都市のそばで生き延びることができていたのだろう。

「お初にお目にかかる、ワシはマクスウェルという老いぼれじゃ。面白い物を目にしたとか？」

「おで、デン、いう。よろしく」

「ホホゥ、挨拶を返してくれるとは驚きじゃな。お主の住処とやらはここから近いのかの？」

「いや、遠い。あるいて、たいよう、ななかい、でた」

「一週間か……」

　無論森の中をさ迷い歩いた結果だから、一直線に向かうならもう少し時間は短縮できるだろう。

　しかし、それだけの時間を俺が街を留守にするわけには行かない。

　こうして暗躍していることは、マクスウェル以外には内緒なのだ。

「仕方ないかの。飛翔フライトの魔法を掛けてやるから、一気に戻るぞぃ」

「いいのかよ？」

　飛翔フライトの魔法は中位から上位の中間に存在する、操魔系の魔法である。

　自身を魔法によって操るという点で操魔系に属してはいるが、干渉系にも近い魔法だ。

　特筆すべきはもちろん空を飛べるということ。落とし穴を始めとした地面設置系の罠を無視できるし、壁などを飛び越えることもできる。

　何より、障害物を無視することによる移動速度の増加が素晴らしい。

　この魔法ならば一時間で五十キロメートルの距離を飛ひ翔しようすることだってできるのだ。

「確かにそれだったら一晩で七日分の距離を稼げるが、魔力の消費が──いや、なんでもない」

　この魔法の最大の難点は魔力消費の大きさ。俺とマクスウェル、それにオーガの三人に掛けるとなると、それなりの負担になるはずなのだが、魔力オバケのこの爺さんにとっては余計な心配だったか。

「そういうわけじゃ。それではいくぞ」

　マクスウェルの魔法の発動と同時に、俺たちの身体は宙を舞う。

　こうしてオーガの住処へと飛翔していった。




　満月が照らし出す明るい月夜。

　その夜空に俺とマクスウェル、そしてオーガのデンが舞い上がった。

　夜空を舞う銀髪の少女と魔術師風の老人といえば見栄えは良いが、どうしてもデンの姿が浮き過ぎてしまう。

「なんか、こう……お伽とぎ噺ばなしみたいになってねぇか？」

「飛翔フライトは昔からある魔法じゃぞ。なにをいまさら」

「それくらいは知ってるけど、なんかなぁ……まあいいか。デン、先を案内してくれ」

「わがっだ。おで、あんない、する」

　空を飛ぶことに慣れていないデンが、まるで歩くように足を踏み出すとゆっくりと宙を動き出した。

　次第に飛ぶことに慣れてきたのか、その速度を上げていく。

　俺とマクスウェルは、何度も飛ぶ経験をしているので、そのような動作をせずとも空を駆けることができる。

　飛翔フライトの魔法は、移動速度も半端なく速いため、それほど急ぐ必要はない。

　まだ夜も更け始めたばかりだし、時間自体はまだまだある。

　むしろ、デンが地面方向に飛翔して墜落しないかとか、地上から空飛ぶオーガを発見されないかの方に気を向ける必要があった。

　首都から北上すること、十数分。そこで俺は、ふと気付いてはならないことに気付いてしまった。

　そしてそれをマクスウェルに確認せずにはいられない。

「なぁ、マクスウェル……」

「なんじゃ？　デンを見失うなよ？」

「そこは抜かりないから心配するな。それよりこの魔法、マレバの時に使えばよかったんじゃないか？」

　あの時俺は、街を出るまでにへたり込み、街を出てからもマクスウェルの肩に乗せられて運ばれるという醜態を晒してしまった。

　もしあの時、この魔法を使ってもらえていれば、そんな姿を晒さずに済んだはずである。

「マレバは周囲が草原で見晴らしが良いじゃろ。ウッカリ空を飛んでいる所を見られたらどうするんじゃ」

「それもそうか……いやでも、それは今だって同じなんじゃないのか？」

「ラウムは周辺の森が濃い。首都の直上ならばともかく、角度のついた斜め方向の上空は見通しが悪いのじゃ」

「そういうもんか？」

「だからこの近辺ならば、飛んでも問題ないと判断した」

「そっか。大丈夫ならいいんだ」

　なんとなく釈然としない思いも持ちつつ、その後もデンの後を追う。

　時間にして一時間ほど飛翔した頃だろうか。唐突にデンが動きを止めた。

「ついだ、ここ」

　言葉足らずにそう告げて、森の一角を指さしている。そこは巨大な岩が森の中から突き出している、奇妙な場所だった。

「ほう？」

「あの岩。下、あいてる。おで、そこ、すんでる」

「あいて？　ああ、岩の下が空洞になってるんだな」

　デンの言葉は単語のバリエーションが少ないため、把握するのに少し時間を要する場合がある。

　だが慣れてくるとそれほどおかしくも感じなくなるから不思議なものだ。

「なるほど、なるほど。そういうことか……」

　デンの言葉を受けて、マクスウェルが納得したような言葉を漏らしている。

　確かに目立つ岩ではあるが、何か妙なところでもあるのだろうか？

「行くぞ、レイド。これは俄が然ぜん興味が湧いてきた」

「興味を持ってくれてありがたいが、斥候より前に出るなよ、爺さん。この先はクレインの手掛かりがあるかもしれないんだから」

　大事な証拠をうっかり踏みつけたという事態になったら、目も当てられない。

「それもあるな。いや、むしろだからこそか……」

「よくわかんねーんだが？」

「まだ確信があるわけではないのでな。詳しくは現地に行ってからじゃ」

　俺にそう言い置くと、マクスウェルが一直線に岩場に向かって降下していく。

　デンも、おっかなびっくりという風情で後を追う。それを見て俺は慌てた声を上げる。

「おい、だから斥候よりも先に行くな！　伏兵がいたらどうするんだ、まったく……」

　マクスウェルの後を追い、俺も岩場に降りていった。

　岩場の北側、日当たりが悪く、苔こけの生い茂った場所に、デンの住処への入り口はあった。

　茶と緑が入り混じったそこは、遠目には内部への入り口があるようには見えない。

　わずかに踏み固められた痕跡がなければ、俺だって見落としていたかもしれなかった。

「こりゃ、よくできてる。天然の偽装だな」

「ごっち。中、あんないする」

「ああ、人の気配もないようだし、問題ないだろう。マクスウェル、明かりを頼む」

「ふむ、朱の一、山吹の五、翡ひ翠すいの一──光明ライト」

　俺はカタナを引き抜きながら、マクスウェルに要請を出した。そしてマクスウェルの呪文に応じて小さな明かりが生み出される。

　朱の一ということは最小限の光量、山吹の五ということは五時間保つ明かりだ。翡翠は距離を指定する呪文なので、これは近くにいる俺のカタナまでの距離を示している。

　俺のカタナに魔法の光が宿り、たいまつ（トーチ）のように周囲を明るく照らし出す。最小限の魔力でも、明かりに適した魔法なので、周囲を照らすには充分過ぎる光量を持っている。

　デンの住処への洞窟は結構長く、ちょうど巨大な岩の中央辺りまで伸びていた。

　そこはやや広く開けた空間になっており、そこかしこに動物の骨や皮が捨てられている。他にも果物の芯などもあった。デンの食べ残しだろう。

　腐った皮や骨から不快な臭気が湧き出し、その空間を満たしている。

「うぇ……デン、風通しが悪いんだから、ゴミくらい処分しとけよ。病気になるぞ」

「大丈夫だた。おで、からだ、丈夫」

「そりゃ羨ましいこって」

　こんな場所に住んでいたら、俺だったら三日も保たず病気になる自信がある。

　そんなゴミのあふれた広場の真ん中に、巨大な魔法陣が残されていた。




　広場の真ん中に直径三メートルほどのうっすらと魔法陣が描かれている。

　その周辺だけゴミが除のけられ、小こ綺ぎ麗れいに掃除されていた。床の土が剥むき出しになっており、そこに特殊な塗料で魔法陣が描かれていた。

　マクスウェルはツカツカとその魔法陣に歩み寄り、手を当てる。

「危ないところだったの。だいぶ風化しておるから、もう少ししたら判別が付かなくなるところじゃったわい」

「どうだ、行き先はわかりそうか？」

「うむ。これが方角で……こっちは範囲か？　ならば……ここから南東で……距離が……」

　マクスウェルは魔法陣を解読し始める。その間、俺は入り口付近に立ち、周囲を警戒しておいた。

　こういう証拠を残しているのなら、見張りを残しておいてもおかしくはないからだ。

　そしてしばらくしてマクスウェルは顔を上げ、こちらに解析結果を告げてきた。

「どうやらクレインはコームかリリスに向かったようじゃの」

「マテウスの本拠地か。どっちかはわからないのか？」

　コームはリリスコーム都市国家連合の首都だ。リリスは同国の第二の大都市。

　距離としてはかなり離れている二つの街だが、このラウムから見ればどちらも南東で、かなりの遠距離に位置するため、そこまでは絞り切れなかったらしい。

「すでに詳細な座標指定は消えておるからの。方角と距離から、大雑把にしか測定できんかった」

「魔力は？　お前ならともかく、クレインが雇った魔術師なら一人か二人。魔法陣のサイズからも転移距離が測れるんじゃないのか？」

「それがのぅ……ここは上手うまいこと地脈の真上に存在しておるんじゃよ。だから魔力から転移距離を測定する事はできん。というか、だからこそここを強引に奪ったんじゃろうな。地脈から魔力を引き出し放題じゃ」

　地脈というのは、魔力の湧出点みたいな場所のことだ。世界には、そのような特異なパワースポットがまれに存在するという。

　一部では、大陸全体に広がった世界樹の根が、その場所で創世の力を漏らしているとも言われているが、真相は定かではない。

「そうなのか？」

「おそらくデンがオーガにしては珍しく機知に富んでおるのも、地脈からの魔力を受けて異常進化した結果じゃろう」

「へぇ……」

　マクスウェルの指摘通り、俺も今までここまで会話が成立するオーガというのは初めて見た。

　温和で臆病、だがオーガにしては高い知力を持つデンは、異常な進化をしているという主張は正しいのだろう。

「この地脈を利用するために先住者であるデンを強引に追い払い、転移の魔法に利用したんじゃろうな。残された陣の情報から、転移先はコームかリリス。これは間違いない」

「この大陸のどこに逃げられたかわからないよりは、的を絞れたってわけだ。後はどっちが怪しいかだが──」

「そればかりは現地に行って調べるしか無かろうよ。しかしここは……悪用されんように封鎖した方が良いかもしれぬのぅ」

　地脈から魔力を際限なく汲くみ出せるというのは、いろんな方法で悪用できる。

　特にラウムにとっては、大規模な軍を容赦なく転移できるようになるので、他の国からの視線も厳しくなるかもしれない。

　山蛇事件の時も、この場所のことが知れていれば、即座に軍を派遣する事ができたはずだ。それは同時に、他国にも軍を送り込めるという事実にも繋がる。

　ここを封鎖し、『なかったこと』にしたがっているマクスウェルの気持ちも理解できた。

　ケビン領に送るだけならともかく、他国へも兵力を飛ばせてしまう特異点というのは、むしろ厄介と言っていい。

「その……おで、ここ、すめない、こまる」

「デン、どのみちこの場所を悪人に知られているのだから、またここに住むのは危険だぞ」

「なら、どご、いげば、いい？」

「そうだな──」

　ここはクレインやマテウスが知っている場所だ。ここにデンを置いておけば、次こそ討伐されてしまうかもしれない。

　だからといって、無責任に放り出すというのも、可哀想だ。

　しかしオーガを受け入れてくれるような、そんな安全地帯というのも──

「あ、あった」

　一か所だけ、心当たりがあった。

　俺の言葉に、マクスウェルは首を傾かしげる。奴はまだ思いついていないのだろう。

「ほら、師匠の住んでいる山だよ。あいつならオーガなんてそこらの羽虫程度にしか思わないだろうし、あの山は人も寄り付かないから安全だ」

「そりゃ、確かにそうじゃろうが……すでにヒュージクロウラーが住み着いておるのじゃぞ、あの山」

「ならオーガの一匹くらい増えても全然問題ないよな？」

「そういうもんかのぅ？」

　何だったら俺の隠れ家に住み着かせ、お宝の番人に据えてしまってもいい。

　見張り役がいれば、師匠と言えど迂う闊かつに近付けないはずだ。

　もちろん、デンでは師匠に勝てないだろうが、見られているとわかれば、問題行動は慎むようになるはず。

「まあ、あそこなら確かに問題はないじゃろうが、アスト殿に許可は取っておく必要があるの」

「それくらい、お前ならすぐだろう。ここから転移して一瞬じゃないか」

　マクスウェルならば、アストの洞窟の前まで転移テレポートできる。そこで許可をもらい、大丈夫そうなら迎えに来てくれればいい。

　ここが地脈の上ならば、マクスウェルの負担も軽減されるだろう。

「ああ、もう。老骨を扱こき使ってくれるのぅ。まあいい、行ってくるから少し待っておれ」

　気け怠だるそうにそう答えると、ヒョイヒョイと慣れた仕草で宙に魔法陣を描き出す。

　そして呪文を唱え瞬く間に姿を消した。この間、およそ十秒。

　今では多少慣れたとはいえ、マリアならば一分以上の時間がかかる魔法なのに、その速さときたら──感嘆の極みである。

　マクスウェルが戻ってくるまでの間、俺はデンと引っ越し先について話をする。

「よかったな。この上なく安全な場所が見つかったぞ」

「そう、なのが？　おで、もうおびえなくて、いい？」

「別の存在に怯えることになるかもしれないけどなぁ……」

　世界樹迷宮の中層に住まうヒュージクロウラーが近くにいるのだ。

　しかもそのモンスターを一撃でぶちのめすツワモノも一緒である。あの山においてデンというオーガは、明らかに下っ端だ。

　自分を一瞬で蹂躙できる連中と暮らすのだから、気苦労は増えるかもしれない。

「まあ、話の通じないような奴じゃないし、心配はいらんだろう。そもそも追い払うつもりだったら、マクスウェルに許可なんか出さないだろうし」

「そか！　おで、新しいすみか、うれしい」

　凶悪なオーガの顔をクシャリと歪ゆがませ、喜びを表現している。

　悪いがデン……その顔はちょっと怖い。まるで獲物を目の前にしたモンスターのようだ。紛う事なきモンスターだけど。

　それからほどなくして、マクスウェルは戻ってきた。

「待たせたの。アスト殿は快く許可を出してくれたぞぃ」

「なら、俺の隠れ家に連れてってくれ。そこにデンを住まわせよう」

「お主の隠れ家に？　確かにあそこならば屋根もあるから風雨はしのげるだろうが……よいのか？」

「かまわんさ。いっそ俺の財産の管理人になってもらおう」

「そういう意図か。わかったわぃ」

　こうしてマレバの近くにある山に、奇妙なオーガが住み着くことになった。

　まあ、人を襲うような奴でもないから、問題は起きないだろう。




　マクスウェルによって、デンをマレバの山中に匿かくまうのは一瞬で済む。

　マクスウェルがゲートを開き、そこにデンを押し込んで、俺の隠れ家に住まうように指示しておいた。

　ついでに近付かない方が良い師匠の洞窟近辺も注意しておく。

　本来ならば、師匠に挨拶に行った方が良いのだろうが、奴は見かけによらず横着な面もあり、近くにモンスターが住み着くくらいなら別段気にしない性格である。

　逆にいちいち煩うるさいと𠮟られる可能性もあったので、とりあえず放置しておくことにした。

　一応マクスウェルが話を通しているので、礼は失していないだろう。

「それじゃ、デン。この近辺の獣なら狩ってもいいし、山を降りなければ問題も起きないだろうから、安心して住むといい。だけど俺の隠れ家は汚く使うなよ？」

「わがっだ、おで、きれいに、する」

「ならばよし。それからさっき言っておいた崖には、めちゃくちゃコワイ細工師がいるから近付かないこと。だけど問題が起きたら、そいつの元を訪ねるといい。合図の仕方は覚えてるな？」

「黒い石、ひろっで、おなじ色の石、たたく。いっかい、にかい、よんかい、いっかい」

「よし。じゃあ俺たちは帰るから。今後もときおり様子は見に来るつもりだけど、できるだけ大人しく過ごすんだぞ」

「わがっだ。にごる、いい子」

「濁る言うな、ニコルだ」

「に、にご……？」

「ああ、もういい」

　自分の倍以上の身長があるオーガと会話するのは、首が痛くなってくる。

　特に近くに寄られると、ほぼ真上を見上げて話さないといけないので、かなりつらい。

　だが人懐っこいデンと話すのは、悪い気分ではなかった。なんとなくミシェルちゃんに通ずる純朴さを感じるのだ。

「それじゃ、な。名残は惜しいが、俺たちは他にも用事があるから」

「うん。せわ、なった。また来る」

「おう、また来る」

　手を振ってからマクスウェルとともにラウムへと帰還した。




　デンに告げたように、俺たちは他にも用事がある。

　ラウムの岩のそばまで戻り、珍しくマクスウェルが大きな溜ため息いきを吐ついた。

　がっくり肩を落とすその姿は、滅多に見られるものではない。

「どうした？　さすがの爺さんも転移魔法の連続で疲れたか？」

「いや、それは全然。しかし、この剥き出しの地脈を封じねばならんと思うと、もったいなくてのぅ」

「ああ、そっちか」

　しかし、前にマクスウェルが指摘した通り、この場所は放置しておくには危険な場所だ。

　政治的にもラウムが敬遠される原因にもなりかねないし、今回のように犯罪者の悪事にも利用されかねない。

　だからこそ封印ではなく、完全に埋没させる選択を、俺たちは取ることにしていた。

「この場所を怪しまれるのも問題になるから、できるだけ静かにやってくれよ？」

「掘り返されると面倒じゃからな」

「爆発系の魔法で一気にとか、考えるんじゃねぇぞ？」

「ワシをなんだと思っておるのじゃ？」

　マクスウェルは冒険者時代も、その溢あふれんばかりの魔力にモノを言わせて、過剰に破壊を振り撒く傾向があった。もともと権力ある地位についていたので、どうしても見栄えというものを重視してしまうらしい。

　静かに岩の下を埋めないといけないのに、爆裂系の魔法で一気にとか考えていてもおかしくはなかった。

　だから俺が注意したのに、さも心外そうな表情で返されると、俺が言いがかりをつけたように見えるではないか。

「爺さんは派手好きだから、念のためだよ」

「この後のこともあるし、疲れが残るようなまねはしたくないわい」

　クレインはコームかリリスの街に逃げ込んでいる。

　そこはラウムの管轄外のため、その街を経由して、さらに別の街に逃げ込む可能性もあった。

　そうなったら、後を追うためにはマクスウェルの転移魔法がまた必要になってくる。

　さらには、マテウスのような腕利きが護衛に就いているのだ。いつどこで激戦が発生するかわからない。

「俺が元の身体に戻れたら、後れを取るような相手じゃなかったんだが……」

「無茶を言うな。お主はその歳としで中級魔法に手をかけておるのじゃぞ？　他人から見れば、立派な天才じゃわぃ」

　現在、俺の強化付与エンチヤントの魔法は一段上のレベルに達しており、この影響もあってミシェルちゃんも白銀の大弓サードアイを半ばまで引けるようになっている。

　無論全力で引くには破戒神から譲り受けたバングルの力を借りなければならないが、白銀の大弓サードアイならば半分引くだけでも、そこらの弓よりははるかに高い威力が出せる。

　副作用が発生しないことを考えると、俺の強化付与エンチヤントを掛けた方が効率がいい。

「さて、埋めるとするかな？　まずは上の大岩を支えて、それから地下空間の壁を崩してそこに岩を沈めるようにしよう」

「聞いてるだけで大仕事なんだが、ホントに大丈夫なのか？」

「任せておけぃ」

　まず小山のような大岩を支えると聞いただけでも不可能ごとに聞こえてくる。

　だが俺の心配をよそに、マクスウェルは次々と魔法を放っていった。

　まず土壁アースウオールの魔法で岩を支える柱を作る。それから穿孔トンネルの魔法で周囲の壁を抉えぐり取り、岩を支える岩盤を消し去った。

　そしてゆっくりと土壁アースウオールを解除し、地下に空いた空間に沈めていく。後は穿孔トンネルの効果が切れれば、岩の周りまで消し去った岩盤が元に戻るという寸法だ。

　こうしてラウム近郊で発見されたパワースポットは、その存在を世に知られることなく、一夜にして葬り去られてしまったのだった。
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　翌朝、俺は何気ない振りをして起き出していく。

　クレインの居場所については、マクスウェルを通じてコルティナたちに伝わる予定なので、俺は何もする必要が無い。

　というか、したら不味まずい。ただでさえ紙一重で正体を隠している状況なのだから、これ以上疑われるような真ま似ねはしたくない。

　正直言うと、真っ先に俺が転移して始末をつけたい程度には頭にきているが、ここはグッと我慢のしどころである。

「おはよ。コルティナ、フィニア」

「おはようございます、ニコル様」

「おっはよぅ、今日も元気ね。ニコルちゃんは身体からだが弱い割には病気にはかからないわね」

「鍛えているから」

「倒れるまで鍛えるのは勘弁して欲しいところなんだけどなぁ」

「パパとママは？」

　ふと周囲を見ると、事件が片付くまでコルティナ宅に下宿している、マリアとライエルの姿が見当たらない。

　いつもこの時間は起き出してきていて、鬱陶しいくらいに俺にまとわりつくのに。

「ああ、二人はマクスウェルに呼び出し食らっちゃったのよね。私は仕事があるから、後で学院で話すって」

「ふぅん？」

　気のない返事をしてみたのだが、無論俺にはその内容が予想できている。

　マクスウェルは早速クレインの居場所について、マリアたちに伝えようとしているのだろう。

　コルティナも一緒に行けば面倒はないのだろうが、さすがに教師という職を投げ出し続けるというのは、教育にも悪い。

　特に俺たちくらいの年代というのは、微妙な感性を持っている……らしい。

「まあ、私も何日も学院を空けちゃうわけにはいかないからね。もちろん、サルワ辺境伯については気になるところなんだけど」

「いざという時は、エリオット先生に代理してもらったら？　一応副担任なんだし」

「それがエリオットの奴やつも最近は護衛に囲まれてて、身動きが取れないのよね。当然といえば当然なんだけど」

「普通なら速攻で国に呼び戻されるよねぇ」

「それだけ信頼されてるってことでしょ。あの鼻垂れ小僧が立派になったモノよ」

「その口調だと、まるでお婆ばあさんみたいだね」

「なんだとぉ!?」

　早朝からコルティナとじゃれ合ってはいるが、おそらく彼女も明日……下手をすれば今日から学園には来られなくなる。

　クレイン・ストラ＝サルワを放置することは、それだけ危険なのだ。

　エリオットの命を狙った大罪人。コイツを野放しにすることは、ラウム森王国にとって沽こ券けんに関わる問題である。

　そしてマテウスの顔を見た俺は、おそらく奴に狙われるだろう。

　それを知るマリアやライエルだけでなく、コルティナも今回の件は早く片付けたいと思っているはずだ。




　案の定、コルティナが昼にマクスウェルの理事長室に向かった後は自習となってしまった。

　マクスウェルも出掛けたらしいので、コームかリリスの街に向かったと思われる。

　マリアだけは俺の護衛として家に残ってくれているが、正直言うと回復の要でもある彼女を欠いて暗殺者と対たい峙じするなど、心配で仕方がない。

「コルティナ先生、また出張なんだって」

　放課後、ミシェルちゃんと合流した俺とレティーナは、クラウドと連れ立って冒険者ギルドへと向かっていた。

　前の一件以来、森に入るのは調査のため禁止されていたのだが、あれから一週間以上経たって調査も一段落したということで今日から解禁されることになっていた。

　そこで今日は、待ちかねていたクラウドを連れて、森に入るつもりでいた。

　しかしいつもの通りそこらの野生生物を狩るだけでは面白味がないので、薬草探しなどの雑務を受けて獲物を探しながら依頼をこなしてみようということになったのだ。

「仕方ありませんわ。例の一件……といってもわたしはよくわかりませんけど、それが片付いていないようですし。それに出張じゃなくて私用の旅行扱いになるらしいですわよ？」

「それってお仕事なくなっちゃわない？」

「マクスウェル様の命なんですから、逆らうわけには行きませんわ。コルティナ様も六英雄ですけど」

「理事長と先生だもんね。そう考えると、コルティナ様の方が立場弱いのかな？」

「そ、そんなことは……あるんでしょうか？」

「なんで俺に振るんだよ？　偉い人のことなんてわかんねーよ！」

「ライエル様に稽古をつけてもらえる事になったのでしょう？　妬ねたましい！」

「……ふふ」

　騒々しい三人を見て笑いながら、俺は冒険者ギルドのドアを開く。

　森が解禁になったという事で、冒険者ギルドは夕方前にもかかわらず、混雑していた。

　大半が一仕事終えた冒険者たちで獲物の精算に訪れている様子だったが、中には久しぶりの森の解禁に『これからもう一仕事』と息巻く精力的な連中もいる。

　そろそろ日が落ち始めるこの時間にご苦労なことだ。まあ、俺たちも人のことは言えないが。

　そんな大人たちの隙間を縫うようにして、俺はカウンターへと歩み寄っていく。

「こんにちは。日が暮れるまで森で薬草集めしたいんだけど、だいじょうぶかな？」

「あら、いらっしゃい、ニコルちゃん」

　少し背伸びしてカウンターに手をかけ、台の上に顔を覗のぞかせる。

　大人が肘をつく高さに設定されているカウンターは、俺にとってやや……いや、かなり高い位置にあった。

　まるでアゴを乗せるような格好になってしまうが、これもいつもの格好だった。

「そうね……森の境を探索するくらいなら構わないかしら？　でも奥に入っちゃダメよ。最近オーガの目撃情報が上がってきてるから。もし出会ったら、何もかも捨てて逃げ出してくること」

　神妙な顔で受付のお姉さんが指示を出してくれる。

　こちらが子供だけだから、普通の冒険者以上に心配してくれている。しかし件くだんのオーガは臆病者だから、そこまで心配する必要はないと思う。

　というか、すでにアレクマール剣王国まで移動しているので、出会いようがない。

　だからといって、それを指摘はできない。俺はその忠言に、同じく神妙な顔で返事をしておいた。

「わかりました。今必要な薬草ってなんですか？」

「エルフの村で風邪が流は行やってるらしくて、ミルドの葉が不足気味かしら。あれなら街道沿いでも手に入るし、葉を十枚で銀貨一枚なら買い取れるわ」

「……それ、すっごくおいしいですね？」

　ミルドの葉は湿布などにも使われている、解熱鎮痛作用のある薬草だ。

　使用頻度も高いので、それなりに買い取り価格も高め。それにしてもこの報酬額は、いつもの倍、いや三倍くらいの値に跳ね上がっている。

「貴方あなたたちくらいの子には稼ぎ時よね。それだけにライバルは多いわよ？　街の近くのミルドの木が丸裸にされちゃう勢いなんだから」

「うゎ、それじゃ急がないと」

「そうね、気を付けていってらっしゃい」

　くすくす笑って俺を送り出してくれたお姉さんだが、俺は振り返って足を止めた。

　なぜなら、その視線の先で……クラウドが先輩冒険者に絡まれていたからだ。

　クラウドに絡んでいたのは、このラウムの冒険者ギルドでも有名なベテラン冒険者だった。

　年の頃は二十代半ばから後半。燃えるような赤毛を逆立てた、特徴的な髪形をしている。引き締まった体たい躯くを持つ如い何かにも俊しゆん敏びんそうな剣士だ。

　その目立つ外見から、俺も彼のことはよく覚えていた。若手の有望株として、何度か受付嬢の話題にも上がった冒険者だ。

　クラウドの様子は絡まれているというより、詰問されているといった方がいい状況だろうか？

　肩を掴つかまれ、顔がくっつかんばかりに問い詰められている。

「本当のこと言えよ！　なんでお前みたいな混じり物が、あの人と一緒にいたんだ？　あの子のコネを使ったんだろ！」

「いや、それは間違いじゃないけど……」

「クソ、ちょっと仲間に恵まれたからって調子に乗りやがって」

「俺が言い出したわけじゃないですよ！　ニコルのコネがあったのは否定できないけど」

「お前、わかってるのか？　そのコネが欲しい奴がどれだけこの街に──いや、世界にいると思っているんだ」

「それは幸運だったと思ってるけど──」

「ああ、クソ！　なんだか久しぶりに嫉妬の黒い炎が燃え盛ってるぜ」

　どうやら俺絡みのコネの話らしい。となると思いつくネタは一つしかない。

　ライエルに稽古をつけてもらっている場面を、誰かに見られたのだろう。

　さすが戦士たちの頂点に立つライエル。その稽古を半魔人のクラウドが受けるとあって、羨望の的になったらしい。

　そして嫉妬に燃えて、こんな状況になったのか。

「クラウド、困ってる？」

「あ、ニコル。いや、その……」

「げ、ニコ……ルさん!?」

　俺が問いかけると、クラウドは口くち籠ごもって言葉を濁した。そりゃ困っているとはっきりとは言えまい。当人が目の前にいるのだから。

　それに彼も、悪意があって絡んでいたわけではなさそうだ。

　しかし俺の連れを引き留めていたとあって、その冒険者の男もバツが悪そうな顔をしている。

「サン付けはいいよ。わたしの方が年下だし、駆け出しだから」

「いや、そういう訳にも……」

「でも、ゴメンね？　日が暮れるまでに一仕事したいから、クラウドを連れて行きたいんだけど」

「あ、はい、どうぞ！　引き留めて申し訳ないっス！」

　ライエル絡みで詰め寄っていた男にとって、俺はその娘。ぞんざいに扱っていい相手ではない。

　それを理解したうえで、クラウドの印象が悪くならないように、できるだけ丁寧に断りを入れる。

　どことなく先ほどの剣幕が吹き飛び、視線がフワフワと漂っている気がするのは、俺を前に緊張しているからだろうか？

「それと、パパもさすがに大人数を指導する事はできないの。クラウドはわたしの護衛として鍛える意味もあるから……これもゴメンね？」

「いえ！　こっちこそ、言いがかり染みた真似をしちゃって、その……申し訳ないっス」

「でも、ケンカじゃないようだから、よかった」

「そんなことするはずないっスよ！　ニコルさんに嫌われますから」

「クラウドの方が悪かったなら、嫌ったりしないけど……そうだ、今度時間が空いてたら、クラウドと手合わせしてみるのはどうかな？」

　ふと俺はこれは良い機会なのじゃないかと思いついた。

　クラウドは野生動物やモンスターとの戦闘ばかりがメインになっている。だが俺の経験上、一番恐ろしいのは人間の知恵と技の方だ。

　その対人戦の経験が、クラウドには圧倒的に足りていない。俺との手合わせ程度しか経験が無いため、戦歴が非常に偏っている。

「手合わせっスか？」

「クラウドも人間相手の戦いってあまりやったことないでしょ？」

「あ、ああ……ニコルとの鍛錬くらいだ」

「ギルドの地下には結構広い訓練場が作られているし、そこを使って戦ってみたらどうかな？　そこなら魔法だって使えるし、クラウドは対人戦の経験が積めるし、そっちの人……えっと？」

「あ、俺はケイルっス。今冒険者の五階位っス」

「五階位!?」

　ケイルという男の階位を聞いて、クラウドは目を剥むいて驚いた。そして俺も、少なからず驚いていた。

　五階位というのは、超一流とは行かないまでも、一流と呼ばれて差し支えない腕の持ち主という証あかしだ。

　もちろん、俺のように階位に表れない強者という存在も居る。だが弱者が強者と呼ばれる可能性はほとんどない。

　ギルドの階位認定はそこまで甘くない。

「一流の冒険者じゃない。今更パパの稽古なんて必要ないと思うのに」

「そういう問題じゃないっスよ。ライエルさんは憧れっスから！」

「その気持ちは、わからないでもないけどね」

　俺だって剣士を目指したクチである。ライエルという存在がどれほど眩まぶしい存在かは、身をもって思い知っている。

　だが、五階位に上り詰めるまで自分を鍛えてきたのなら、それなりの自負もあるだろうに。

「クラウドはパパの稽古を受けている。そのクラウドと手合わせするってことは、間接的にパパの教えをクラウドを通して学べることになるんじゃないかな？」

「なるほど、それはいいっスね！」

「良くねぇよ!?　五階位だぞ？　駆け出しの俺が敵かなうはずないじゃん！」

「いや、クラウド。勝つ必要とか全然ないし？」

「へ？」

「だからさっき言ったでしょ？　対人戦の経験を積むためだよ。クラウド、マテウスに負けたし」

「うっ!?」

「負けっ放しでいいわけないよね？」

「お、おう……」

「じゃあ、がんばらないと！」

　俺はクラウドのやる気を出させるため、軽く煽あおりを入れてから小さくガッツポーズをして応援してやる。

　ここまで追い詰めれば、クラウドも退ひくわけには行くまい。

「──わかったよ。俺も強くなりたいし、一流の人と戦えるっていうのは、確かに良い機会だ」

「じゃ、そういうことで。手合わせの件はまた後日でいいかな？」

「全然大丈夫っスよ！　期待して待ってます！」

　話をまとめたことで、さっそく薬草集めに出発することにした。俺はおろおろしているクラウドの手を引き、出口に向かう。

　しかし俺が周囲に視線を移すと、そこには苦い顔をしたケイルや、その他大勢の姿があった。

「ケッ、イチャつきやがって……」
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「この私にも彼氏がいないというのに、あの歳としで彼氏持ちですって？」

「彼女持ち爆発しろ。いや、クラウド爆発しろ。むしろさせる」

「バカな……俺たちのニコルたんがすでにクラウドの物だと？」

「手合わせにちょっと力は入りそうだ。殺意という名の力が……目覚めろ、俺の闇」

　お前ら、勘違いも程々にしとけよ？　後、受付のお姉さんまで一緒に愚痴るな！

　勘違いの嵐に、思わず俺はツッコミを入れずにはいられなかった。




　ともあれ、出発前にクラウドのせいで足止めを食らってしまったが、トラブル自体は回避できた。

　しかしそこで俺は微妙な違和感を覚えていた。

　そう、クラウドが巻き込まれているというのに、おせっかい焼きのレティーナや、友情に篤あついミシェルちゃんの反応が無かったことだ。

　あの二人がこの状況を見て、仲間が絡まれているのに口出ししないはずがない。

「あれ、そう言えばミシェルちゃんたちは？」

「ほら、あそこ」

　俺の言葉に、クラウドがギルドの外を指さす。

　そこにはギルドの向かいで屋台を出している串焼き屋の前に陣取り、両手に焼き鳥を持つミシェルちゃんの姿があった。

　そして隣には同じような格好のレティーナの姿も。

「あいつら……」

「まぁ、ミシェルは食欲魔神だから仕方ないよな。でもレティーナまで一緒なのは珍しいかも」

「レティーナはいいとこのお嬢様だから、温かい食事は珍しいんじゃない？」

「そういうもんか？」

　日頃の様子を見るととてもそうは思えないが、仮にも侯爵令嬢。食中毒や毒殺を恐れ、警戒する必要がある。

　出来上がった料理が彼女の口に入るまで、検査や毒見など何段階も段階を踏み、彼女の元に辿たどり着く頃にはすっかり冷めてしまっているらしい。

　だからこそ俺たちとの冒険は、彼女にとって温かい食事をとる、数少ない機会になっていた。

「ほら、二人とも、いくよー！」

　俺は外の二人に声をかけ、クラウドの手を取って先を急がせた。

　いろいろあったせいで、すでに日が傾き始めている。暗くなる前に戻らねばならない身としては、一刻も早く街を出ておきたい。

「あ、ごめーん」

「美味おいしそうだったから、つい釣られてしまいましたわ」

「ははは、そりゃ間接的に俺の腕を褒めてくれてんだな？」

「悪くないお味でしてよ。また寄らせていただきますわ」

「おう、また来いや！」

　ツンとしたレティーナと、勢いある屋台の親父おやじが妙な感じに意気投合しているのが、少し愉快だ。

　だが時間がもう残り少ない。ミシェルちゃんにも操糸のギフトをバラしたし、今日はその能力を使った連携なども試しておきたい。

　そこに薬草集めとなると時間的にギリギリだ。ある意味、これもいい訓練になるだろう。

「今日は限られた時間の中でいかに効率的に動くかの訓練になりそうだね。後、新しい能力を使った連携も試すから」

「新しい能力ですの？」

「ミシェルちゃんとクラウドには話しておいたけど、わたしの能力の一つでね……糸を使った戦闘を試してみるから」

「糸……また妙な能力ですわね？　いえ、それはひょっとして……レイド様と同じ!?」

「まー、そうかな？」

「なんて羨ましい！」

「そんなこと言われても……」

　操糸というのは、表向きは実に地味な能力だ。最初にその能力の名を聞いたら、使い道に頭を悩ませるだろう。

　しかし六英雄マニアのレティーナは、すぐにレイドの能力に考えを到いたらせた。

　六英雄の中でも最も地味な俺の能力に、すぐ思い到ったのはレティーナならではだろう。

「知っての通り、わたしは干渉系魔法のギフトも持ってる。つまり、ギフトを二つ持ってるわけ。これが知れ渡ったらどうなるか、わかるね？」

「それは……大事になりますわね。複数のギフト持ちは、数にして一万人に一人くらいの割合ですもの」

「それだけじゃなく、生まれも影響して来るし」

「それぞれ二つのギフトを持つ六英雄の娘まで、複数のギフト持ち。これはビッグニュースになりますわ」

「そう。それが知れ渡ったら……おおごとになる。エリオットとかも」

「陛下には新しく想おもい人が出来たそうですけど。でもそうですわね、あれほどの権力を持つ方なら正妃の他に側室くらいは持ちますもの。そうなればニコルさんも……」

「だから今まで黙ってたの。だから口外無用だよ？　もちろんパパたちにも」

「そうだったのですわね……でもライエル様にもナイショですの？」

　レティーナも俺の口実に丸め込まれ、一旦は納得してくれたようだが、ライエルにも秘密という点で疑問を残したようだ。

　俺にとって、最も秘密にしなければならない相手は、むしろライエルを始めとした昔の仲間たちだ。

　しかし、レティーナにとってみれば、俺の都合なんてわからない。むしろ親でもあるライエルに話さないことを不自然に思ってしまうのは、実に真っ当な感想である。

　ここをどうにかごまかさないと、いずれはライエルたちに伝わってしまうだろう。

「んー、じゃあマクスウェルには話してもいい」

「ライエル様やマリア様にはダメですの？　後コルティナ先生も」

「えっと、それは……パパたちはほら、レイド様のことでいろいろと、ね？　娘が同じ能力を持っているなんて知ったら、微妙な感じになっちゃうじゃない」

「そういうモノですの？」

「わたしを見る目に昔の仲間が映るなんて、ヤだよ」

「それは……確かに」

　映るも何も、実際に昔の仲間なんだがな。

　だが『娘として見てほしい』アピールは、ことのほかレティーナの心の琴線に響いたようだ。

　貴族でありながら、愛情たっぷりで育った彼女は、その性質も実にまっすぐである。

　娘として見られない自分を想像して、フルリと身体を震わせたところなど、可愛かわいらしいモノだ。

「でも現地にいなかったマクスウェルだけは、六英雄の中でも例外的にあの事件を冷静に見られてる。だから話すのはマクスウェルだけ。パパたちに伝えるかどうかは彼が判断してくれるだろうし」

「うん、そうね……マクスウェル様の判断を無視して、わたしたちが先走って話しちゃうのは問題かもしれませんもの」

「でしょ？　だからマクスウェルに先に話して、それから彼の判断ということで」

「了解ですわ」

　なんだか、またマクスウェルに責任をおっ被かぶせてしまった気がしないでもない。

　しかし、これも俺の秘密を暴いた爺じいさんが悪いのだ。

　小さな報復に、少しばかり黒い笑みを浮かべ、俺たちは街を出たのだった。
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　マクスウェルが埋めた大岩の地下。その入り口があった場所に二人の男が訪れていた。

　二人とも、どうという特徴のない顔つき。街中で擦れ違っても、数分で忘れてしまうほど、印象が薄い。

「様子はどうだ？　やはり埋められているか？」

「ああ、これは明らかに人為的な仕業だな」

　一人が入り口を調べ、その様子をもう一人に告げた。

　これほどの大事に全く驚いていない様子。巨大な岩の下の地下空間が、一夜にして崩落する。その事自体は珍しいものではないだろう。

　しかしそれを、音もなく極秘裏にやって見せるのは、神技と言っていい領域だ。彼らはそれを知って、なお平然としていた。

「ここまで派手な現象を、誰にも知られずにやってのけるということは……」

「間違いなく、マクスウェルの魔法だろうな」

「ならこの地下にあった『アレ』も見られたか」

「そうだな……予定通りに」

「ああ、予定通りに」

　男たちは互いに頷うなずき合い、入り口近辺の痕跡を更に埋め立て、念入りに消していく。

「ここは俺がやっとくから、お前は『旦那』に報告してきてくれ。昨夜にこれをやったのだとすれば、猶予はあまりないぞ」

「そうだな。ここから首都まで……荷役カーゴの魔法を使っても半日ほどかかるか。じゃあ後は任せる」

「おう、手遅れになる前に知らせないと、俺たちが旦那に殺されちまうぞ。急げよ」

　一人がその場を離れていく。残された男は、その姿が消えるまで見送っていた。

　やがてその背中が森の中に消えると、ボソリと呟つぶやく。

「やれやれ、マテウスの旦那もここが嗅ぎ付けられるとわかっているのだったら、ここで仕掛ければいいのに……」

　溜ため息いき混じりに愚痴を漏らし、穴のあった痕跡を消していく。

　雑に埋め立てただけのマクスウェルの隠蔽工作では、ここに何があったか見破られる可能性がある。

　この場所を自分たち以外に悪用されるのは、彼らにとっても都合が悪い。

　使えなくなったのならば、完全に封じてしまった方が良い。そう指示されていた。

「それにしても……ここに来て標的を変えるとはね。旦那も性格悪わりぃぜ」

　ぼやきながらも手は止まらない。周囲に他に人がいないか警戒しながらの作業は、効率が悪く捗はかどらない。

　それでも男は手を止めることはなかった。その作業は日が暮れるまで続いていた。
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　街を出た俺たちは、街道沿いから離れないようにしながら獲物を探していた。

　ギルドで受けた依頼は薬草探しだが、食肉の確保はクラウドの地位向上にも役立つ。むしろこちらの方が緊急性は高いといっていい。

　しかし、ギルドの仕事ももちろん重要だ。結果として、獲物の小動物を探しながら薬草の葉も探すという、複数の行為を同時に行う状況になっていた。

　これはこれで並列思考の訓練になっていいかもしれない。

「むー、集中できない」

「あ、ミシェル。これミルドの木じゃありませんの？」

「そーだけど、下の方に葉がないよ？　登らないと」

「わたしが登って取ってこようか？」

　四人の中で俺は断トツで身が軽い。

　ミルドの木は低い位置にも葉を付ける木なのだが、手の届く範囲はすでにむしり取られていた。

　どうやら受付の人が言っていた、ミルドの葉の不足はこんなところまで影響を出しているようだ。

　俺の申し出に過剰に反応したのは、ミシェルちゃんだった。

「ニコルちゃんは木登りしちゃダメ！」

「え、なんで？」

「だって、ニコルちゃんが木登りしたらモンスター見つけちゃうじゃない」

「それ、もう何年も前の話だよ？」

　彼女と遊びに村を抜け出した時、コボルドに襲われたのはもう七年も前の話だ。

　あの時はこの身体の能力を知らなかったので、いいようにあしらわれてしまったが、今の俺がコボルド程度に後れを取るはずもない。

　そもそも、モンスターを発見できない可能性の方が高い。

「それ、何の話ですの？」

「昔ニコルちゃんが無茶した時の話でねー」

　レティーナにミシェルちゃんが昔の武勇伝を語りだした。

　それを聞いて目を輝かせたのは、意外にもクラウドだった。

「三歳でコボルドを倒したのかよ、スゲェ」

「一番いいのは戦わないことだったんだけどね。目を離すわけにも行かなくって」

「村をモンスターから守るために戦闘とか、カッコいいじゃん？」

「勝てなかったら無駄死にだよ。冒険者なら生き残るのが最優先」

「うっ、それはわかってるけど」

「何度でも言うって言ったでしょ……ん？」

　そこで俺は小さく草が揺れるのを目にした。風とは違う揺れ方。あれは何かが潜んでいる揺れ方だ。

　騒ぐミシェルちゃんたちを手で制し、黙らせる。彼女たちも俺の行動を見て、無駄話をやめた。

　この辺りはしばらくパーティを組んでいるので、慣れたモノだ。

　俺がカタナを引き抜き、逆の手で糸を伸ばす。

　同時にミシェルちゃんは弓を、クラウドは盾を構えた。レティーナも杖つえを構え、魔法を放つ準備をしている。

　俺は音もなく近づき、低い状態から草むらに飛び込んで、先制攻撃を掛けようとした。

　俺たちを察知できなかった相手は、完全に不意を突かれ、硬直している。

　そこにいたのはモンスターや野獣ではなく、一人の男だった。

「うおっ!?」

「っと、とと──ストップ、人だった！」

　悲鳴を上げてひっくり返る男と、急停止する俺。後続のクラウドたちが追撃しないように、警告も発しておく。

　俺の警告を聞き、ミシェルちゃんが慌てて弓を下に向ける。

「なんだ、ガキか……脅かしやがって」

「獲物かと思ったんだ。ごめんなさい」

「冒険者の真似事か、気を付けろよ」

　吐き捨ててから、男は立ち上がり、姿を見せる。

　見たところ普通の村人っぽい服装だが、腰に帯剣していた。風貌は……妙に印象に残らない。

「まったく、おちおち休憩も出来やしねぇな」

「でもこんな草むらで隠れてるから」

「どこで休もうと俺の勝手だろう」

　確かにここは街の外。どこで休もうが自由だが、それを言えば襲われたって文句も言えない。

「気を付けろよ」

「うん、ごめんね」

　なんだか姿を隠していたらしい男は、俺に見つけられ、ばつの悪そうな顔をしていた。

　それをごまかすように地面に唾を吐いてから、男は立ち去っていく。

　今回は俺たちの方が悪いので、謝罪してその背中を見送っていた。




　男が姿を消すまで、俺はぺこぺこと頭を下げ続けた。彼は予想以上に足が速く、瞬く間に街道の向こうに消えていった。

　ひょっとしたらマクスウェルが使っていた荷役カーゴの魔法を使っているのかもしれない。あの魔法は操魔系に属し、それほど高位の魔法ではない。元々が労働者向けに開発された魔法なので、使いやすさは断トツ……らしい。俺は使えないので、よくわからないのだが。

　なんにせよ、そうでなければ納得ができないほどの速さだった。

　消えゆく男に脂汗を流してお辞儀する俺を見て、ミシェルちゃんはニマニマした笑みを浮かべている。

「む、なに？」

「いやー、ニコルちゃんって実は結構ドジっ子？」

「失敬な。あれはあんなところに隠れていたアイツが悪い」

「まあ、あの人の言う通り、街の外のどこで休もうが彼の自由ですわね。でもどうして、よりにもよってあんな場所で……」

　レティーナは小さく首を傾かしげている。

　確かに彼女の言う通り、街道脇の木の陰の草むらなんて、まるで人目を避けているかのような場所だ。

　服装も、街の外にいるにしては軽装過ぎた。一応帯剣はしていたが、それを除けばまるでそこらの村人と言ってもいい。

　まるで目立ちたくないという意図が、その姿や振る舞いに滲にじんで見えるようだ。

「レティーナの言う通り、確かにおかしいね。何してたんだろう？」

「なあ、ニコル。これなんだ？」

　クラウドはレティーナの言葉を受け、草むらを探っていた。そこから小さな封筒を引っ張り出してきた。

「さっきの人の落とし物かな？」

「かもしれない。だとすれば、追っかけて届けないと」

「でもこれ、封がしてないぞ？　こういうのって普通は封をしてるもんだろ？」

　くるりと裏面をこちらに見せるクラウド。そこは彼の言う通り、封をしていない状態になっていた。これでは中が見放題である。

　だからと言って、勝手に見るのはマナーに反する。

　それを口にする前に、クラウドは封筒から中身を取り出していた。

「あっ、バカ！」

「なになに、『陣は見つけられた。的は誘導通り。軍師はそちらに向かうだろう』？」

「──え？」

　クラウドは孤児院で最低限の教育を受けているため、文字の読み書きができる。問題はその内容だった。読み上げられた文面を聞き、俺は一瞬硬直した。

　このラウムにおいて、軍師と言えばコルティナを指すことが多い。的という言葉も良い感じは受けない。そもそも誘導とは……

「待って、誘導？」

　陣……あの岩場の地下、描かれていた魔法陣はそれほど大きなものではない。

　そもそも、床は岩盤ではなく土が剥き出しだったのだから、ちょっと地面を掘り返せば魔法陣を消すことは容易たやすいはず。

　それなのに魔法陣は丸々残されていた。一週間という時間で風化しかけていたが、マクスウェルが行き先を読み取ることも可能だった。

　いや、それよりもデンを見逃したのも、そもそもおかしくないか？　デンは知性の面で異常進化をしていたが、身体能力は通常のオーガと変わらない。

　そしてオーガという種は筋力に優れていても、敏びん捷しよう性せいにはそれほど秀でていない。

　その気になれば、取り逃がす可能性は限りなく少ない。手間のかかる転移魔法を使う場合、儀式中に襲われる危険性を鑑みれば、確実に仕留めておいた方がいいはずだ。

　それに転移魔法を使えるレベルの人材を集められるなら、オーガを倒すくらいは容易いはず。

　だというのに、デンは見逃されていた？

「もしや、誘導されたのは……マクスウェルたち？」

「えっ？」

　俺の言葉にレティーナは驚きよう愕がくの声を漏らす。

　英雄たちを罠わなに嵌はめたと聞かされたら、平静ではいられない。

「どういうことですの!?」

「ちょっと待って。今考えてるから」

　そうだ、あの痕跡は明らかにおかしい。あからさまと言っていいほど露骨に残されていた。




　デンを逃がしたのも意図的だとすれば、どうだろう？

　オーガが出れば討伐の依頼が出る。通常は会話などできるモノではない相手だ。そして討伐した後は、他に撃ち漏らしがいないか確認するために、その住すみ処かを探したはず。オーガの仲間や子供が存在していれば、さらに危機は続くからだ。

　ならばあの魔法陣は、いつかは見つけられる事態になっただろう。

　そして正体不明の魔法陣を冒険者が発見すれば、それはすぐにでもマクスウェルの耳に届く。

　近隣でのクレインの動向を知るマクスウェルなら、即座にそれが何の痕跡か、把握できるはず。

　微妙に絞り切れない転移先を解析し、それでも尻尾を掴んだと考える。これも自然な流れだ。

　そう、転移先が特定しきれないというのも、真実味を増す一因になっている。だが、特定できないとはいえ、行き先はコームかリリスの二か所に絞られている。

　ならば、後を追う六英雄がそこにやってくるのは、容易に想像できる。




　だがなぜ、そんな面倒な真似をする？

　答えは簡単だ。俺たちを障害の多い街中で待ち伏せるため。街中だと俺たちの能力は著しく制限されるからだ。

　ライエルやガドルスならともかく、マクスウェルやマリアは街中で大きな魔法を使う事ができない。

　大規模な魔法を使おうと思えば、無関係な市民を巻き込んでしまう。コルティナも人を指揮できねば、その戦力は激減する。

　最大戦力のマクスウェルは、否いや応おうなく小規模な魔法を使用せざるを得ない状況に持ち込まれてしまう。

　そしてコルティナは、策を以もつて敵を攻める軍師。逆に言えば実質的な戦闘力は仲間の中でも一番低い。

　街中での乱戦に持ち込めば、彼女は最も狙いやすい獲物と化す。

　だとすればこの情報を受け取るのは──

「狙いは……コルティナか！」

　六英雄殺し。それを狙うとすれば、誰もが真っ先にコルティナを選ぶだろう。

　そして、二つの街に的を絞らせなかったということは、俺たちもそこに分断されるということでもある。

　実際、今五人は分断して街を調べている。敵がどこにいるかわからないが、二手に分かれるのなら最大三人、最小で二人を相手にすればいい。

　戦力の都合を考えれば、コルティナに付くのは護衛能力が高いライエルかガドルス。どちらも前衛職だ。

　一番の危険人物、多彩な魔法を使いこなすマクスウェルは、人数の都合上、コルティナと一緒になる可能性は低くなる。

　そしてマクスウェルの護衛の必要もあるため、コルティナにライエルとガドルス、両方が付くという可能性も低い。

　実際はマリアがコルティナ宅で留守番しているので、なおさらコルティナとマクスウェルは分かれて行動しているはず。

「まずい……早く知らせないと！」

　今は夕方。コルティナは昼過ぎにマクスウェルに呼び出され、そこから自習になっている。

　つまり、いま彼女はコームかリリスに移動しているはず。

　狙われていることを早く伝えないと、手遅れになる可能性もあった。

「ミシェルちゃん、レティーナ！　すぐ帰るよ！」

「え、もう……？」

「うん……いや、俺──ううん、わたしだけでも先に帰るから！　後から戻ってきて」

「そりゃいいけど……どうしたんだ？」

「説明は後！」

　クラウドは急に焦りだした俺を訝いぶかしんでいたが、それこそ説明する時間すら惜しい。

　そして重装備のクラウドや、運動の苦手なレティーナの歩調に合わせていれば、街への帰還がそれだけ遅れてしまう。

　俺の敏捷性は四人の中でも別格なのだ。一刻も早く知らせるには、他の三人が足手まといになってしまう。

　幸いここは街道沿い。安全はある程度確保されているため、危険は無いだろう。

　俺はクラウドから手紙をひったくり、ラウムの首都へ駆け戻っていったのだった。
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　コルティナはライエルとともにリリスの街に来ていた。

　リリスコーム都市国家連合第二の都市、リリス。かつて魔竜ファブニールの襲撃により、一度滅んだと伝えられる街。

　そこからコームの援助により再建した街ではあるが、それが故に闇を抱えた街でもある。そしてこの街に潜む闇は今なお健在だった。

　マテウスのジェンド派も、この街を拠点にしているらしい。

　そこで土地勘のあるコルティナと、最大戦力であるライエルがこの街を訪れていた。

　殲せん滅めつ力という点ではマクスウェルがダントツなのだが、彼の破壊力は街中では発揮しにくいという問題があった。

「じゃあ、私はとりあえず宿を取っておくわね」

「ああ。俺はこの街の騎士団に話を聞いてくる」

「マクスウェルが各地に通達を出しているから、成果は薄いと思うけど、ひとまずはお願い。宿の場所は騎士団に伝えてもらうから」

「頼む」

　今のところ、クレインの逃亡が先んじている状況だ。

　この差を詰めるため、マクスウェルは冒険者ギルドの通信網を利用し、各地に通達を飛ばしていた。

　しかし、その成果は芳しいものではなく、どのギルドからもクレイン目撃の報は入ってきていない。

　この街にもその通達は届いているはずなのに、その返答がない。ということは、正規軍である騎士団でも新たな情報が入る可能性は望み薄だった。

　それでも、情報の伝達にはどうしても時間差が生じるものだ。直接確認するのは、決して無駄足ではない。

　対して土地勘のあるコルティナは、この街で安全な宿を選んでそこを拠点にするつもりでいた。

「ここにクレインの手の者がいるかもしれないんだから、あまり一人で出歩くのはよしてくれよ？　コルティナの身に何かあれば、俺がマリアとニコルに殺される」

「それは理解しているわ。それでも出歩かないといけない場合はあると思うけど……その時は書き置きを残していくし、連絡も入れるから安心して」

「ああ、だがくれぐれも慎重に行こう」

　そう言い残して、ライエルは騎士団へと向かう。

　コルティナも、表通りにある安全な宿を求めて通りを進む。この街は犯罪者の集団が巣食っている地域もあるため、宿選びには特に気を使う。

　この地方出身のコルティナは、その候補をいくつか知っていた。

「あの宿、まだあるかしらね」

　しかしそれも二十年以上前の話だ。通りにあったいくつかの店は姿を消し、見慣れない店が軒を連ねている。

　見慣れない光景のはずなのに、長らく忘れていた望郷の念に駆られていた。

「まー、帰る故郷なんてないんだけどね。私も孤児だったし」

　孤児院からその才を見み出いだされたコルティナは、後に軍学校の寮に放り込まれた経験がある。

　その孤児院もすでに潰れており、彼女には明確な『帰る場所』というモノは存在しない。

　懐かしさを覚えつついくつかの宿を巡ったが、大都市だけあって数軒の宿にはすでに満室と言われ断られてしまった。

　街路を何度か往復して、ようやく落ち着ける宿を見つけ出し、そこで部屋を取る。

　無論この宿に宿泊するわけではない。夜にはマクスウェルが迎えに来るので、ラウムへと帰還する。だが拠点があれば、緊急時の相談もしやすい。

　どんな時でも、拠点を用意するというのは冒険者時代に得た教訓である。




　部屋を取り、軽く荷に解ほどきして少し身軽になったコルティナは、騎士団のライエルに宿の場所を伝えるための手紙を書いて、カウンターへと向かう。

　そこで使用人の少年を一人捕まえて、言こと伝づてを頼んでおいた。

　それからしばらく、ライエルが来るのを大人しく部屋で待っていた。

　騎士団に情報の確認に行くだけだから、それほどの時間はかからないはず。

　そして万が一襲撃があったとしても、ライエルならば単独でどうとでもできる。

　そういう面では、コルティナは心配していなかった。

　しかし、大人しく宿で待ち続けるというのも、暇を持て余す。

「ふわあぁぁっぁぁぁん」

　椅子に座ったまま盛大に欠伸あくびしながら、身体からだを伸ばす。

　夜には一度戻る予定だったため、暇を潰す道具も持って来ていない。どうしたものかと思案し始めた時、部屋の扉がノックされた。

「んにゃ？」

　この宿の扉は内側から鍵が掛けられる仕組みになっていて、しかも覗のぞき窓も付いている。

　安全性はこの街でもかなり上位。狼ろう藉ぜき者が踏み込んでくる可能性は少ない。

　しかし、ノックが宿の者なら、その後に声が掛けられるはずだ。だが一向にその気配はない。

　それどころか、ドアの隙間から、一枚の紙が差し込まれた。

「なに……？」

　明らかに不審な行動。

　コルティナは扉の他に窓も警戒しつつ、その紙を手に取った。

　窓を警戒したのは、扉に注意を引きつつ窓から突入され、不意を突かれる可能性を考慮したからだ。

　扉をノックすることで注意を扉に引き付け、窓から急襲する。過去にレイドから教えられた、不意を突く手段の一つである。

　護身用の杖つえを持ちつつ、慎重に近付き、紙を引き抜く。するとその紙には、一切れの布が結び付けられていた。

　赤黒い何かが染み付いたその布に、コルティナは微かすかな既視感を覚える。

「この布……どこかで？」

　そして紙にはこう書かれていた。『メッセンジャーの少年は預かった』と。

　そこまで目を通したところでコルティナは思い出す。その布は、言伝を頼んだ少年が付けていたエプロンの物だと。

　巻き込んだ──そう思ってドアを開く。そこには誰の姿も無かった。

　続いて窓に駆け寄り、街路を一望した。誘拐犯がここまで来たのなら、何か情報を残しているかもしれないと考えたのだ。

　すると通りの向こうで、妙に腕の長い男がコルティナの手にある布と同色の服を持って、こちらに向かって手を振っていた。

「あいつ……まさかマテウスって男!?」

　クレインの護衛に就く、凄腕の暗殺者。その特徴はニコルとミシェルから聞き出している。

　長い腕に二刀流という、特徴的なスタイルはどこにいても目を引く。

　マテウスは場違いなほど陽気な笑顔を浮かべると、通りの陰へと消えていった。

　それを見て、コルティナは新たな書き置きを残し、わざと派手な音を立てて窓を突き破って街路に飛び出す。

　これで何事かと宿の主人が様子を見に来るはず。そして残された書き置きを見つけてくれるはず。そう確信して、マテウスの後を追いかけた。




　街角の向こうに消えたマテウスを追って、コルティナは路地裏へと駆け込んだ。

　それと同時にさらに奥の角を曲がる人影。後ろからでもわかる特徴的な長い腕と二本の剣を腰に吊つるした姿は、見間違いようがない。

「待ちなさい！」

　単独で腕利き暗殺者を追う危険は、コルティナも承知している。

　しかしそれでも宿の少年を人質に取られている以上、追わないわけにはいかない。英雄としての矜きよう持じが、無力な市民を巻き込むような行為を許すわけがない。

　誘導されるままに街路を一つ、二つと曲がり、やがて完全に大通りから離れてしまう。

　そしてそこでマテウスは待ち受けていた。

「やあ、英雄さん。元気そうで何より？」

「そういうあなたは、マテウスって男で間違いないかしら？」

「その通り。実に察しが良いね？」

　微妙に語尾を上げる奇妙な話し方が、コルティナの神経を逆なでる。

　しかし今はそれは後回しにしなければならない。

「あの子はどこ？」

「んー、一緒に来てくれればお話ししてもいいんだけどねぇ？」

「私は下手なナンパに付き合う気分じゃないんだけど」

　護身用の杖を突き出し、戦闘の態勢を取るコルティナ。補助具でもあり、杖じよう術じゆつにも使える頑丈な愛用の杖だ。

　その動きを見て、マテウスは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめて見せた。

「はいはい。実は誘拐なんてしてませんよ？　こいつはあの子が買い食いして汚したエプロンを買い取っただけでね？」

「なんですって？」

「アンタ、駄賃をあの子にやっただろ。それで揚げ芋を買い食いしてたんだ。この赤いのはケチャップの跡。バレないように鶏の血も上からかけておいた。今頃は腹を満たして、公園で一服してる頃じゃないかな？」

「……うまく誘い出されたってわけね」

「いや、うまく囲いに入ったと言うべきかもね？」

　マテウスの言葉に合わせるように、コルティナの背後にも人影が現れた。

　薄汚れた服に、使い込まれた革かわ鎧よろい。左腰には片手剣。一見すると少しくたびれた感じの冒険者。比較的軽めの武装は、街中で見かけても不自然ではない。

　だがこのタイミングで背後に二人並んで現れるなど、偶然とは考えられない。

　通りの前と後ろを塞がれ、逃げ道が封じられていた。

「準備万端ってわけ？　だけどこっちも、それなりの覚悟があってきてるのよ」

「へぇ？　でもまあ、準備万端ってのはその通り。俺は旦那を追ってくる連中を追い払うのが仕事でね。アンタたちがあの魔法陣を見て追ってくるのは想定内。それにアンタの覚悟程度で俺が負けるとは思えないんだけど？」

「魔法陣はわざと残したっていうの？　追われるのが嫌なら消しておけばいいのに」

「おや、技量差の方は無視かい？　まあ、逃げるだけじゃ、延々とコソコソ隠れる羽目になるじゃない。俺は面倒な仕事は嫌なんだよ？」

　じりじりと間合いを詰めてくる後ろの二人。民家に囲まれたこの裏路地は、他に道はない。

「アンタを押さえれば、六英雄も統率を失う。そしてアンタは中でも一番手を出しやすい。だろ？」

「果たしてそうかしら。私がいなくてもマクスウェルがいる。それに……私って結構クセ者なのよ？」

　確かにコルティナは六英雄の中では最も弱く、こうして命を狙われたことも何度かある。

　しかしその度に彼女は様々な方法で切り抜けてきていた。

「それに、あの子が無事なら、無粋な男と付き合う必要もないわね」

「無粋とは言ってくれるねぇ。荒事は面倒だから、降伏してくれるとありがたいんだが。っていうか、結構お話に付き合ってくれてるよね？」

「降伏、か。ありがたいお誘いね……でも残念。レイド風に言うなら、返事は『断固として断る』よ！」

　かつての仲間の言葉を借り、コルティナは一気に踵きびすを返す。そして背後の二人に向かって突進した。

　コルティナが向かって来るのは想定していたのか、男たちに慌てた様子はない。

　冷静に迎え撃つべく、剣を抜き、構える。

　しかしコルティナは、その二人の直前で杖を地面に突き立て、宙へと舞い上がった。

　裏路地の、雑な舗装の石畳。そこに杖を突き立て、棒高跳びの要領で大きく宙へと身を躍らせる。

　だが、しょせん二メートルにも満たない杖では、あまり高くは跳べない。そこで壁を一蹴りして、さらに高度を稼ぎ、男たちの頭上を飛び越えた。

「なにっ!?」

　予想を超えた機動を行ったコルティナに、驚きよう愕がくの声を上げる二人。

　コルティナは着地の勢いを敢あえて殺さず、地面を転がって距離を稼ぐ。

　そして勢いのままに起き上がって、そのまま逃走へと移った。

「何やってんの、お前ら？」

「す、すみません！」

　呆あきれたマテウスの声に、謝罪を返す二人。しかし棒立ちになっていたわけでなく、すぐさまコルティナの追走に移っている。

　驚愕からとっさに追撃の行動に移れるところを見ると、それなりに場数は踏んでいるのだろう。

　対するコルティナも同種の男性より劣るとはいえ、身体能力に優れた猫人族である。機先を制した逃走劇では負ける気はしない。

　元来た道を一息に駆け戻り、大通りに出れば派手な真ま似ねはできない。そう計算して角を曲がったところで、足を止めた。

　来る時は何もなかった通りに、木箱の山がぶちまけられていたからだ。

　木箱は結構な量がばらまかれており、乗り越えるのはさすがに骨が折れる。かといって、これをどけて突破するのはさらに時間がかかる。どっちの手段も、逃げる側にとっては致命的だ。

　先ほどのように棒高跳びの要領で飛び越えることは可能だろうが、そのための杖は、男たちを飛び越えた時に投げ捨てていた。

　乗り越えるにしても、どけるにしても時間がかかり過ぎる。

　案の定、しばらくして男たちが追い付いてきた。

「待て、こら！」

「手間かけさせやがって！」

　口々に罵声を上げながら、駆け寄ってくる男たち。

　対するコルティナは完全に無手。抵抗する術すべは無い──かと思われた。

　しかし彼女は、非武装と思って無防備に近付いてきた男に向かって、木箱を拾い上げて、叩たたき付けた。

「うわっ!?」

　武器が無いと思って油断していた男は、その攻撃を避けることができない。

　しかし、まともに受けるほど間抜けではない。とっさに剣を使って防御したため、大きなダメージを受けることは避けている。

　鉄製の剣にぶち当たって砕ける木箱と、ぐらりと体勢を崩す男。

　コルティナはその男の首筋に握り拳の小指側を叩き付けた。いわゆる鉄てつ槌ついと呼ばれる打法である。

　この方法は最も力が入りやすく、それでいて拳を痛める危険も少ない。

　力に劣る、女性のコルティナでも男を昏こん倒とうさせることができるほど危険な当て身の技だ。それを急所である首筋に受けては、ひとたまりもない。

　一瞬で意識を失い、ゆっくりと崩れ落ちる男。突然の反撃に一歩出遅れたもう一人の男が、ここでようやくコルティナに斬りかかる。

　だがコルティナは敢えて倒れる男の下に滑り込み、その身体を盾にして攻撃を避ける。

　斬りかかった男はその行為に剣を止めようとしたが、勢いを殺しきれず、したたかに仲間を打ち据えてしまった。

　とっさに刃筋をずらし、深手を負わせないようにするのがせいぜいである。

　男の下敷きになって地面に押し倒されたコルティナは、床に散らばった木箱の破片を手に取った。

　砕けた木板は先が尖とがっており、そのまま手て槍やりの代わりに使える。倒れたまま、コルティナは腕を大きく振り、その破片を男の足の甲に突き立てた。

　これが街の外だったのなら、鉄靴によって防がれていただろう。

　しかしここは街中だ。あまり重装備では一般人の目を引いてしまう可能性もある。そのため普通の革靴のままだった男は、その一撃で足の甲を大きく傷つけられた。

「ぐぎゃあ！」

　足の甲の骨は、実は細い。そして筋肉も付きにくい。木の破片であっても充分に砕くことが可能だった。

　その激痛に男は悶もん絶ぜつして地に倒れる。

　二人を無力化したところで、コルティナは男の下から這はい出した。

　そこへゆっくりと歩み寄る、最後の男──マテウスがついに追い付いてきた。

　ぶらりと、まるで散歩でもしているかのような歩調でマテウスが姿を現す。

　背後の木箱の山はいまだそのまま。逃げ道はない。仲間の男は無力化したとはいえ、この男一人で充分な脅威になる。

「おおっと。素手で二人を仕留めるとは、意外とやるね。さすがは腐っても六英雄ってところかな？」

「こう見えても、身軽さには自信があるのよ」

　相変わらず緊迫感のないマテウスに、コルティナも軽口で返す。

　軽い口調ながらも、周囲を探る視線は止まらない。

「新入りじゃあ、荷が重かったか。なら俺が一仕事するしかねぇなぁ？」

「真面目なだけの男はモテないわよ。適度にサボるのもありだと思うけど？」

「あー、生まれてこの方、モテたことねぇや」

　マテウスは決して外見が劣っているわけではない。だが軽薄な態度とは裏腹に、どうしても剣けん呑のんな気配がまとわりついている。

　女たちもその気配を感じ取って近づかないのだろう。

「そうね。でもレイドはモテてたわよ？　本人が気付いてなかったけど」

「そいつぁうらやましい。俺も名を上げればモテるかもしれねぇな。じゃあいっちょ俺のために犠牲になってくれない？」

「それこそ『断固として断る』よ！」

　マテウスは暗殺を生なり業わいにしている。この手の人種は攻勢に優れ、先手を取らせればこちらが不利になってしまう。

　ならばこちらが先手を取らねばならない。そう判断したコルティナは姿勢を低くしてマテウスに迫る。

　その途中で、倒した男の持っていた剣を拾い上げる。

　その剣で斬りかかる──と、見せかけて、脇をすり抜けようとした。

　しかしその動きはマテウスの不意を突くには至らなかった。

「おおっと、そう簡単には逃がさないよっと？」

「きゃっ!?」

　いまだ剣を抜いていなかった彼は、そのまま片足を真横に突き出し、コルティナの脇腹を蹴り飛ばす。

　コルティナは腰の剣にのみ注視していたため、この攻撃をまともに受けることになった。

　みしりと軋きしむ脇腹。その苦痛に一瞬身動きできなくなる。なす術もなくほぼ真横に吹き飛ばされ、壁に叩きつけられた。

　そのままずるりと地面に崩れ落ち、大きく咳せき込こんでマテウスを睨にらみつける。

「ぐっ、ゲホッ、ケホッ」

「いやぁ、新入りの剣を拾って襲い掛かるとか、油断も隙もねぇな？」

「コホッ、それが私の売りなのよ。それにアナタも甘いじゃない。レイドだったらさっきので私は殺されてたわよ」

　よろめきながらも立ち上がり、慣れない剣を構えるコルティナ。

　ことさらレイドの名を出すのは、マテウスのプライドを刺激し、舌戦に持ち込もうという目もく論ろ見みだ。

　それを理解しつつも、マテウスは良い気分のはずがない。コルティナの目論見とは逆に、早々にカタを付けようと、ゆっくりと剣を抜く。

「最後の警告だ。おとなしく降伏してくれないか？」

「答えは同じよ。断る」

「あっそう？」

　その答えを予想していたのか、さして感銘を受けるでもなく無造作に剣を振るう。

　本来ならば届かない間合い。だがマテウスの長い腕はその距離でも攻撃を可能にしていた。

　首元を狙う一撃を持っていた剣でかろうじて受け止める。

　その一撃は重く、コルティナの力では支えることができず、あっさりと剣を弾はじき飛ばされてしまった。

　よろめいて地面に手を付けるコルティナ、だがそこにあった木箱の破片を手にし、マテウスに向けて投げつける。

　これを首を傾けただけで避けたマテウスは、もう一刀で追撃する。

　コルティナはこれを避けきれず、左のふくらはぎを薄く斬り裂かれてしまった。

「あぐっ！　この──」

「粘るねぇ？」

　最初の一刀を切り返し、間断なく斬りかかるマテウス。

　コルティナは地面を転がるようにして、避け続ける。逃げるだけでなく、短かい詠唱で済む初級の魔法を放って反撃する辺りが、さすが尋常ではない。

　しかし、これもマテウスはあっさりと躱かわしきってみせた。

　幾度も斬りかかるマテウスと、地面を転がりながら魔法で反撃するコルティナ。

　足元という低い位置から頻繁に打ち上げられる魔法を、こともなげに躱し続けるマテウス。

　人間にとって足元は死角だというのに、手こずる様子すら見せない。彼の経験の深さが、その位置からの攻撃に対処させているのだろう。

　コルティナはマテウスの横をすり抜けるという目的を果たすことなく、逆に追い払われてしまう。

　右に左に転がりながら、効果の薄い反撃を行うのが精一杯だった。

　しかしそれも悪わる足あ掻がきに過ぎない。

　次第に追い詰められ、結局すり抜けることも敵かなわず、木箱の元に押し返されてしまう。

　コルティナは木箱の山を背に後ずさり、荒い息を吐いている。

　追い詰められたコルティナに剣を突きつけ、マテウスは勝利を確信していた。

「さて、それじゃ、これで終わりだな？」

「ええ、そうね。追いかけっこはもうおしまい」

　余裕を見せるマテウスに、ニヤリと笑い返すコルティナ。

　彼女の足からは出血が止まっておらず、立って歩くことは難しい。背後は木箱で塞がれ、逃げ場は無いに等しい。

　だというのに、追い詰められている彼女が見せる余裕。マテウスがそれを訝いぶかしんだ瞬間──背後の木箱が爆発した。




　否、爆発したのではない。その向こうにいた何者かが、剣の一振りで木箱の山を丸ごと吹き飛ばしたのだ。

　いくつもの木箱が、たった一振りで木くずにまで粉砕される。

　それはまるで、雪のように細かく砕かれ、コルティナとマテウスに降り注いだ。

「なん──だ!?」

　突如巻き起こった破壊に、マテウスは驚愕の声を上げる。

　だがとっさに背後に飛とび退すさり、安全を確保する辺りは実力者たる所以ゆえんだろう。

　舞い散る木くずの向こうから、一人の男が現れる。

　それはマテウスが最も警戒していた男でもあった。

「──ライエル!?　なぜここに！」

「そりゃ、客が窓を突き破って飛び出したんだもの。宿の人が訝しんで様子を見に来てくれるのは当然よね。なら残してきた書き置きも見つけてくれるわ。ライエルを呼んでくれるように指示しておいたの」

「そんな不確定な……頼みを聞いてくれるとは限らねぇだろうに？」

「それを聞いてくれるからこそ『信頼できる宿』なのよ。それに書き置きがあったのに無視して私を死なせたとあったら、今後の信用問題になっちゃうもの。ちょっと考えれば、聞いた方がマシだってすぐわかるわ」

「だが、誘い込む場所まではわからないはず……？」

「そうね、だから目印の魔法を打ち上げたのよ。下から上へ、ね？」

　茶目っ気たっぷりにウィンクしてみせるコルティナの言葉に、マテウスは上空を振り仰いだ。

　そこには上空に灯る小さな光明ライトの魔法が浮かんでいた。

「攻撃魔法に混ぜて、光明ライトの魔法を放っていたのか？」

「別に放った魔法がすべて攻撃魔法だなんて言ってないわよ」

　地面を転がるコルティナから放たれる魔法は、上方向への攻撃がほとんどだった。その中に目印となる信号弾代わりの光明ライトを混ぜ込んでいたのだ。

　これを目印にして、ライエルは駆け付けたのだった。

「あなたの話に付き合って軽口を叩いていたのも、時間稼ぎ。疑わずに付き合ってくれてありがとうね」

「くそ、妙に余裕振ってると思ったら……」

「──で、お前がマテウスって奴か？」

　コルティナの思惑にまんまと嵌はまり、歯は噛がみして屈辱を噛み締めるマテウスに、ライエルが初めて話しかけた。

　日頃は人当たりの良い、穏やかなライエルだが、この時ばかりは押し殺したような声を絞り出す。

　放たれる威圧感に──いや、恐怖にマテウスは一歩後退させられた。

「あー、くそ。本来なら逃げたいところなんだが？」

「させると思うか？」

　背中を見せた瞬間、踏み込まれて斬られる。マテウスには、ありありとその光景を思い浮かべることができた。

　この相手に、背は見せられない。ならば前に進むしかない。だがその足が、恐怖で前に出ない。

　戦士としての実力の違い、経験の違いをまざまざと思い知らされる。その恐怖を本能が悟り、身動きを封じていた。

「悪いが、娘にまとわりつく悪い虫を駆除させてもらおう」

「……こりゃヤベェわ？」

　じっとりと背中を冷や汗が伝う。死の恐怖に全身を包み込まれ、本来の動きすらできそうにない。

　ライエルの到着に、コルティナは大きく息を吐いた。

「ライエル、私は足を怪け我がしたから、手伝えないわ。悪いけど一人で対処して」

「承知した。安心してそこで見ていろ」

　ぶらりと持っていた剣をマテウスに突き出す。

　それだけで、マテウスの全身が総毛立った。それでも彼は意思の力で強引に足を動かし、前に出る。それしか生き残る道がないと判断したからだ。

　動かぬ足を無理矢理動かし、裂れつ帛ぱくの気合と共に剣を振る。

　その一いつ閃せんは、彼にとって全力を振り絞ったものだった。

「おおおおおぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉ！」

　めったに上げない雄お叫たけびを上げて、全力での一撃をライエルに見舞う。だが彼は、それを虫でも払うかのように、軽々と剣で弾き返して見せた。

　斬りかかったマテウスの方が弾かれた剣に引ひき摺ずられ、大きく仰のけ反ぞる。片手での攻撃の重さが自慢だったマテウスの、そのさらに上を行く一撃。

　だが二刀を持つマテウスは、重く間断なく続く攻撃が自慢だ。

　反対側の剣を使って続けざまに斬り付ける。だがライエルはその斬撃を、有ろう事か左腕で受け止めて見せた。

「なっ!?」

　人間の腕一本なら、容易に斬り飛ばす自信がマテウスにはあった。事実半魔人の少年の腕は、容易たやすく斬り飛ばせた。だがライエルの腕から返ってきたのは、まるで鋼鉄に斬りかかったような感触だった。

　いや、鉄と違って弾力はある。だが刃やいばが通らない。

　皮は裂けた。だが肉が切れない。

　薄く、一筋の血が流れ落ちる程度。それがマテウスの全力を受けたライエルのダメージだった。

「この……化け物め──！」

　圧倒的高密度の筋肉が、マテウスの攻撃を受け止めた。それは彼にとって常識外の存在の証あかしだった。

　どれほどの修行と、どれほどの修羅場を経験すれば、このような肉体が作り上げられるのか。

「ライエル、クレインの居場所を吐かせるんだから、殺しちゃダメよ」

「ああ」

　押し殺した一言だけ返し、今度はライエルが剣を一閃した。マテウスは両手の剣を交差させて、その一撃を受ける。

　だが両手で受けてなお受け止めきれず、数メートルも路地を撥はね飛ばされてしまった。

　一本の剣は砕け、もう一本も無残にひしゃげている。だがおかげでマテウスの命は守り切ることができた。

　地面を無様に転がって顔を上げるマテウス。それはライエルとマテウスの距離が開いたことでもある。この機を逃がすまいととっさに起き上がり、逃亡しようと背を向けた。

　しかし、直後マテウスの肩は力強い手で押さえ込まれる。

　恐る恐る背後を振り返ると、そこには撥ね飛ばした距離を一足飛びで詰めたライエルの姿があった。

「うっそだろ!?」

　戦闘中に初めてマテウスが余裕を無くした、悲鳴のような声を上げる。

　直後ライエルの腕が大きく振られた。無論、マテウスの肩を握ったままだ。

　まるで小石のようにマテウスは投げ飛ばされ壁に叩きつけられる。

「がはっ！」

　それでも剣を手放さなかったのは、さすが歴戦の暗殺者と言える。もっともその剣は、すでに用をなさないほど破壊されていたが。

　そしてその顔に、次の瞬間さらなる絶望が浮かび上がる。

「お、おい……」

　壁に叩きつけられ、地面に倒れたマテウスの足首をライエルが掴んでいたからだ。

　またしても無造作にライエルの腕が振られる。幼児が人形を振り回すように、マテウスの身体が宙を舞う。

　そのまま地面に叩きつけられ、今度こそ血ち反へ吐どを吐いて剣を手放してしまう。

　とっさに頭をかばうのが精一杯で、叩きつけられた衝撃に胸の辺りでパキパキと音が聞こえた気がした。

　ライエルは、さらにマテウスの身体を振り回す。

　二度、三度とマテウスの身体を地面に壁にと叩きつける。その度にマテウスは血を吐き、どこかしらの骨が砕けていく。

　握られた足はすでに砕け、ブラブラとあり得ない方向に曲がっていた。

　それでもマテウスは意識を失っていなかった。いや、全身を襲う激痛の嵐に、気を失うことすらできなかった。

　そしてついにマテウスの身体を再度壁に投げつけ、ライエルの猛攻が止まる。

　しかし、もはやマテウスには反撃の手段はない。逃亡の術さえ無い。

　足は砕け、肋ろつ骨こつは砕け、肩も砕けていた。もはや無事な場所の方が少ないくらいの惨状。

　力なく壁にもたれかかるマテウスに向け、ライエルは拳を握り締め、振りかぶった。

　満まん身しん創そう痍いで避ける術さえないマテウスは、それを見ても虚うつろな笑みを浮かべるだけだった。

「は、はは……こんなの、どうしろって……いうんだよ？」

「娘の仇かたきだ。覚悟しろ」

「ちょっと、ニコルちゃんは死んでないわよ！」

「……娘？」

　その言葉に、マテウスはいろいろと腑ふに落ちた思いがした。

　年齢不相応な戦闘力を発揮したニコル。その親がライエル。ならば母はマリアということになる。

　竜殺しの六英雄。その血筋を濃縮したような少女。苦戦するはずである。

「そりゃ……手こずるはずだわ」

　そしてライエル。六英雄最大の個人戦闘力を持つ、聖剣の後継者。

　自分の全力すら皮を切る程度に留まり、その後はまるで玩具おもちやのように振り回された。

　圧倒的な実力差。比べることすらおこがましい能力差。彼が現れた直後に敗北を認め、命乞いをすべきだったかもしれない。

　ここまで圧倒的な敗北は、ジェンド派の頭目に敗れて以来だった。

　それから入門し、修行を積んで強くなったと自覚していた。いつか頭目を倒すべく、ジェンド派と意図的に距離を離したりもした。

　だがそんなことは全く関係なかった。いつだって強者は唐突に目の前に現れ、嵐のように暴れ回り、そしてすべてを蹂じゆう躙りんして奪い去っていく。

　目の前の、この男のように。かつてのジェンド派の師匠のように。

　絶望的な気分で、マテウスは目を閉じる。こんな相手に、抵抗は無意味。そうすべてを観念した表情で。




　そして──ライエルの拳が振り下ろされた。
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　コルティナが危ない。そう知った俺はミシェルちゃんたちを置いて一人ラウムの街に戻ってきた。

　一刻を争う今、彼女たちの歩調に合わせる余裕はない。

　街に戻った俺は真っ先にマクスウェルの屋敷に駆け込もうとして、その足を止めた。

　今あの爺じいさんは、仲間を連れてコームかリリスの街に向かっているはず。

　今この首都にいる六英雄は、マリアのみという状況だった。

「なら、マリアに……待て、どう言い訳する!?」

　街の外に出て、怪しい男の落とした手紙を発見した。それだけ伝えれば、マリアに怪しまれることはないか？

　しかしその場合、俺はコルティナの元に連れて行ってもらえないだろう。

　いや、それでも充分なのかもしれない。コルティナに情報を渡し、警戒を促し、マリアがその護衛につく。それだけでクレインは手を出しかねるはず。

　コルティナの強みは個人の強さではなく、人を使うことにあるのだから、マリアがいるだけで彼女の戦術は大きく広がるはずだ。

　それでも、俺は彼女の危機と聞いて居ても立っても居られない。

　俺が今打てる手を考えた結果、冒険者ギルドへ駆け込むことにした。ここには遠隔地と連絡を取るため、通話を行える魔道具が存在する。

　だが積極的にメッセージを届けてくれるわけではないため、いつ情報が届くかわからないという難点もある。

　それでも何もしないよりは遥はるかにマシだ。それに先の男が立ち寄っていないか確認することもできる。

　運よく俺が追い越していたのなら、その場で取り押さえるのもいいかもしれない。

　俺は冒険者ギルドに駆け込み、ついさっき依頼を受けた受付嬢の元に駆け寄る。

　並んでいた冒険者もいたが、今はそれどころではない。それにここでは俺の顔は結構知られているので、その無礼を咎める輩やからもいなかった。

「おねえさん、ここでメッセージを送りに男が来なかった？」

「メッセージサービス？　ええ、先ほど一人」

「それって──」

　俺は先ほどの男の特徴を伝え、同一人物であることを確認した。どうやら追いつくことはできなかったらしい。

　ならばこちらも警戒のメッセージを送るまでだ。

「じ、じゃあ、わたしもメッセージを送るから、いそいで！」

「それなら銀貨十枚の料金がかかるけど──」

「いいから！　コルティナが危ないの！」

　俺の言葉に受付嬢はガタリと席を立ち、手を引いて別室へと誘導してくれた。

　奴隷商がうろついていたことや、クラウドが大おお怪け我がを負った一件は彼女も知っていた。だからこそ、機敏に反応してくれたのだろう。

　即座にメッセージを送り、コームとリリスの街がそれを受領したことを確認する。

　運が良ければ、襲撃前に俺の警告を受け取ってもらえるだろうが、それは望み薄かもしれない。

　ならば直接乗り込む必要もある。

　受付嬢に礼を言い、俺はコルティナの家に駆け戻った。

　とにかくマリアに知らせないことには始まらない。俺はコルティナの家に駆けこんで、全力でマリアを呼び出した。

「ママー！　ママー!?」

「おかえりなさいませ、ニコル様。今日はお早いお帰りですね」

「あ、ただいま、フィニア。ママは？」

「マリア様なら、今裏でお洗濯物を取り込んでおられますけど。私がやると言ってますのに……」

　俺はいつものように出迎えたフィニアを置いて、家の裏に向かった。

　その俺を、何事かとキョトンとした表情で見送るフィニア。だが今はその理由を説明している時間すらない。

　あまり広くない裏庭では、三人分の洗濯物を山のように抱えたマリアが、驚いたような顔で俺を出迎えてくれた。

「あらニコル。今日は早く帰ったのね」

「ママ、それどころじゃないの！」

「ん、なぁに？」

　のんびりおっとり、いつも通りのマリアの態度だが、今ばかりはその暢のん気きさが苛いら立だたしい。

　俺は懐から封書を取り出し、マリアに差し出した。

「なにかしら？」

「読んで、コルティナが危ない！」

　マリアは俺の言葉に驚いたような表情を見せたが、何も言わずに書状に目を通した。

　その表情が珍しく険しくなっていく。

「……わかったわ。ニコル、ここはママに任せておきなさい」

「ダメ、わたしも行く」

「危険なのよ」

「知ってる。だから行くの！」

「心配なのはわかるけど、コルティナは今ライエルと一緒に行動しているわ。だから安心して待ってて？」

「ダメ！　絶対退ひかないから」

　マリアの心配もわかる。だがコルティナの危機と聞いて、俺がじっとしていられるはずがない。

　ここで問答している時間すら惜しい。そう思っているのはマリアも同じだった。

「しかたないわね……じゃあ、絶対ママの言うことを聞くこと、いいわね？」

「わかった」

　神妙な表情で俺は頷うなずいた。それを見て、マリアは洗濯物を家の中に放り込み、様子を見に来ていたフィニアに後を任せる。

「フィニア、私はコルティナのところに行ってくるから、後はよろしく。少し情勢が怪しくなってきているから、ミシェルちゃんとクラウドくんも家に呼んで保護しておいて。それから私が戻ってくるまで警戒は厳重に」

「は、はい！」

　戦闘力の低いコルティナを狙ってきたのだ。同じ理由でフィニアやミシェルちゃんを狙ってこないとも限らない。

　もっとも彼女たちはコルティナほどの知名度を持っていないし、積極的にクレインを追っているわけでもないので、そこまで危険はないのかもしれない。

　だが念には念を入れねば、どう出てくるかわからない相手だ。俺たち関連の人材の安全は確保しておきたい。

　フィニアが残りの洗濯物をかごの中に放り込んだところで、ミシェルちゃんたちがコルティナの家にやってきたらしい。玄関の呼び鈴が鳴り、俺を呼ぶ声が聞こえてくる。

　レティーナも心配だが、彼女は侯爵家の屋敷に住んでいるので、家にいる間に危害を受ける可能性は低い。

　また、今外にいるのなら、一緒に保護してもらえばいい。

　フィニアがミシェルちゃんたちに対応している間に、マリアが魔法陣を地面に描き始める。

　彼女はまだマクスウェルほど転移テレポートを自在に使いこなせるわけではない。

　ましてや、本職ではない干渉系の魔法だ。むしろ他系統を極めていながら、別系統の上級を使える段階で人外の域である。

　俺はマリアにしがみつくようにして、転移に備える。

「それじゃ行くわよ？　転移酔いには注意してね」

「それは注意してもどうにもならない。体質だもの」

　軽口を叩たたきつつ、マリアは術式を発動させる。

　魔法陣から光が発せられ、それが収まる頃には全く違う街中にいた。

　俺は生前、何度かリリスの街を訪れたことがある。かなり変わってしまった街並みだが、大雑把な地形には見覚えがある。つまりここはリリスの街だ。

「まずはコルティナの所在を確認しないと。彼女も目立つ風貌をしてるから、話を聞けばすぐ見つかるはずよ」

「うん」

　コルティナは猫人族で、この種族はあまり数は多くない。

　しかも輝くような金髪で長毛種となると、彼女くらいしか思い浮かばない。

　案の定、行きかう人数人に話を聞いたところ、彼女らしき人物が泊まる宿を突き止めることができた。

　コルティナらしい、堅実な、表通りの宿。

　その宿に向かう途中で──とんでもない破砕音が響き渡った。

　よく見ると、大通りから外れた路地裏の上空に光明ライトの魔法が打ち上がっている。

　何かを砕くような音は、そちらの方から響いてきた。

「ママ、あれ──！」

「このタイミングで偶然のはずないわね。行くわよ、ニコル。ママから離れないでね」

「うん！」

　先ほどの破砕音は尋常なものじゃなかった。ひょっとしたら、マテウスがすでにコルティナと接触しているのかもしれない。

　見たところ大通りから少し離れた裏路地でのことらしい。行きかう人も何事かと顔を見合わせている。

　しかし、そちらに向かおうという人はいない。この街では暗殺者を育成する組織が存在する。

　下手なことに首を突っ込んだ場合、一般人など瞬く間に『謎の死』を遂げてしまうだろう。




　マリアと共に街路をいくつか曲がると、急激に人目が減っていく。

　これだけ人目がないのなら、襲撃するにはもってこいの環境だ。

　そしていくつかの街路を曲がった先に、コルティナはいた。

　左足に怪我を負い、地面にへたり込んだ彼女。見たところ、それ以外に怪我はなさそうなので、少し安心した。

　周囲にはなぜか木くずが散らばっており、彼女が倒したのか、男が二人軽傷を負って倒れていた。

　そして壁際には壊れた人形のような有様のマテウス。その前に拳を掲げたライエルがいた。

　壁にはあちこちヒビが入った個か所しよがあり、地面もへこんだ場所が何か所かある。二人の激闘の様子が窺うかがえる。

　いや、どうせライエル相手なら一方的にブチのめされたのだろう。それくらいライエルの戦闘力は群を抜いている。

　マテウスは見たところ、足も腕も、骨まで砕かれてしまったのか、人の形として怪しいところまでダメージを受けている。

　そこへライエルの拳を撃ち込まれたら、確実に命はない。

　だが、ライエルにそれを止める様子はなかった。珍しく完全に頭に血が上っていた。

「ライエル、ダメ!?」

　コルティナが慌てたような声を上げている。その制止の声も奴やつには届いていない。

　おそらく、コルティナはマテウスから情報を引き出す目的で止めているのだろう。だがライエルは俺を傷つけられたことを憤っていた。さらにコルティナを襲撃したことで、完全に堪忍袋の緒が切れたのだろう。

　怒り心頭に発したライエルに、容赦など存在しない。

　邪竜の鱗うろこすら打ち抜ける剛腕を受けて、身動き取れないマテウスが耐えられるはずがない。

　俺は反射的に足元の筋肉と腱けんに操糸の力を掛け、凄すさまじい勢いでライエルに向けて突進した。

　俺のことで怒ってくれるのはありがたいが、すでに勝負は決まっている。それに奴はクレインに繋つながる貴重な情報源だ。ここで殺されるのは非常に困る。

　白銀の大弓サードアイの矢もかくやという勢いで俺はライエルにタックルをかます。

　本来なら俺の体格でぶち当たっても、こちらが跳ね返されるだけなのだが、強化された足腰がそれを防いだ。

　ライエルは横から飛び込んできた俺に押し込まれ、拳の軌道を逸そらす。

　それはマテウスの顔面のすぐ横を通り過ぎ、背後の壁を粉砕した。

「パパ、ダメ！」

「に、ニコル!?　なぜここに……いや、そうか。すまないコルティナ、少し頭に血が上ってしまったようだ」

　ライエルも俺の姿を見て、ようやく自制心を取り戻したのか、コルティナに向かって謝罪の言葉を飛ばす。

　その様子を見て、コルティナは大きく息を吐いた。

「まったく、冷や冷やさせないで。なんだか様子がおかしいと思ったら、実は最初からキレてたのね？」

「本当にすまん。ニコルを傷つけた野郎が目の前にいるかと思うと、つい……な」

「気持ちはわかるけど、殺すのはやめてね。クレインにまた逃げられちゃう」

「わかってる、さっきのはちょっとした弾みだから」

「弾みで殺されかけたのか、俺は……？」

　マテウスが弱々しく苦情を言ってくるが、敵にそれを聞いてやる筋合いはない。

　しかし、見れば見るほど、こっぴどくやられたモノだ。

　左足は折れて関節が一つ増えたようになり、右肩は砕けたのか肩が完全に垂れ下がっている。

　肋ろつ骨こつにも損傷があるのか、口元からも血を吐き出していた。内臓が損傷している可能性もある。

「ママ、さすがにアレは危ない」

「ええ、そうね……正直言って治すのは非常に不本意なのですけど、このまま世界樹の輪りん廻ねに戻しちゃってもいいと思うんだけど、本当に嫌々ながら治してあげる」

「すっげー嫌そうな顔してるけど、感謝する──ぎゃああああぁぁぁぁぁぁ!?」

　嫌そうなマリアにマテウスが礼を言った直後、その声は悲鳴へと変わった。

　メキメキと音を立てて、強引に元の位置に戻る骨格。

　肉の形も人のそれへと戻っていくのだが、その過程で凄すさまじく痛そうな音が鳴っている。

「あ、あれは痛い治し方だ……」

「おう、俺も久しぶりに見た……『お仕置き』だ」

「ひ、ひぎいいいぃぃぃぃぐううぅぅぇぇぇぇぇ!?　あががががっがががが!!」

　ビクンビクンと、断末魔のごとき痙けい攣れんを繰り返すマテウス。

　治癒魔法の際に痛覚を遮断する工程を省いた、マリア独特の拷ごう問もん法。現在進行形でそれが炸さく裂れつしている。

　俺も何度か経験があるが、あれは本当に痛いのだ。

「あら、ちょっと雑な術になってしまったみたい。ごめんなさいね？」

「う、うぞだ、ぜったいわざど──」

「えい」

「ぎゃあああぁぁぁぁぁぁ!!」

　人聞きの悪いことを言うマテウスの左足を踏みつけるマリア。

　それもそっと踏むのではなく、ごりっと音が鳴るような、踏ふみ躙にじるような踏み方。

「どうやら足も治ったようね。よかったわ」

「お、お前さっき、わざと踏んで──」

「肋骨の治り具合も調べようかしら？」

「いや、なんでもないです。治していただき、ありがとうございます？」

　にっこりと意味深に微笑ほほえむマリアに、マテウスはあっさりと陥落した。

　人を治す術というモノは、反転すれば人を壊す術でもある。

　俺たちの仲間の中で、マリアはある意味最も人を壊す術を熟知している存在でもある。

　その技術の前には多少の対拷問訓練など、何の役にも立たない。マテウスもそれを察して、降伏したのだろう。

「素直な子ね。その調子でクレインの居場所についても話してくれると助かるのだけど？」

「それはさすがに……」

「お嫌かしら？」

「いえ、話します！　ですが他の者も聞いているので、場所を変えません？」

「ふむ……？」

　マテウスの申し出に、マリアも周囲を見渡す。

　さすがに騒動の中心を覗きに来ようという物好きはこの街にはいない。しかし先ほどライエルがぶち抜いた壁の向こうには、腰を抜かした住人が床にへたり込んでいた。

　確かにこの場は離れたほうがいいだろう。




　コルティナの襲撃にかかわったのは男三人。

　そいつらすべてを拘束し、コルティナの確保した宿屋に戻った。

　コルティナだけはカウンターに寄って宿の主人に謝罪と礼を述べていた。これは窓をぶち破ったことと、ライエルへの伝言を行ってくれたことへの物だ。

　書き置きを残し、わざと宿の窓から飛び降りたことで、主人に部屋の様子を見に来させる。

　一々主人を呼んで伝言を残す暇もなく、玄関から出るにはマテウスから目を離す必要もあった。

　その危険を避けるために、こういう手段を取ったらしい。

　ギルドの伝言を受けてマクスウェルとガドルスも合流してきたため、元々二人部屋のここに六英雄の五人と俺、男たち三人が入るとかなり狭苦しい。

　俺たちを包むようにマクスウェルが風の魔法を発動させ、防音処理を施す。同時に流れる風が蒸し暑さを紛らわせてくれるので、これはありがたかった。

「そういえばニコルちゃん、さっきすごい勢いで動いてなかった？」

「えっ、き、きのせい？」

　コルティナが音を防いだ後で俺にそう尋ねてきた。考えてみれば、覚えたての筋力強化を使ってライエルに突進したのだから、その速度を怪しまれてもおかしくはない。

「普通に突っ込んでいっただけだよ。コルティナも見てたでしょ？」

「いや、見てなかったから尋ねてるんだけど……そうね、ニコルちゃんは小さいから、視界に入ってなかったかも」

「小さい言うな。ママはどう？」

「私も……悪いけど、あの時はライエルの方に目が行っていたから」

　幸いといっていいか、あの時、皆の視線はライエルに集まっていた。

　ことさら身長の低……いや、これでも伸びてる方なのだが……まあ、視界に入りにくい俺の行動を目にしたものは、あの場にいないだろう。コルティナの気のせいと押し通しても、問題はないはず。

　それに体内に干渉する身体強化だったので、俺に繋がるヒントも残っていない。もし、糸を身体にまとわせる方を使用していたら、言い訳できなかったかもしれない。

　そういえばマテウスは俺が糸を使うことを知っているな。後で口止めしておかねば。

「さて、話してもらいましょうか？　クレインがどこにいるのか」

　縛り上げ、ベッドの上に放り出されたマテウスに、コルティナが詰め寄る。

　正直俺はマテウスに殺意が増していくのを感じた。ベッドの上でコルティナに詰め寄られるとか、断じて許せん。いや必要なのはわかっているが、許せんのだ。

　それに、残る二人はまだ意識を取り戻してはいないので、話せる相手がこいつしかいない。

　俺たちの目的はクレインを捕まえることと、奴が持ち逃げした徴税権の権利書を取り戻すことだ。そのためには意識のあるマテウスを尋問するしかないのは理解している。

　だが尋ねられたマテウスは何か思案顔で考え込んでいた。

「この期に及んでだんまりするつもり？　言っとくけど、マリアの目の前で自害できるとか思ってないでしょうね？」

「いやいやいや。さすがに俺も命は惜しいって。それにクレインの旦那にゃ、命を預ける価値はないっしょ？」

「なら、何を悩んでいるのよ？」

　コルティナの疑問に、マテウスは首を振って答える。

　その表情にはふてぶてしい笑みが浮かんでいた。

「そりゃこの後のことさ。どうせ俺はあんたらに殺されるか、死刑になるかしかないっしょ？」

「そりゃそうでしょ」

「だよな？　だけどさ、最後の最後で俺はもう懲りちまった。どうしようもない強者がいると思い知らされた。この仕事を続けるつもりは、もう無くなっちまったんだよ？」

「何が言いたいのよ？」

「だからさ……洗いざらい話すから、見逃してくれねぇかなぁって話？」

「見逃すわけないでしょ！」

　コルティナは即断で否定したが、そこに割り込んできた人物がいる。マクスウェルだ。

　爺さんはいつものような悪戯いたずらっぽい顔をして、ヒゲをしごいていた。

「まぁ待て、コルティナ。こやつの話も損ばかりではなさそうじゃぞ」

「え、あんた、こいつの言うこと信じるつもり？」

「むろん全面的に信じられるわけなかろう？　じゃがこういう男の口を割るのは結構な手間じゃ。しかも死に際にホラを吹かぬとも限らん」

「ならどうしろってのよ」

　コルティナは子供のようにほほを膨らませ、マクスウェルに不満を漏らす。

　腰に手を当て、睨みつける仕草は、歳とし不相応に幼く見える。

「ふむ……見逃すならば、二つ条件を付けさせてもらおうかの」

「二つ？」

　マクスウェルはマテウスに向き直り、ときおり見せる性格の悪そうな笑みを浮かべていた。

　マテウスに顔を近付け、悪巧みをするかのように話しかける。

「一つ、お主は暗殺者を引退してもらう。今後二度と仕事を受けないでもらおう」

「お、おう。それはもちろん了承するぜ。もうそっちの旦那みたいなバケモノと殺やりあうなんて、二度と御免被るし？」

「バケモノとは言ってくれる。その口利けなくしてやってもいいんだぞ」

「落ち着くんじゃ、ライエル。それからもう一つの条件は、一定期間ワシの監視下に入ることじゃ」

「監視下？」

「簡単に言えば、お主の力を便利に使わせてもらおうという話じゃな」

「待ってくれよ、俺はもう引退して畑でも耕して暮らそうと思ってたんだぜ？　アンタの手下になったら、また不穏な目に遭うかもしれないじゃないか？」

　マクスウェルの言葉に、慌てて否定の言葉を返すマテウス。

　それにコルティナも便乗して反論した。

「そうよ、それにこいつを部下にするなんて、信じられると思う!?」

「むろん信じられるわけなかろう。しかし歯向かえばライエルをけしかければいいだけの話じゃ。そんな危険を冒してまでワシらを騙だましたいかのぅ？」

「とんでもねぇ、もう二度とそっちの旦那と戦うのはゴメンだ！」

　顔を蒼そう白はくに染め、首を左右に振って拒否の意を示している。それほどライエルにひどい目に遭わせられたということか。

　いったいどれほどの恐怖を味わったことやら。いや、あの惨状を見た後なら、その恐怖は想像できる。

「で、どうする？　無論、拒否すれば情報を引き出すために、ライエルとマリアに頑張ってもらわねばならんわけじゃが」

「拒否する自由が存在しねぇ！　わかったよ、話すし、手下になるから!?」

「素直で結構なことじゃな」

「本当にいいの？　正直、更生するタイプとは思えないんだけど」

「コルティナ、お主が疑う気持ちはわかるがの。ワシとしても手駒はもう少し欲しいと思っていたところじゃ。一人失ったところじゃからな」

「あのハウメアってレイドの生まれ変わりね？」

「はて、そんなことは一言も言ったことがないんじゃが？」

「この期に及んで──」

「今はそれどころじゃあるまいよ。ほれ、クレインはどこに逃げたか話すがいい」

　詰め寄るコルティナを手で制し、マテウスの話を促す。

　話を促されたマテウスは、ライエルとコルティナをちらちらと見ながらも、大人しく話し始めた。

「クレインは今、ジード連邦のセディムって街にいる」

「セディム……ジード連邦の首都か」

「ああ、少し前に連絡があった。そこで奴隷商と一緒に隠れてて、ジェンド派の護衛がついているはず。ただ、俺はジェンド派の連中とは少し距離を取ってるから、連絡が遅れてる可能性もある。俺が知る最新の情報って限定すれば、そこで間違いはない」

「なぜ、距離を取ってるのよ？」

「頭目がな……バトルジャンキーな野郎で、まあいつか首を取ってやろうかとか思ってて？」

「あんたの物好きな性格は、そいつの影響ってわけね」

「生来の物でもあるだろうけどな？」

　ジード連邦はアレクマール剣王国と同じく、都市国家連合から独立した大陸南西部の国だ。

　コームを主軸とした都市国家連合とは、現在休戦状態にある。これは邪竜コルキスが出現したためになされていた休戦だ。

　そしてライエルの故郷でもある。

「ジードならライエルが土地勘あるじゃろう」

「いやその……実は俺は、故郷のクロアの村以外はあまり詳しくなくて……」

「お主も戦争に参加してたんだろうに？」

　呆れた声を上げるガドルスに、ライエルは頭を掻かいてみせた。こいつも実は、コルティナと何度か戦争で顔を合わせたことがあるらしい。

「いやぁ、地図を見ても戦略とかさっぱりだったし、何も考えずに剣を振ってた方が楽だったから」

「そんなバカのおかげで私がどれだけ苦労したことか……一人で戦局をひっくり返しやがるし」

「そのくせ作戦にはかかわらなかったのか？　本気で田舎剣士じゃったんじゃな」

　あまりの大雑把さに珍しく呆ぼう然ぜんとした声を上げるマクスウェル。俺もその意見には、しみじみと同意したのだった。




　その日の夜は俺たちはラウムへと戻ることになった。

　犯人の三人も一緒に連れ帰っていた。彼らはこの後、ラウムで裁判にかけられる予定になっている。

　マテウスがマクスウェルの口利きで、執行猶予を得た以上、他の二人にも救済の手は差し伸べられていた。

　彼らは今後、マクスウェルの部下として、各地で働くことになるだろう。

　もちろん、マクスウェルの監視下に置かれており、裏切りを働いた場合は即座に六英雄が抹殺に動くことになるので、迂う闊かつなことはできない状態だ。

　しかも、マクスウェル直々に強制ギアスの魔法を掛けられることになっているので、逃げ出しようがない。

　強制ギアスの魔法は、命じられたことに反抗すると、強力な痛みが襲い掛かり、まともに行動できなくする魔法だ。もちろん痛みに耐えることも可能ではあるのだが、マクスウェルほどの魔力で呪われた場合、一般人なら即死するほどの痛みを味わうことになる。

　これに歯向かうとか、俺でも考えたくはない。

　俺とミシェルちゃんたちも、後日マクスウェルの取り調べを受けることになった。

　これは俺が得た情報を運んでいた男を目撃したからである。

　冒険者ギルドにも手配が回り、とりあえず大雑把な特徴を知らされて、指名手配されている。

　これで伝言を運んでいたあの男も、街から出ることは難しくなっただろう。

　日が落ちてようやく一息つけるかという段階で、俺はマクスウェルに呼び出されていた。

　表向きの理由は、新しい革かわ鎧よろいの調整だが、それが口実であることは知っている。

　屋敷の居間に通され、いつものように茶を振舞われつつ用件を聞く。

「で、こんな遅くに何の用だ？」

「うむ、実はレイドに頼みがあってな」

　そこで俺は少し違和感を覚えた。今、マクスウェルは俺をニコルと呼ばずにレイドと呼んだ。

　無論、そう呼ばれることが無かったわけではないが、この時に関しては深い意味を持っているように感じられた。

「俺をそう呼ぶってことは、そっち系の仕事ってことか？」

「うむ……少々気は引けるのじゃがな」

　そう前置きしつつ茶を啜すするマクスウェル。

　カップの中身を飲み干し、大きく息を吐き……ようやく俺の方に向きなおった。

「レイド。お主にクレインの暗殺を頼みたい」

「ほう？」

　その頼みは俺にとっても予想外だった。前世の俺は暗殺者ではあったが、マクスウェルからそういった依頼をされたことは一度もなかったからだ。

　いや、仲間の誰からも、暗殺を依頼されたことはない。

「なぜだ？　マテウスもいるだろうに」

「奴は表向き引退を表明しておるからのう。一日で覆させるわけには行くまい」

「だがなぜ先んじて暗殺する必要がある？　放っておいてもライエルたちが始末をつけてくれるだろう？」

「それはそれで問題なのじゃよ。クレインは他国の首長を暗殺しようとした大罪人じゃ。その罪は本来ならば血縁者にまで及ぶ」

「……ドノバンか」

「そうじゃ。このままでは、一族郎党にまで死罪を命じねばならんじゃろう。だがそれでは、お主が交わした約定に背くことになる」

　俺とコルティナは、ドノバンと約束をしている。彼がクレインの行為と無関係であると宣言し、徴税権を取り戻すと。

　だが一族郎党にまで罪が及ぶと、ドノバンにまで死罪が命じられる。それでは約束は守れなくなってしまう。

「そこでお主に暗殺してもらうことにした。クレインを暗殺し、極秘裏に徴税権利書だけを取り戻してもらう。死体は身元不明として処理し、永遠に見つからない」

「主犯が見つからなければ、事実は確定できず、うやむやにできると？」

「幸か不幸か、現状では実行犯の一人のタルカシールも口を封じられておる。生きておれば共犯を主張されたかもしれんが、すでに死んでおるからの」

「クレインが捕まれば、共犯が確定してその罪はドノバンにも及んでしまう。それを防ぐために極秘裏に始末しろってことか」

「限りなくグレーというか、もはや屁へ理り屈くつの域じゃがの。じゃが屁理屈も理屈のうち。異論ある者を言いくるめられれば、それでよい」

　確かに国の要人を襲われて、その血縁がお咎とがめなしとなれば、納得できない相手もいるかもしれない。

　とくに北部三か国連合、エリオットの部下は納得できないだろう。少なくともサルワ家の取り潰し、場合によっては一族郎党の処刑を要求される可能性も高い。

　そしてそれを断ることは、ラウム側としては難しい。

　しかし、その罪が未成年のドノバンにまで及ぶとなると、俺たちも気分がよろしくない。

　ここら辺が手の打ちどころになるのかもしれない。

　彼は確かにいけ好かない性格をしているが、能力的には有望な人材であることは間違いない。それに顔見知りが死罪を受けては、俺も後味が悪い。

「なるほどな。事情は理解した」

「引き受けてくれるかの？」

「そうだな……受けるしかないか」

　別に俺にドノバンとの約束を守る義理は、実のところあまりない。

　それでも、コルティナが他の生徒の前で相談を受けた以上、それをないがしろにするのは問題があるだろう。

　マクスウェルの提案は、コルティナの面子メンツと国の面子の双方を立てる、ぎりぎりの判断なのかもしれない。

「だが、俺じゃジード連邦に行くのに二週間以上かかるぞ。送迎くらいはしてくれるんだろうな」

「それくらいはワシも手伝ってやるわい。首都のセディムなら、何度か足を運んだことがあるから、問題はないはずじゃ」

「セディムって言っても、結構広いはずだ。その中からクレインだけを探し出すのはかなり骨が折れるぞ」

「それは……そうじゃな。マテウスの奴も連れて行くかの」

「それじゃ俺の正体がバレるじゃねぇか」

　暗殺に向かった先まで一緒に来られたら、俺のことが知られてしまう。

　あの男はそれなりに勘がいいので、俺の異常性にも気付くかもしれない。

　いや、そもそも俺の戦闘力はすでに年齢不相応な、異常な域に達している。そしてマテウスはそれを知っている。

　これ以上、不審な行動を奴に見られたくはない。

「マテウスを連れて行くのは、さすがに遠慮してくれ。これ以上俺のことを知られるのはまずい」

「ふむ……ならば他の二人に話を持って行ってみるかの」

　他の二人も、コルティナ襲撃に参加したくらいだから、クレインの居場所を知っている可能性もある。

「あの二人はもう目を覚ましたのか？」

「うむ。今は三人まとめて詰め所に放り込んであるわい。前のこともあるから、見張りは増員した上でな」

「なら今夜にでも行動を起こした方がいいかもな。マテウスが捕縛された情報がクレインに伝わると、また姿を隠される可能性がある」

「そうじゃの。ならばさっそく話を通してくるわい。お主はスマンが、また明日の夜に出直してきてくれぬか？」

「ああ、承知した」

　久しぶりの暗殺仕事ならば、装備の整備もしておきたい。

　新しい装備での実戦はまだ経験していないわけだし、できるだけ慣れておきたかった。

　こうして俺は、マクスウェルの暗躍に加担することになったのだ。
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　その日の夜はひとまずコルティナの元に戻った。

　玄関のドアを開けた瞬間、俺は小柄な影に抱きすくめられることになる。

　柔らかな感触を持ちながらも、やや物足りない持ち主は──

「おっかえりー！」

「コルティナ？」

「正解！　ニコルちゃん、私のピンチをマリアに知らせてくれたんだって？　ありがとね」

「それはとーぜんだけど……うーん？」

　俺はとりあえず生返事を返しながら、頬に返ってくる感触を検証する。

　この膨らみのレベルはミシェルちゃんやフィニアと同等くらいか。だが残念ながら、コルティナの成長力には未来がないので、これ以上の豊満さは望めない。

　しかし、あまり肉々しいのは俺の好みからは外れているので、俺的には大正義である。ミシェルちゃんには悪いけど。

「まー、これはこれでレアリティ？」

「ン、何のこと？」

「いえ、なんでも。それより足の様子はどう？」

「うん、大丈夫。マリアが念入りに治してくれたから」

　俺はリリスの街で、コルティナが左足に怪け我がを負っていたのを目にしている。

　命に関わるような大怪我ではなさそうだったので、マリアに任せていたが、気にはなっていた。

　もっとも、死ななければどんな怪我も治してしまえるのが売りのマリアならば、問題なく治せると確信はしていた。

　俺が怪我の様子を尋ねたのは、単に社交辞令的なものに過ぎない。

「あ、でも……いたたた」

「なに？　ひょっとしてママが治し損ねた!?」

　唐突に足を押さえて蹲うずくまるコルティナ。俺はその様子に血相を変えて足元をのぞき込む。

　一見すると、彼女のふくらはぎには傷跡は残っていない。

　だが傷が治っても精神的に痛みを覚えてしまって、行動に支障をきたす場合はある。クラウドがそうだったように。

　コルティナの足も、その状態になってしまったのだろうか？

「あー、いたい、いたい。これはニコルちゃんにお風呂でマッサージしてもらわないと治らないなー」

「……コルティナ、棒読み」

　それはもう、騙だまされやすいと言われる俺ですらわかるほどの棒読み。

　その口調で彼女の足には、何も問題がないことを理解する。

　しかし彼女も今回は大立ち回りを行っている。少しばかり甘えたい気持ちになったとしても、無理はあるまい。

「もう、仕方ないなぁ。今日だけだからね？」

「うぇへへへ、よろしくおねがいしまーっす」

　だらしない顔でへらへら笑って見せるが、その顔も生き延びてこそだ。

　よくぞマテウスという格上相手に生き抜いたと褒めてやりたい。その褒美の意味も兼ねて、俺はコルティナの申し出を受諾した。

　いや、俺にとっても、これは結構ご褒美になるしな。




　翌日、俺は夜中に家を抜け出した。

　俺の部屋には、毛布を丸めた偽装人形と、それを俺に見せかける幻覚魔法を掛けたカッちゃんがいるので、見破られる可能性は少ないだろう。

　幻覚魔法を維持する魔力はカッちゃんから供給されるので、途切れることはない。

　その代わり俺が変装することができなくなるが、どのみちこれから先は人目を避ける仕事になるので、大丈夫だろう。

　マクスウェルの屋敷は俺が来ることがわかっているので、トラップはすでに解除されている。

　これで以前のように罠わなが仕掛けられていたら、あの爺じいさんには覚悟してもらわねばならない。

　いつもの居間にはすでにマクスウェルが準備を整えており、爺さんの他にも男が二人待機していた。

「遅かったな、レイ──ニコル」

「時間指定してなかっただろ。こいつらは？」

「コルティナ襲撃に関わった二人じゃよ。怪我は治しておるから安心せい」

「ああ、そういえば」

　ぶっちゃけると、俺はあの場で敵の顔はマテウスくらいしか記憶していない。残り二人も顔は見ていたが、覚えてはいなかった。それくらい興味が無かったからだ。

　言われてみると、男の一人は首筋をしきりに撫なでており、もう一人は足で反対の足を掻かいている。

　おそらく怪我をした跡が気になっているのだろう。

「つまり、そいつらが案内人ってわけだな」

「そうじゃ。無論、逃げ出した場合は即座に激痛が走るよう、強制ギアスを掛けておる」

「なら逃げ出す心配はないな。つーか爺さんの強制ギアスって死亡レベルのダメージだすだろ」

「こ奴やつらがか弱いだけじゃ」

「こいつらがか弱かったら、全世界の七割くらいはか弱くなるっての。ほら、無駄話してないで、行くぞ」

「待て待て、そう急ぐでない。こ奴らから新しい情報が入っての」

「新しい……マテウスの奴が情報を伏せていたということか？」

「いや、どうやらそうではないらしい」

　話によると、現在クレインはセディムの街の中ではなく、街外れの屋敷にかくまわれているらしい。

　それはマテウスの情報でもあった通りだ。その屋敷は奴隷商人が現在使っており、賓客としてもてなされている。そこまでは俺も知っていた。

「今その屋敷に、ジェンド派のトップが訪れておるらしい」

「……へぇ」

　あのマチスちゃんの一件の人ひと攫さらいの男や、マテウスを育てたジェンド派。その首領たる人物が奴隷商人と組み、クレインと共にセディム近くにいる。

　そう聞いて、俺は静かな闘志が沸き上がるのを感じていた。

　連中には事あるごとに面倒に巻き込まれてきた。その礼を返すチャンスとも言える。

「マテウスは頭目とは仲が悪かったらしくての。おかげで奴には情報が遅れて届くそうで、奴のところまではまだ流れてなかったらしい。どうする？　面倒な人物のようじゃし、日を改める手もあるぞ？」

「いや、いい。この際まとめて始末してしまおう」

「今のお主で大丈夫かの？」

「任せろ。いろいろと考えはある」

　そう言って俺はマクスウェルの屋敷の装備をいくつか借りていく。

　主にスローイングナイフ類だ。糸を使って遠距離攻撃できる俺だが、狭い室内での戦闘となると、素早く点で攻撃できる投げナイフの方が便利だと考えたのだ。

　ナイフを入れたケースをベルトに収め、腰に巻こうとしたが──

「む、サイズが合わない」

「一番小さいベルトの穴でも大きいのか……お主、ちょっと細すぎじゃろう？」

「いや、これは肩にかければ問題ない。うん、問題ない。俺は細くない」

　本来腰に巻くベルトを、肩に斜めに掛けておく。最近微妙に膨らみつつある胸部が強調される結果になったが、敢あえてここは目を逸そらしておいた。

　そうして準備を入念に終えた後、マクスウェルと共にセディムへと飛んだのだった。




　セディム近くの街道上に転移し、夜道を歩く。

　ジード連邦の首都セディムはマタラ合がつ従しよう国こくとの海上貿易で栄えた街であり、港が近い。

　だが立地上、港町というほどではなく、むしろ崖の上の少し内地に街があると言っていい。

　セディムから近くの港まで荷を運び、そこからマタラまで海上航路で輸送する方式を取っていた。

　男たちの案内でセディムのそばまで寄った後、唐突に向きを変え、切り立った崖の上に向かっていく。

　その進行方向には屋敷が一軒存在しているのが、遠目から見えた。

「あそこか？」

「あ、ああ」

「クレインやお頭かしらだけじゃねえ、今日は商人の奴も戻ってきているから、警戒は厳しいはずだ」

「正面から忍び込むのは、さすがに無理があるか」

　見張りの目が届かない距離まで近づき、そこで俺は男たちに屋敷の間取りを聞き取りながら計画を立てる。

　屋敷は切り立った崖というか、むしろ岬のような立地に建っているため、正面以外の三方は海に囲まれている。

　そして正面は街道が通っており、見通しがいい。幻覚の指輪があるならともかく、今の状態では忍び込むのは難しそうだ。

「そういえばお前らの名前は？　俺はニコル」

「俺……？　さっきはわたしって……」

「人前では取り繕っているんだよ」

「そうなのか、いや、俺の名前はアーガスだ」

「俺はバウマンだ。今日からよろしく頼む」

「ああ、よろしく。っていうか、俺はマクスウェルの手下じゃないからな？」

　なんとなく同僚に向けるような親しみを感じたので、一応釘くぎを刺しておく。

　地面を短剣で削りながら見取り図を描き、進入路を模索していく。

「街道のこっち側なら、ここの植え込みが邪魔になって近付けるんじゃないか？」

「いや、そっちは途中までしか視界が塞がってないんだ。その先が無理」

「見張りは何人いるんだ？」

「中には奴隷商とクレインの旦那、それにお頭と部下が八人の予定だったはず」

「全部で十一人か、多いな。ならいっそ崖を登ってみるか。崖の高さはどれくらいだ？」

　今の俺には新しい手甲ガントレツトがある。あれならば、崖を登るのは容易たやすいはず。

「二十、いや三十メートルくらいはあるぞ」

「結構高いんだな」

「それに風も強くて、波も激しく打ち付けている。ここいらは海流が荒いから、下手をしたら登ってる最中に波にさらわれてしまう可能性もある」

「大体そのためには、一旦崖を下りないといけないからな。現実的じゃない」

「むぅ……面倒な」

　さすがに非合法の奴隷を扱っている商人が拠点に使っているだけあり、妙に警戒が厳しい。

　だが俺に取れる手段としたら、崖側からの潜入しかない。

「なんじゃ、別に登らんでも可能じゃろう？」

「マクスウェル、いい手があるのか？」

「飛べばよかろうなのじゃ」

「……ああ、その手が……」

　マクスウェルには飛翔フライトの魔法がある。それを使えば、警戒網の上から飛び込んでいくことができるじゃないか。

「そうなると屋根からの侵入になるな。都合のいいことに今日は雲が出ている」

　これが晴れていれば、月明かりで俺の影が浮き上がってしまうため、上空からの侵入は厳しくなっただろう。

　しかし雲があれば影が落ちることが無いため、基本黒ずくめの俺は目立たない。

「とりあえず屋根の上まではワシも一緒に行く。いざという時にワシと合流すれば逃げることもできるじゃろ」

「確かに屋根の上ならば、見つかりにくいし、帰りも飛んで帰らないといけない可能性もあるか」

「屋敷の中はまず転移阻害されておると思っていい。じゃから、逃げる時は屋根の上まで来てくれ」

「承知した」

　俺たちはアーガスたちに待機するように命じておき、マクスウェルの飛翔フライトの魔法で宙に舞い上がった。




　流れる雲を背に、月光を避けるようにして屋敷に近付いていく。

　そのまま、屋根の上に静かに舞い降り、周囲を警戒する。すぐ下のバルコニーには一人の見張りが存在していた。

　俺は口に指を当て、マクスウェルに静かに行動するように促す。

　マクスウェルも一つ頷うなずき、懐から鳩はとを取り出した。鳩は俺の肩に移動して大人しく動きを止める。

　これはおそらく、連れて行けということなのだろう。

　俺もその意図を察して頷き返し、屋根の端に移動する。

　物音を立てれば、すぐにでも隠れていることが下の見張りにバレてしまう。

　そこで俺は腰のケースから短剣を抜き、その反射を利用して屋根の下を窺うかがう。鏡も持っているのだが、光を反射しすぎると発見される危険性もある。

　この振動の能力を持つ短剣は、適度に光を反射してくれるので、鏡の代わりに使えた。暗殺には不向きではあるのだが、今はありがたい。

　バルコニーの奥は広めの部屋になっており、そこに人影は存在しない。

　見張りについているのは、この下にいる男一人のようだ。

　ならばこいつだけを静かに始末すれば、侵入を疑われることはない。

　俺はさっそく屋根から糸を飛ばし、見張りの首にかける。そして筋力を強化してから、全力で引っ張り上げた。

　前世ならば屋根の縁へりに糸をひっかけて飛び降りれば、吊つるし上げることができたのだが、今の俺は体重があまりにも軽すぎる。石でも背負わない限り、男を吊り上げることは不可能だ。

　だが筋力を強化し、力任せで引き上げれば絞め殺すことも可能。

「ん？　ぐっ、がはっ!?」

　男はくぐもった声しか上げることができず、首に食い込んだ糸を外そうと足あ掻がく。

　とっさに左手で短剣を引き抜き、糸を切ろうとしたところを見ると、それなりには訓練は積んでいるようだ。

　右手で糸を外そうと首を掻き、左手を振って糸を切ろうとする。

　これがいつものピアノ線だったら、それで切られていたかもしれない。しかし今はミスリルを加工した糸で吊り上げている。

　そこらの短剣程度では、断ち切ることはできない。

　やがて男の足は床を離れ、もがく動きも止まる。血の混じった泡を吹き始めたのを見て、俺は糸を外した。

　男は力なく、うつぶせで床に倒れる。ピクリともしていない。

　俺はすぐさま男のそばに飛び降り、念のため首筋に短剣を突き立て、とどめを刺しておく。

「いいぞ、降りてこい」

「相変わらずの手際じゃな。恐ろしや、恐ろしや」

　軽口を叩たたきながら、音もなく舞い降りてくるマクスウェル。

　その動作に年齢は感じさせない。この爺さんもつくづく得体が知れない。

「マクスウェルはここで待っていてくれ。この先は俺一人で充分だ。っていうか、隠密の邪魔」

「そうか？　まあ使い魔から状況は確認させてもらうが」

「かまわない。状況によってはそのまま合流せずに逃げることになるから」

「了解じゃ。武運を」

「任せておけ」

　俺はマクスウェルにそう返し、奥の扉を開いて廊下に出た。

　無論、周囲を確認してから出ているので、まだ発見されてはいない。

　事前の情報によると、この屋敷には現在、クレインの他に奴隷商一人とジェンド派の頭目一人、その部下八人が逗とう留りゆうしているらしい。

　計十一人、そのうち一人は始末したので、残るは十人という計算になる。

　先ほどの男の技量から推測するに、部下はマテウスほどの技量はなさそうだ。

　やはりあの男は、流派の中でも頭一つ抜けた実力を持っていたのだろう。それでもライエルには全く歯が立たなかった辺りを見ると、奴ライエルのバケモノ振りがよくわかる。

　とにかく、奴隷商がクラウドの一件で逃げ出した太った男だとすると脅威になるとは考えにくいし、部下もそれほど問題ではないはず。

　クレインの実力は未知数だが、タルカシールの時に俺を見て逃げ出した点を勘案するに、大したことはなさそうだ。

「問題になるのは頭目一人というところか」

　仮にも流派をまとめ上げ、マテウスを育てた点からしても、かなりの実力者に違いない。

　そいつの目を掻い潜ってクレインを仕留めるのは、それなりに骨が折れそうだ。

　などと考えていると、廊下の曲がり角の向こうから足音が聞こえてきた。

　この屋敷は、廊下が大理石を磨き上げた石材を使用しており、かなり贅ぜい沢たくな造りになっている。おかげで足音がよく響く。

　角のそばで身を屈かがめ待ち伏せる。俺の身長ならば視界の下に隠れるため、とっさに視認することは難しいはず。

　案の定、角を曲がってきた男は最初俺に気付かず、俺の前を通り過ぎようとしていた。

　しかしさすがに全く気付かないはずもなく、角でしゃがみ込む俺に驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　声を出さなかったのは、すでにその時には俺の糸が首に巻き付いていたからだ。

　首に糸を掛け、全体重を掛けて下方向に引き倒す。軽い俺の体重ならばそのままぶら下がってしまうところだろうが、そこは組み打ち術の要領で体勢を崩し、身体からだごと巻き込むようにして地面に転がした。

　即座に背後を取って跨またがり、左手で短剣を抜いて男の脇を斜め下から突き上げる。

　短剣の刃は肋ろつ骨こつの下から侵入し、そのまま心臓を抉えぐってとどめを刺す。

「……これで二人」

　ピクリとも動かなくなった男から降り、手近な部屋に死体を放り込みつつ、俺はそう口にした。

　残るは九人だが、最優先目標はクレイン一人である。

　時間も限られていることだし、手っ取り早く処理してしまうとしよう。




　それから俺は三人の手下を始末した。

　俺が侵入していることはいまだに気付かれていないため、内部の捜索はスムーズに運んでいる。

　だがそれも、そろそろ気付かれる頃合いのはずだ。いい加減目標を発見しないと、面倒なことになってしまうだろう。

　屋敷は三階建てで、しかも各階に部屋が十以上もある大きな物だ。

　これを一つ一つ確認していくのはあまりにも面倒である。だからといって雑に捜索したのでは、獲物を逃がしてしまうかもしれない。

　俺は忍耐強く、各部屋を確認して回り、三階、二階の捜索を終え、一階へと下りてきた。

　一階の窓の外には装飾の施された馬車と檻おりのついた馬車が停とめられているのが見える。

　どちらも馬は繋つながれていない。離れた場所の厩きゆう舎しやには五頭ほどの馬が顔を覗のぞかせていたので、馬だけに乗ってどこかに出ているという可能性も低そうだ。

　つまり、奴隷商とクレインはいまだにこの屋敷にいるという証拠でもある。

「さすがに離れとかあったら、面倒で仕方なかったな」

　幸いというか、この屋敷は岬の突端に存在しているため、離れを作れるほどの敷地的余裕はない。

　おかげで侵入に頭を悩ませる羽目になったわけだが、さすがにマクスウェルがいれば、どうとでもなる。

　少々酔狂が過ぎる性格はともかく、こういった非常時には頼りになる爺さんである。

「……っと」

　微妙に集中力を切らし、無造作に廊下から顔を出そうとしたところで足を止める。

　さすがにまだ六人残っている状態で、侵入がバレて力押しとか、遠慮したい。

　短剣を鏡代わりにして角の向こうをそっと窺うと、一つの部屋に見張りが二人張り付いているのが見えた。

「はて……？」

　この屋敷で護衛がつく身分の男は三人。奴隷商とクレインと、ジェンド派の頭目だ。

「いや……頭目は腕に覚えがあるのだから、屋敷内で護衛をつけるはずがないか。ということは、あの部屋は奴隷商かクレインの物。追われているという自覚がある分、クレインの部屋である可能性が高いか？」

　そうと決まれば先手必勝である。

　俺は肩に掛けたナイフベルトから投げスローイングナイフを二つ取り出し、両手に持つ。

　投とう擲てき術はあまり得意ではなかったが、それでも全くこなせないわけではない。

　油断して棒立ちの二人を仕留めるくらいの技量は持っている。

　廊下から音もなく飛び出し、右腕を一振り。

　投げつけられたナイフは空中で回転し、手前の男の首筋に突き立った。

　声を上げる暇もなくがくりと崩れ落ちる男。その向こうにもう一人の男の姿が見えた。

　それは奥の男への射線が通ったことでもある。続けざまに左腕を一いつ閃せんして、ナイフを投げつけた。

　突如崩れ落ちた相方の異変に気付き、ようやくこちらを視認する奥の男。

　だがそのタイミングで俺のナイフが到着し、男の喉に深々と突き立った。

「かふっ！」

　まるで咳せきをするかのような声を上げて、残る一人も地面に崩れ落ちたのだった。

　どさりと音を立てて、廊下に崩れ落ちる男たち。

　その音が室内にも届いたのか、中から声が聞こえてきた。

「どうした、なにかあったのか？」

　その声は俺には聞き覚えがない。だが、異常音に対し警戒はしても、無防備に聞き返してくるところを見ると、荒事の経験は浅そうだ。

　つまり、中にいるのは奴隷商かクレインで確定ということになる。

　俺は滑るような動きで倒れた男たちに駆け寄り、ナイフを引き抜いておく。こうすると出血が止まらなくなるため、死亡率が跳ね上がる。

　傷口からびゅくびゅくと出血し、やがてその勢いも衰えていく。それは心臓の活動が弱まった証あかしでもある。

　つまりこの男たちは助からない。

「何があったかと聞いているんだ！」

　中からいらだったような……ヒステリックな声が聞こえてくる。

　俺はその問いを無視して、ゆっくりとドアを開いた。

　室内はふわふわの絨じゆう毯たん。天井には豪華なシャンデリア。明らかに普通の客人が使うような部屋ではない。

　そして奥の執務机のそばには、神経質そうな男。机には剣を立てかけてあるが、まだ抜いた様子はない。

　顔は初めて見るが、髪型はあの仮面の男の物と同一。それにどことなくドノバンの面影もある。

「クレイン・ストラ＝サルワ前辺境伯？」

「子供……いや、小人族か!?」

　相手も俺の問いには答えず、失礼な言葉を返してくる。

　確かに俺は同年代と比べて背丈は低いが、それでも小人族と間違われるほど低くない。

　連中の身長は一メートルを越えた辺りで止まる。俺は今、一メートル三十センチ『も』あるのだ。いや、それは今どうでもいい。

「クレイン前辺境伯。ドノバン・ストラ＝サルワ現辺境伯からの命令です。持ち去った徴税権利書をお返しください」

「ドノバンだと！　あのバカ息子の刺客か!?　おのれ、親に向かって何たる仕打ちを──」

　その息子に泥をかぶせようとしたのは誰だ、と思わずツッコミを入れそうになる言い草である。

　クレインも俺がどういう類の使者かは、手に持ったナイフを見ればわかるだろう。

　そのナイフからは、いまだにポタポタと血が流れ落ちているのだから。

「質問には答えなくとも問題はない。ただ素直に返してくれた方がこちらとしても楽ができる」

　最悪、ここでクレインを仕留め、後から家探しすれば問題はない。

「返すと思ったか！」

　しかし、状況を理解できていないのか、半ば泡を吹いて喚わめき散らすクレイン。それでも執務机に立て掛けてあった剣に手を伸ばしたのは、上出来と言える。いや、言えないか。俺を前に反抗の意志を示すのは下策だ。

　俺は腕を一振りし、クレインの右腕に投げナイフを突き立てた。

「ぐぎゃっ!?」

　短い悲鳴を上げ、剣を取り落とす。そのまま数歩後あと退ずさると、そこで尻餅をついて、へたりこんだ。

　左腕は右腕に突き刺さったナイフを押さえている。

　抜くなり、武器を拾い直すなりする時間は与えたというのに、涙目になってずりずりと後退るだけのクレイン。

「念のため、もう一度聞くよ？　徴税権利書──!?」

　そこで俺は言葉を切り、横っ飛びに飛とび退のいた。直後、俺のいた空間を剣風が吹き抜けていく。

　いつの間にか、俺の背後には長身の男が立ち塞がっていた。

　背は二メートルに届こうかという偉丈夫。両手に下げた剣は、マテウスのものよりも長めの蛮刀バスタードソード。

　それを持ったまま、俺に気付かれずに背後に忍び寄り、軽々と振り抜いてみせ、それでいて体勢を全く崩していない。

　一目でわかるほどに……手て練だれの雰囲気をまとわせている。

「さっきから、屋敷の中でごそごそ虫が這はいまわってると思ったら、こんな子供だったとはな」

「ギデオン！　侵入者だ、殺せ！」

「うるせーよ。俺に指図スンナ」

　ギデオンと呼ばれた男は、俺を殺せと喚き散らすクレインにそう吐き捨て、ジロリとこちらを睨にらみつけてくる。

　全身、いや、俺の身体の急所をなぞるような視線の感触。今この瞬間にも、目の前の男が俺を殺すべく算段を立てているのを感じる。

「ガキ……いや、女か？　嬢ちゃん、なかなかいい腕してるようだな。ざっと見た感じじゃ五人ほどやられたか？」

「七人だよ」

「そりゃすげぇ。暗殺者としちゃ一流だな」

　一流どころか、世界一と昔は言われていたんだがな。それにしても、俺に気付かれずに背後に忍び寄るとは、この男も隠密のギフト持ちか。

　いや、ジェンド派という流派自体が、隠密能力を有効活用した戦闘術の流派だ。そういう能力を持つ者が集まっているのは、おかしいことじゃない。

「刺客ってことは、マテウスの野郎、ドジ踏みやがったな？　まったく、いつまでたってもあいつは口ばっかりだな」

「相手が悪かったんだよ」

「ライエルかガドルスでも出てきたか。そりゃ俺だって敵かなわんなぁ。まあ、俺だったら戦う状況になんて持っていかないが」

　無駄話をしながらも、じりじりとこちらへ間合いを詰めてくる。

　足を動かさず、指先だけで身体を移動させる独特の移動法だ。こうして話している間にこっそり間合いに入り、不意を突いて首を落とす。この足運びができれば、そういうことも可能になる。

「どうだ、俺のところで修行してみる気はないか？」

「断固として断る。俺は一匹狼おおかみでね」

「そのわりにゃ、三階にもう一人いるよな？」

　言われてマクスウェルのことを思い出した。

　こいつならば爺さんにこっそりと忍び寄って、背後から斬りかかることも可能だ。

　そしてライエルやガドルスと違い、マクスウェルは打たれ弱い。一撃で致命傷を受ける可能性もあった。

　しかし、俺の肩には小さな鳩が大人しく留まったままだ。

　使い魔は術者と連動しているため、マクスウェルの身に何かあれば、この鳩はただの土つち塊くれに戻ってしまう。

　つまり、マクスウェルの命はまだ無事という証明である。

「侵入に手を貸してもらっただけだ。ついでに逃げる時にも役に立ってもらう」

「嬢ちゃん、見かけによらず人使いが荒いんだな。まぁいい。部下になるんだったら今夜の狼藉を見逃してもよかったんだが……そうじゃねぇなら、話は別だ」

　口調は実にフレンドリー。だがその言葉を発した直後、男から向けられていた圧力が変質する。

　俺を逃がさないための圧力から、俺を獲物として狙うための圧力へ。

　即座に腰の短剣を抜き、男の攻撃に備える。だがそこへ横よこ槍やりを入れてきた人物がいた。

　それは今までへたり込んだままのクレインだ。

　奴は肩に刺さったままのナイフを引き抜き、俺に向かって投げつけてきたのだ。

　しかも直後には身を翻して、窓ガラスを突き破り、外へと逃亡していった。

　もちろん素人の投げたナイフなど、刃筋が通っているはずもない。それは不規則な回転を伴いながら、俺へと向かってくる。

　しかし厄介なのはその刃にこびりついた血液だった。それは不規則な回転に従って四方八方に血を撒まき散らしている。うっかり目に入ってしまえば、このギデオンとの戦いの妨げになりかねない。

　俺は目をかばいながら短剣を躱かわし、とっさにその後を追おうとした。しかしその行動は、ギデオンによって阻まれることになる。

「おおっと、俺を置いていくなんてツレねぇな」

「野郎と付き合う趣味はないんだよ！」

「その歳としで同性愛者か？　そりゃもったいない。見掛けは上等なのに」

「うっせぇ、俺には俺の都合があるんだよ！」

　クレインを追おうとする俺の進路を、ギデオンの剣が遮る。

　そして俺に向かって牽けん制せいの一振り。

　こうして俺は、ジェンド派の頭目ギデオンとなし崩し的に事を構えることになった。




　最初の一撃はあくまで牽制。それがわかっていながらも、俺はその攻撃の重さに驚愕を禁じ得なかった。

　その重さはマテウスの本気に匹敵する。だというのに、ギデオンの顔にはにやついた笑みが浮かんだままだった。

　それは彼の余裕の証。この重い攻撃すらも牽制だと、雄弁に物語っている。

「くっ!?」

　熟練者の剣の一撃を柔らかい糸で受け流すのは危険極まる。

　そこで俺は腰の短剣を抜いて受け止めたのだが、軽々と壁際まで撥はね飛ばされてしまった。そこは窓からもドアからも遠い位置。

　できるなら、こいつをさっさと倒してクレインの後を追いかけたいところなのに、それができない場所へ強制的に移動させられていた。

　つまり俺を相手にそれができるほど、余裕を持って対処しているということだ。

　壁際まで飛ばされた俺は、あえてそこで踏みとどまらず、後方に跳躍して壁を蹴る。

　そのまま角の壁まで飛び、さらに高度を上げて天井を蹴った。

　横の動きから縦の動きへ急激に変化させ、意表を突いた角度から短剣を振り下ろし、肩口を狙う。

　ギデオンはその攻撃を左手の蛮刀バスタードソードで受け止め、ハエでも払うかのように俺を撥ね飛ばした。

　その方向は、またしても壁際。もちろん、ドアも窓もない方向。

　俺を逃がさないように、出口のない方向に飛ばしているのだ。

「この技量……マテウスより、強い──か？」

「そりゃ、流派を治める頭だからな。弟子より弱くちゃ、面目が立たねぇ」

　俺もマテウスとの一戦で、自身の筋力を強化する手段を手に入れている。それでも、ギデオンの攻撃を抑え込むことができない。

　筋力だけではどうしようもない、体重の軽さというデメリットが存在している。

　どれだけ強く地面を踏みしめても、そこにかかる体重が軽ければ、強化した筋力を支えることができない。

　ギデオンは続けざまに二度三度と斬りかかってくるが、これを柄つかも刃も短い短剣で受け続けることは不可能に近い。

　即座に短剣に魔力を流し、一メートル少しの長さの短槍シヨートスピアへと変化させた。ついでに手甲にも魔力を通し、身体的な強度も強化しておく。

　形状の変化した俺の武器に、軽く驚いた表情を浮かべるギデオン。だがそれが隙になるほどの動揺はしていない。

　そういう物もあるかという、鷹おう揚ような判断で受け流していた。

「面白い武器使ってるな、嬢ちゃん！」

「友人に恵まれててね」

　ギデオンの振り下ろしの一撃を短槍シヨートスピアで受け止める。

　両手を使ってなお膝が揺れるほどの重さ。明らかにマテウス以上の攻撃力。しかも剣速に難のあったマテウスと違い、速度もある。これでは躱し続けるのは難しい。

「こ──んちくしょう！」

　気を抜くとへたり込みそうになる膝を気合で𠮟咤しつ｜たし、横に受け流しながら回り込もうとする。

　しかしギデオンも、奴らの例に漏れず二刀流。俺が回りこもうとした先に反対の剣が襲い掛かってくる。

　とっさに手甲を使って受け止めるが、またしても俺は壁際まで撥ね飛ばされてしまった。

　新設計の手甲は、この攻撃を受けてもびくともしていない。さすが師匠、いい仕事している。

　だが手甲は無事でも俺は無事じゃなかった。壁に叩きつけられ、大きく息を吐きだす。

「きゃ──かはっ!?」

　手甲で強化付与エンチヤントしていなければ、壁に叩きつけられた段階で背骨が砕けていた可能性もあった。

　衝撃を受け止めきれず、俺は再び前方へ跳ね戻される。

　そこへ振り下ろされる追撃。これは横に転がって何とか避けた。

　しかしその後の追撃が来ない。俺が不審に思ってギデオンを見上げると、相変わらずのニヤニヤ顔で佇たたずんでいた。

「……追撃、しないのか？」

「せっかく楽しく踊ってんだ。もう少し楽しませろや」

　その言葉に、この男はマテウスに近い気性を持っていると悟る。戦いを楽しむ性分だ。

　軋きしむ身体を引き起こそうとして、俺は血を吐いた。

「ケホッ！　ゴホッ」

　そのまま前のめりに倒れ込む。先の一撃、背骨は無事でも肋骨を傷めていたらしい。

　ただでさえ少ない体力が、急速に失われていく慣れた感覚。

　それでも震える足を押さえながら立ち上がり、槍を構える。このままではまともに戦えそうにないので、足に糸を伸ばし、強引に身体を支えた。

「ほら、次行くぜ。まずは基本技からだ！」

「遊んでやがるのか!?」

　二刀を縦横に振るって斬りかかる攻撃。縦斬りを避けて横斬りを槍で受ける。

　しかしそれで再び撥ね飛ばされた。

　間合いが開いたので牽制の糸を飛ばし、目を狙う。

　奴はそれを屈んで避け、地面を滑るようにこちらに迫ってくる。

「さっきのは十字、次は地じ摺ずりだ。続いて顎あぎと！」

　低い位置から膝を狙って薙ぎ払う技。それはジャンプして避けるが、時間差で反対の剣が迫ってくる。

　空中にいる俺は、これを躱すことはできない。槍を使って受け止めるしかないが、また大きく撥ね飛ばされてしまう。

　ギデオンが技を繰り出すたびに、まるで球技のボールのように右に左に飛ばされ、目が回りそうになる。撥ね飛ばされ、距離が開いたところにさらに上下からの斬撃。

　横っ飛びで躱して、即座に体勢を立て直す。槍を構えようとしたが、そこで俺は気付いた。

　俺の右脇腹から、だらだらと止とめ処どなく出血していることに。

「う、ぐふっ……」

「おっと、空中じゃさすがに受けきれなかったようだな」

　脇腹の傷はかなり深い。俺は立ち続けることができず、再び膝をつく。

　胸に腹。身体の基幹になる中心部分を傷めてまともに立つこともできない。

「軽く五合……ここまでか。いや、むしろガキにしては上等の部類だ。その歳に限定すりゃ世界一かもな。だが俺の相手にゃ十年ばかし早かったか」

「────ごほっ」

　ゆっくりと近付いてくるギデオン。勝利を確信し、余裕を見せている。

　俺はというと、もはや戦うことは不可能──

「詰みだ。成仏しな」

「……まだ俺の息は有るぜ？」

「あ？」

　──ではない。余裕を見ている今なら、戦いを楽しむこいつなら、まだまだ俺の打つ手は残されている。魔神相手に往生際悪く粘った俺の本領発揮はここからだ。

　フラフラと立ち上がり、それでも戦闘態勢を解かない俺に、ギデオンは興味深そうな視線を投げかける。

　短槍シヨートスピアを構え、今度はこちらからギデオンに襲い掛かっていった。

「でりゃああああぁぁぁぁぁぁああああっ！」

　ありったけの力を籠こめ、槍を脇に抱えての無謀な特攻。ギデオンには俺の攻撃がそう見えたはずだ。

　事実、そんな愚直な突進程度でこの腕利きがどうにかなるとは、俺も思ってはいない。

　だがこの状況、何かしなければ俺の命はその時点で刈り取られてしまう。それに俺から離れた場所に待機しているマクスウェルの使い魔も、この状況は見ているはずだ。

　マクスウェルがこちらに駆け付けるということは、クレインが逃げる隙ができるということに繋がる。

　時間をかければかけるほど、クレインに逃げられる危険性が増し、援軍が到着する可能性が増える。

　目的達成のためには、できるだけ手早くこいつを倒しておきたい。

「この期に及んで、ただの突進？　正直興きよう醒ざめだな」

　呆あきれたような口調で俺の槍を受け、叩き落としに掛かるギデオン。だがそれはかろうじて耐えきった。

　多少槍が揺れてしまったが、それでもどうにか支えなおす。この武器は俺の最後の砦とりで──に見えたことだろう。

　しかしその一いち縷るの望みも、次の一撃で撥ね飛ばされてしまった。

　かろうじて支えた槍も、続く下からの斬り上げで天井まで飛ばされてしまう。

　槍はそのまま天井に突き刺さった。シャンデリアすら存在する高い天井に突き刺さっては、俺の身長では即座に手を伸ばすこともできない。

　武器を撥ね飛ばされ、俺はついに自身を支えることができなくなり、ぐらりと前のめりに倒れ込む。そこはギデオンの立っていた位置でもある。

　倒れようとする俺の右肩に、ギデオンの突きが刺さる。骨まで響く激痛にかろうじて悲鳴を飲み込んだ。

　しかし意思の力で抑え込める悲鳴とは違い、身体の方は如何いかんともし難がたい。抉られた肩はその機能を失い、だらりとぶら下がり、動かなくなる。

　ギデオンはそれを見て右手に持った剣を捨てて、俺の左腕を掴つかんで吊るし上げた。

　右腕が動かず、左腕を封じられた俺は、完全に反撃の手段を奪われた形になる。

「ほら、これで完全に詰み、だ」

「く……」

　否定の言葉を吐き捨てたかったところだが、またの苦痛でそれすらもできない。

　この戦闘、俺の身体の軽さという難点がなければ、どうなっていたかわからなかったはずなのに、と思わないでもない。

　ここまでの戦闘を見れば、負けではあるのだろう。だからと言って、このまま諦める気は更々ないが。

「これが最後の質問になるぜ。どうだ、俺の弟子になる気はないか？　お前だったら、あの六英雄だったレイドにすら届くかもしれん」

「……ハッ」

　短く俺は、鼻で笑って見せた。それは当然だろう？　レイドである俺が、かつての俺に届くかもしれないなどと言われても、片腹痛いとしか言えない。

　無論そんな事情はギデオンにはわからないので、当然なのではあるが。

　俺は返事の代わりに、宙に浮いたままの足で奴の腹に蹴りを入れてやる。だが踏みしめる地面もなければ、勢いをつける空間もない状態では碌ろくなダメージを与えられない。

　俺のなけなしの抵抗に、ギデオンの方も鼻で笑う。

「フン、最後まで服従はしないか。そういう態度も嫌いじゃないんだがな。だが時間があまりないのも確かだ。悪いがお前は最後のチャンスを棒に振ったぞ」

「ちがうね、最後はお前の方だ」

「ほう、この状態から何ができるっていうんだ？」

　右腕は負傷で動かない。左腕は吊るされて使えない。右脇腹に裂傷があり、肋骨にも負傷が見られる。

　足は宙に浮き、ろくな攻撃に使えない。完全な手詰まり……と、ギデオンには見えただろう。

「なにもできまい？　だからよ……先にあの世に逝って待っててくれや」

　戦いの中に身を置くからこそ、自身もいずれ死ぬ。そう確信したギデオンの言葉。
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　しかし俺はその言葉にすら、否定を返した。

「断るっつってんだろ！」

　ギデオンは俺の右腕を動かないと判断したようだが、実のところそれは否だ。

　俺は通常の肉体的な動作の他に、筋繊維を直接操作することができる。

　つまり肩に穴が開こうが、神経がブチ切れていようが、筋肉さえつながっているならば操糸の能力で動かすことが可能だ。

　しかし、それも無駄な足掻きではある。

　足場の悪いこの状態では、強い拳打など打てようはずがない。

　完全な手打ち。その攻撃をギデオンはヒョイと首を傾けて躱す。

　しかし、ここまでは俺も想定していた。俺の本当の狙いは──

「あん？」

　攻撃を躱されてなおニヤリと笑う俺に、ギデオンは不審気な声を上げる。だが遅い。

　俺は拳を奴の首をこするようにして引いた。




　──そう、小指側を内に向けて。




　今、俺が装着している手甲には、身体を支えるための突起が小指側に付いている。それは邪竜の牙から削り出した、最も頑丈で鋭い突起だ。

　長さにしてせいぜい一センチ程度。しかし、それだけの長さがあれば首筋の動脈を抉るのは容易たやすい。

　俺の腕を封じたと思い込み、拳打をなけなしの反撃と思い込んでいたギデオンに、これを避けられるはずもなかった。

　プチン、と何かが引きちぎられる感触。そして直後に噴き出した鮮やかな赤色の噴水。

　濁りのないその深紅は、動脈が傷付けられた証でもある。

「あがっ、が……あ、あぁぁぁ!?」

　何が起こったのか理解できず、ただ傷口を押さえるためだけに首筋に触れるギデオン。それは俺の左腕を放し、解放することでもある。

　床に転がり落ちた俺は、すかさず無事な左腕を振って天井に刺さった槍に糸を飛ばし、それを引き抜き手元に戻す。

　動脈を傷つけたとて、即死するわけではない。死ぬまでの数秒……いや、ギデオンほどの体力となると一分以上は余裕があるかもしれない。その時間で俺にトドメを刺すことも不可能ではない。

　だからこそ主導権を持つ今のうちに、追い打ちをかける必要がある。

　ギデオンはまだ左手に剣を持っている。瞬時に右手に剣を持ち換え、空いた左手で傷口を押さえながら、その剣を振りかぶる。

　やはり奴も、ただ死を待つだけで終わろうとはしなかった。瞬時に死の覚悟を決め、残された数秒を無駄にせず俺を仕留めに動いたところは、さすがと驚嘆するべきか。

　しかし、それでも遅すぎた。

　急速に光を失い始めた瞳で俺を見据えるギデオン。それでもなお戦意を失わず攻撃を続行する闘争本能には頭が下がる思いだ。

　だからと言ってその剣を受けてやる義理はない。左手で傷口を押さえているということは、左側の防御が手薄ということだ。

　そして正面のやや左側には心臓が存在する。

　糸で引き寄せた槍を、腰だめに構える。低い身体をさらに低くして、斜め下から突き上げるような刺突を放った。

　ギデオンの右の剣は振り上げられており、左腕は傷口を押さえている。つまり、槍と心臓の間に遮るものは何もない。

　奴の剣が振り下ろされるよりも早く、俺は奴の心臓に槍を突き立てた。

　ゴボリと、泡混じりの血を吐き出すギデオン。

　勝利を確信した瞬間からの、急転直下の敗北。信じられないという思いと、どこか満足したかのような表情。

　剣の腕だけで一流派を興した男は、そんな不思議な顔をしたまま、ゆっくりと崩れ落ちていった。




　倒れ伏したその下からは止め処なく血が流れ出ており、奴はピクリとも動かない。

　背中が上下する動きもないので、完全に呼吸は停止しているはずだ。

「と言っても、この男のことだ。油断はできないか」

　呼吸を止め、死んだ振りをして俺が近付くのを待っている可能性もある。

　万が一息があった場合、形勢が逆転した今、そう言った小細工を仕掛けてきてもおかしくはない。遠目から槍を一突きして反応を見るが、やはり動きはない。

「完全に死んだ、か。俺がここまで警戒しないといけないなんて、大した男だよ、あんた」

　強敵相手に奇妙な感傷に捕らわれそうになるが、俺もゆっくりはしていられない。

　クレインは窓から飛び出し、逃亡を謀っている。もちろんその動きはマクスウェルにも察知されているだろうから、逃げ切ることは不可能に近いはず。

　それに先ほどの戦闘、かなり騒々しい音を立てている。このままでは残った部下が駆けつけてくる可能性は高い。まだこの屋敷には奴隷商の男ともう一人が存在しているはずだ。

「さて、では徴税権利書はっと──」

　とにかく、クレインの後を追うのはマクスウェルに任せるとする。目的は徴税権利書とクレインの命の二つ。現状では両方を追うことはできない。ならば確実に果たせる目的だけでも、果たさねばならない。

　早速痛む身体を引き摺りながら家探しを始める。ああいう男は大抵、すぐ取り出せる場所に大事な物を隠す癖がある。

　それはいつでも逃げ出すべき状況を想定しているからだ。悪党は本来高い場所に住みたがるが、あの男は一階に部屋を持っていた。これも、すぐにでも窓から逃亡できるようにと考えてのことだろう。

　タルカシール伯爵の屋敷でも、突入時は抜け道のそばを陣取っており、俺の突入後すぐに逃げ出している。

　奴は常に逃げ道を想定する用心深さを持っている。ひょっとしたらその慎重さが、息子のドノバンの優秀さの源になっているのかもしれない。

　今回、その大事な権利書を手にして逃げられなかったのは、俺が前もって右手を傷付けていたからだろう。

　俺が執務机の引き出しを漁あさると、案の定、取り出しやすい一番上に徴税権利書らしき巻物が出てきた。

　封をしてある封ふう蝋ろうには、ラウム王族を示す紋章。マクスウェルがときおり使用しているものと同じだ。

「これか……」

「まったく、肝心な相手を逃がすなんて、鈍なまり過ぎじゃぞ、レイド──レイド!?」

　その時、窓の外からマクスウェルが顔を出した。

　窓の外なのでよくわからないが、その手には一人の人間をぶら下げている。おそらくは逃げ出したクレインを確保してくれたのだ。

　そして血だらけの俺を見て、暢のん気きな声が驚愕に染まった。

「悪い、ちょっと厄介な男と鉢合わせしてな」

「それは構わんのじゃが、その怪我……」

　いつもなら使い魔でこちらの様子を見ているのだろうが、使い魔の視界を得るということは自分の視界を得られないということでもある。俺の元へ駆けつけてくるのなら、使い魔の視界の共有は切っていた可能性があった。

　俺を見て驚いているのは、そういった理由からだと推測できる。

「ああ、少しばかり不覚を取った。いや、この怪我にふさわしい強者だったと言うべきかな」

「なんと、お主にそこまで言わせるとはな？」

「仮にもマテウスの師匠を名乗っていただけはあったよ」

　俺の姿に顔を歪ゆがませるマクスウェルだが、その驚きも無理はない。

　筋繊維の強化に糸を使った外部的な強化。その双方を使ってなお不意を突くしかなかった相手だ。

　それほどの強者となれば、前世の俺やライエルとまでは行かないが、それに準ずる強さがあるということになる。

「おかげで身体中ボロボロだ。早く治癒してくれると助かる」

「とはいえ、ワシはマリアほど得意じゃないんじゃがのぅ」

「プリシラよりはマシなはずだから、手早く頼むよ」

　マクスウェルに説明している最中にも眩暈めまいが始まり、膝が笑い出して立っていられなくなる。

　ぺたりと床にへたり込んだ俺に、マクスウェルは慌てたように治癒魔法を掛け始めた。

　その効果はマリアほど劇的ではないが、ゆっくりと傷を癒していく。右肩の大穴が塞がり、脇腹の傷も塞がっていく。

　その傷の変化を見ながら、俺は自分の座り方に気付いた。女の子特有の尻を床につけ、その左右に踵かかとを開く座り方。この座り方にも慣れてきたものである。

「ワシの魔法では失った血液の再生まではできんぞ。それは再生リジエネーシヨンを使わねばならん」

「あんたでも無理なのか？」

「発動まで時間がかかるんじゃよ。その時間でお主は意識を失いかねん」

　実際へたり込んだ時は目の焦点すら合わないありさまだった。

　この後クレインを始末して屋敷を脱出せねばならないのに、意識を失ってはお荷物になってしまう。

　そんな俺の状態をいち早く察知し、治癒魔法を施してくれたのだから、まさに間一髪である。

「悪いな、足を引っ張っちまった」

「その身体でマテウスの師匠と呼ばれる男を相手にしたのじゃから、無理もなかろうて。あとはワシがやるからおとなしくしておれ」

「まったく情けねぇ……」

　前世の身体ならばここまでの苦戦はしなかっだろう。ギデオンもマテウスより速いと言っても前世の俺ほどじゃない。

　レイドの身体ならば、速度で問答無用で圧倒して、重傷を負うようなヘマはしなかったはずだ。

「この後どうやって始末をつけるつもりだ？」

「どのみちこの屋敷を残したままでは、またコルティナに嗅ぎ付けられてしまうじゃろ？　じゃから屋敷ごと吹っ飛ばそうと思う。幸いここは郊外だしの」

「それなら突入する必要なんてなかったんじゃ……」

「それだと徴税権利書を奪還できんかったじゃろう。それに中にクレインがいるかどうかもわかっておらんかった」

「それもそうか」

　マクスウェルの思惑としては、クレインは死亡ではなく行方不明になってほしい。

　ならば死体を残さず、屋敷ごと吹っ飛ばすという手は悪い手じゃない。

「悪ィ、助かった……」

　治癒が終わり起き上がろうとするが、手足が震えて足が立たない。

　再び、そのままべしゃりと崩れ落ちた。やはり血が足りていないらしい。

「無理をするな。しばらくは休養が必要なはずじゃ。プリシラですら数日は身動きとれんかったのじゃぞ」

　そう言うと俺を抱き上げ、マクスウェルは飛翔フライトの魔法を発動させた。

　ドアの方から騒々しい音が聞こえてくるが、こちらにもマクスウェルが魔法を飛ばす。魔法によりがっちりと鍵が閉められ、びくともしなくなった。

　ふわりと浮き上がったまま、魔法を併用する手際はさすがと言える。

「あれは？」

「閉鎖ハードロツクの魔法じゃ。扉自体が鉄より硬くなるから、破ることもできんぞ」

「へぇ……で、横の壁は？」

「む？」

　俺がそう指摘した直後、壁から剣が突き出てきた。

　大理石のタイルを敷いた床とは違い、壁はそれほど堅固ではなかったらしい。

「こりゃいかん！」

　マクスウェルは一声叫ぶと、縛り上げ、気絶したままのクレインを放り出し、俺を担ぎ上げたまま窓から飛び出していったのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　その夜、ジード連邦の首都近郊で、隕いん石せきが一つ落下した。

　それは幸いにも首都に命中はしなかったが、岬にある屋敷を一つ消し飛ばして海に落下した。

　その屋敷には奴隷商が住み着いていて、周辺の治安を悪化させる一因になっていたため、住民たちは胸を撫で下ろして安あん堵どしたという。
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　俺たちはその夜のうちにラウムへ帰還した。

　無論、待機していたアーガスとバウマンも連れて、だ。

　全身血まみれで、ぐったりとした俺を見て、二人はマクスウェルに非難するような視線を向けていた。

　事情を知らない二人からすれば、危険な暗殺に俺のような子供を同行させ、血みどろになるまで戦わせ、疲弊させたようにも見えるだろう。

「いや、ワシはそれほど酷ひどいことしてないんじゃよ？」

「説得力がねぇ」

「外道爺じじィだ。逃げたらどうなるかわかったモンじゃねぇぞ」

「ああ、しばらくは大人しくしねぇと」

「ニコル、ワシの株が大暴落しておるんじゃ」

「……知らんし」

　悲しそうにこっちに話題を振ってくるマクスウェルだが、俺としてはそれどころではない。

　全身を襲う苦痛はなくなったが、今度は倦けん怠たい感がひどくて足腰が立たない。そもそもまともに手足が動かない。しかも視界がだんだんと狭くなってきている。貧血の症状だ。

　マクスウェルの屋敷に転がり込んだ俺は、ぐったりと居間のソファに身を横たえていた。

　この状況では自宅に戻るのもつらいし、それ以上に身体からだを清めねばならない。

「それよりマクスウェル。悪いが風呂に入れてくれ。この格好じゃ、家に帰れない」

「ン？　おお、それはそうなんじゃが……」

　俺の申し出に、珍しくマクスウェルは困ったような表情を浮かべる。

　うろうろと宙をさまよう視線が、奴やつの困惑を表している。

「その、ニコルや。お主の申し出は実に真っ当なのじゃが、今ウチには女手がなくての」

「爺さんがやればいいじゃないか」

「お主もそろそろ男の視線を気にせんといかん歳としじゃろうに」

「この際、贅ぜい沢たくは言ってられん。それに他の二人よりはマシだ」

「ぬぅ……」

　いくら俺でも、アーガスやバウマンに身体を洗えとは言えない。

　同様の理由でマテウスも不可だ。

　事情が事情なので、コルティナやフィニアも呼べない以上、マクスウェルしかいない。

「役得と思ってさっさとやってくれ。お前も昔の仲間に手を出そうとは思わんだろ」

「そりゃ……ハァ、これは先が思いやられるのぅ」

　こうして俺は、マクスウェルに身体を洗ってもらい、服を着替えさせてもらった。

　珍しく緊張した手つきで俺の汚れを落とし、身動き取れない身体の水分を拭き取っていく。

　風呂上がりにアーガスとバウマンが白い目で爺さんを見ていたのが面白い。

　少しは、日頃からかわれている意趣返しになったかもしれない。

「これで依頼は完了なんだな？」

　俺は着替えの洗濯が終わるまでタオルを巻いたままの状態でソファに横たえられながら、マクスウェルに状況を確認した。

　アーガスたちはすでに拘置所に戻らせている。二人はマクスウェルの用事に駆り出されたと伝えてあるので、そのまま戻っても問題はない。

　また、無許可でラウムから逃げ出そうとした場合、マクスウェルの魔力による即死級の苦痛が襲い掛かる強制ギアスが掛かっているため、それもできない。

　つまり今屋敷には、俺と爺さんだけなのだ。密談し放題である。

「そうじゃな。クレインもあの隕石召喚メテオクラツシユから逃げられるとは思えん。まず間違いなくクレインは死亡したと見てよかろう」

「気絶してた上に縛られていたからな。気を失ったまま屋敷ごと爆殺とか、苦痛を感じない、ある意味いい死に方じゃないか」

　クレインはいろいろと思うところのある相手だったが、痛みもなく死ねたというのなら幸せな最期だろう。

　ギデオンやタルカシールに比べれば、よっぽどマシである。

　俺の返事を聞き、マクスウェルは肩の荷が下りたかのように溜ため息いきを吐つく。

　そして棚からブランデーを一瓶取り出し、向かいのソファに深々と腰を掛けてから、ラッパ飲みに呷あおった。

「おいおい、もったいない飲み方するなよ」

「まったく、誰のせいじゃと思っておる。ヤケ酒でも呷らんと、気が静まらんわい」

「ヤケ酒？　何に対して？」

「お主が無駄に強敵と戦ったことにじゃよ」

「あの状況じゃ、仕方なかっただろ。逃げることはできなかったし」

「使い魔からお主の状況は見ておった。正直言って何も出来ぬ身からしてみれば肝を冷やしたぞ。時間を稼げば、ワシと二人で掛かることもできたじゃろう？　視界を切って駆け付けてみれば、お主は血だらけ。肝を冷やすなという方が無理じゃ。お主は生前から、何かと一人で事を収めようとしすぎる傾向がある。悪い癖じゃぞ」

「そう言われても……こればかりは性分で──」

　マクスウェルはあの時、使い魔を通して戦うまでの俺の様子を見ていたはずだ。しかし使い魔は初級の冒険者程度の実力しかない。あの場面で乱入するには、いささか力不足。

　そして使い魔の生命力は術者と連動している。もし使い魔がギデオンに手傷を負わされたら、マクスウェルまで戦闘不能になってしまう危険性があった。

　転移テレポートを始めとする転移魔法は、見えている場所ではなく、一度訪れた場所でないと使用できない。さらに屋敷内は指定地点発動を阻害する魔法が組み込まれているので、飛んでくることもできなかっただろう。

　あの場面でマクスウェルは、戦いの場に駆け付ける以外の手がなかった。その途中でクレインを発見してくれたのだから、結果は上々なのかもしれないが……

「よいか、レイド。お主は一人で暗殺しておった頃のお主ではない。今では仲間もおるんじゃ。もっとワシらを信頼してくれ」

「仲間、か……ああ、そうだな」

　確かにあの場面、無理に勝利に固執することはなかった。

　俺はクレインに逃げられたことに焦り、一人で捕まえねばとギデオンとの戦闘を強行し、功を焦った結果、判断を誤った。この身動き取れない身体がその証あかしだ。

　マクスウェルが言うように、俺はもっと仲間を信用しなければならない。それは前世からの課題でもある。

「そうだな……信頼してるよ、マクスウェル。だからそのブランデー、一口飲ませてくれ」

「それとこれとは話は別じゃな。若いうちから酒に溺おぼれると背が伸びんぞ」

「ぐぬぅ」

　どうせ一口で潰れるのだろうが、俺としても酒は懐かしい。

　だが俺の欲望は、マクスウェルの一言によって、あっさりと潰ついえたのだった。
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「俺様は激怒した。必ず、あの腹黒メス猫を泣かさねばならぬと決意した」

　唐突な俺の宣言に、ライエルとガドルスは目を丸くしていた。

　しかしマクスウェルだけが、可哀かわい想そうな人を見る目で俺を見ている。

「どうした、レイド。悪い物でも食ったのか？　だから拾い食いをするなとあれほど──」

「違うわっ！」

　ボケなのかどうかはっきりしないマクスウェルの心配に、俺は反射的にツッコミを入れてから拳を握り締める。

「この間のことを思い出せよ！　あいつの作戦通りに潜入したというのに、最後はあの扱いだぞ」

「ああ、全裸でコルティナに飛び掛かって、股間を蹴り飛ばされた時か」
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「ライエル、人聞きの悪い言い方をするな」

「今さら怒らんでも、いつものことだろうに」

「ガドルスも、俺がいつもコルティナに飛び掛かってるみたいに言うな」

　数日前、俺はコルティナの作戦に乗って、吸血鬼の巣食う館に潜入することとなった。

　なぜかメイド姿で潜入することを強硬に主張したコルティナの作戦だったが、その結果俺は吸血鬼に押し倒されるという事態に陥った。

　結果、かなり際どい状況で救出されたのだが、その際に感極まってコルティナに抱き着こうとした。

　しかしその時は服を乱され、ほぼ全裸に近い状況だったため、コルティナに手酷い反撃を受けてしまったという事件があったのである。

　俺はいまだにこの件を根に持っており、いつか反撃をしてやると虎こ視し眈たん々たんと目を光らせていた。

「しかし泣かすと言っても、一体何をする気なんだ？」

「俺を誰だと思っている？　ここには世界最高の斥候として派遣されているんだぞ」

　隠密行動と奇襲は俺の専売特許だ。

　そして今、女性陣は天然の温泉に向かっている。

　あの後町を出た俺たちは山岳地帯へ向かったのだが、そこで温泉が湧き出しているのを発見した。

　幸い水温は入浴に適した温度であり、泉質も肌に良い成分だったという事で、マリアとコルティナはこの温泉の近くで一泊することを主張していた。

　その意見を汲くみ、今は彼女たちが入浴中。コルティナは俺たちが互いに見張り合うことで、覗のぞき防止を試みているらしい。

「しかし俺たち全員が結託する可能性には、考えが及ばなかったらしい」

「いや、俺は興味ないぞ。連中は少しばかり痩せ過ぎだ」

「ガドルス、ノリが悪いぞ」

「ワシも興味ないのぅ」

「爺じいさんは、いつも『ワシはまだ枯れておらん』つってたじゃねぇか」

「いやでも、仲間を覗くというのは、さすがに……」

「ソワソワしてんのはお前の方だ、ライエル」

　この時のために、俺は近くの街で撮影用の魔道具を用意していた。

　これは本来、吸血鬼の館に潜入する際に証拠集め目的で用意したものだが、使う暇もなく事件は解決してしまったため、お蔵入りと化していた。

　それを今回、有効に活用しようという考えである。

　これであのクソ猫の赤裸々な姿を保存し、弱みを握ってやろうという考えだ。決して下心的なあれこれがあるわけではない。

「まぁしかし、お主らが行きたいというのなら、止める理由はないな。幸い温泉の近くには岩場が多い」

「おい、マクスウェル……」

　こちらを煽あおるようなマクスウェルの言葉に、ガドルスは渋い表情で制止する。

「まぁ待て、ガドルス。こ奴やつらもまだ若い。旅の空ではいろいろと溜たまるモノもあるじゃろうて」

「む？」

「マリアとコルティナの監視下では、娼しよう館かんに向かうこともできんじゃろ？　ちょっとしたイタズラくらい大人の余裕で見守ってやるのも、先人の優しさというべきものじゃなかろうかの？」

「む、むむ……？」

　立て板に水のごとく垂れ流されるマクスウェルの言葉に、寡か黙もくなガドルスはあっさりと押し切られてしまった。

　この爺さんが乗り気になってくれただけで、こっちの勝利は確定したようなものだ。

「よし、じゃあ行くぞ、ライエル！」

「え、俺も!?」

「来なくても別に構わない。その時はマリアの裸身は独り占めだ」

「待て、お前ひとりに行かせられるわけないだろう！」

　俺の挑発に、あっさりと乗ってくるライエル。お前がマリアに一ひと目め惚ぼれしていることは、俺たちの中では公然の秘密だ。

　気付いていないのは、マリアくらいじゃなかろうか？

「待て、レイド。ここは温泉から見て麓ふもと側じゃ。こちらから上がっていったら、向こうから発見されやすい」

「ああ、わかっている」

　上の位置に下から向かった場合、こちらの動きが上から丸わかりになる。

　だからマクスウェルは、回り込んで上から向かえと助言をしてくれていた。

　しかし、ありがたい話ではあるが、その程度のことは俺も把握している。

　言われるまでもなく、迂う回かいルートで接近する予定だった。




　ライエルと連れ立って温泉への最短路ではなく、迂回して山頂方面へ向かう。

　充分に距離を取り、向こうから発見されないと確信できる位置から下に……マリアたちのいる温泉へと向かった。

「ここらへんなら、接近する姿も見つかりにくいだろう」

「しかしいいのかな？　こんなことをして、後で気まずくなったりは……」

「なにいってんだ。マリアもお前を悪く思ってないんだから、この程度で怒らねぇよ。俺ならオシオキコースだけどな」

「そ、そうかぁ？」

「むしろ待ってるかもしれねぇぞ」

「そうかな!?」

　俺の言葉にライエルは鼻息を荒くする。こいつは単純な奴だけに、実に乗せやすい性格をしている。

　ここまで計画通りに進んでいると、もはや勝利を疑えなくなってくる。

　裸で涙を浮かべるコルティナを想像し、俺は性た質ちの悪い興奮を覚えていた。

　その妄想を実現すべく、一歩踏み出し──俺は真横に吹っ飛ばされた。

「ぐぼぁ！」

「レイドォ!?」

　狭い山道の横合いから、丸太が狙ったように吹っ飛んできたのだ。

　いや、足元にある枝を踏むことで、丸太が振り子の要領で飛んでくる仕掛けが施されていた。

「こ、これは──罠わな!?」

「間違いねぇ、こんなところに罠を仕掛けるのは、あの腹黒猫しかいねぇ！」

「レイド、ここはいったん撤退を……」

「俺の行動が見透かされていたのか？　しかし、これで諦める俺じゃねぇ！」

「あ、おい!?」

　俺にだって意地がある。

　コルティナには、初めて出会った時からいろいろと因縁がある。それを今、清算するべき時なのだ。

　こちらが山道から降りてくると予想しているなら、道を逸それてしまえば問題ない。

　そう思って岩場に足を踏み入れた瞬間、足場が消え失うせた。

「ぬおおぉぉぉ!?」

「落とし穴、だと……レイド、やっぱり読まれてるぞ」

「こ、この程度で──」

　二メートルほどある落とし穴から這はい上がり、穴から顔を出した瞬間、俺の頬にシュンと何かが掠かすめていった。

　直後、背後で木を打つ音が響く。振り返ってみると、そこには一本の矢が突き立っていた。

「殺す気かぁ!?」

　落とし穴の縁にも罠が仕掛けられており、そこに手をかけた瞬間、矢を放つ仕掛けが施されていたらしい。

　その本気度に、俺の心にも火が付いた。

「本気ってわけか。いいだろう、その挑発受けてやる！」

「マジか？　レイド、もう諦めた方が──」

　制止するライエルを無視して、俺はさらに温泉を目指す。

　もちろん罠の存在が判明した以上、細心の注意を払った状態で。

　しかし、なんの罠も踏んでいないというのに、またしても丸太が飛んできた。間一髪それを躱したのだが、なぜ罠が発動したのかわからない。これはどういうことだ？

「罠は踏んでねぇのに──」

「レイド、これを見てくれ。こいつをどう思う？」

「ん、これは……ロープにろうそく？　時限式の罠か」

　どうやら俺がここまで辿たどり着く時間と、罠にかかって足止めを喰くらう時間まで計算し、俺が山道に戻る行動まで読み切ったうえで仕掛けられた罠らしい。

　その罠がまるで、コルティナの得意満面の見下した笑みを想起させる。

「あんの、クソ猫！」

　その想像が、さらに俺の心を燃え上がらせた。

　その後、俺は散々コルティナの罠に嵌はめられた。

　奴の、まるで見透かすような罠の配置は絶妙を極め、しかもこちらが大おお怪け我がをしないギリギリを見極めたような仕掛けを施している。

　一時間の時をかけ、ようやく辿り着いたそこには……湯煙に浮かぶ二人の人影が存在した。

「見ろ、ライエル！　ついにやったぞ」

「ああ、ようやく俺たちはここに辿り着いたんだ」

「よし、撮影してあのクソ猫の弱みを……」

　そこで山から吹き下ろす風が湯煙を吹き飛ばす。

　目的地である温泉で気持ちよさそうに湯を浴びていたのは、マリアとコルティナではなく、マクスウェルとガドルスの二人だった。

「む、レイド、ようやく来たか。遅かったのぅ」

「ずいぶん汚れているな。早く風呂を浴びろ」

　妙にガッチリした爺さんと、ムッキムキのドワーフのコンビに出迎えられ、俺とライエルはその場に崩れ落ちる。

「なんで……」

「そりゃ、一時間もかけりゃ、いくら長湯のマリアでも風呂から上がるだろ」

「タイムアップでお主の負けじゃったな。あとマリアが後で『お話』があるそうじゃ」

「ヒィ!?」

　マリアの『お話』。それは怪我をあえて痛く治す回復魔法のことである。

　どこがお話なのかさっぱりわからないが、彼女の意図することは言葉よりもよく伝わってくる。

　そんな絶望に包まれた俺の腕を、ガドルスががっしりと掴つかみ、身動きを封じていた。

「ガドルス、何の真ま似ねだ？」

「いや、俺もマリアは怖いからな。お前らを行かせた罪を償うために、犯人を用意しておく必要がある」

「裏切ったな!?」

「保身に走ったと言ってくれ」

「どこが違うんだよ！」

　なんとか逃げ出そうともがくが、俺とガドルスではそもそも筋力が違う。

　そしてそんな俺の背後から、足音が迫ってきた。しかも二人分。

　ライエルは俺の隣で、蒼白な顔をして背後を振り返っていた。

　その段階で背後の足音が誰の物か、すでに想像がつく。




　その夜、温泉の湧く山の中で、男の悲鳴が響き渡ったとかなんとか……真相は闇の中である。

　そういうことにしておいてくれ。







あとがき




　皆様、お久しぶりです。随分と間が空いてしまいましたが、『英雄の娘』の第六巻をどうにかお届けすることができました。

　いろいろとトラブルが発生しまして続刊が遅れましたこと、ここにお詫わび申し上げます。




　さて、今回は電子書籍のみとなりました件についてですが、電子書籍での売れ行きが好調という特殊な売れ行きをした結果です。

　この作品はスニーカー文庫では初の電子書籍専門のシリーズとなり、私としてもお話を頂ける限り続けるつもりでおりますので、今後もよろしくお願い申し上げます。




　本編に関してですが、一巻でやや投げっ放しになっていた奴隷商の因縁がようやく解決したというところになります。

　強敵感満々で出てきたマテウスは結局ライエルに倒されてしまいましたが、もちろん過去のレイドが相手だった場合でも同じように歯が立たなかったことでしょう。

　今ニコルが方々で苦戦しているのは、子供故の非力さによるところが大きいのです。

　決してレイドが弱いわけではないんですよ……本当です。

　ここは私の妙なこだわりのようなもので、よく子供が大人相手に正面から戦って圧勝してしまうお話を見かけますが、そういった展開にしないのは、私が子供では肉体的に勝てないという点にこだわっているところが大きいです。

　そのため、ニコルが大人相手に勝利するためには、色々と小細工を弄することが多くなります（モブは除きます）。

　ニコルが不意打ちの仕事人モードになるのは、それなりの理由があってのことなのです。




　もちろんこの後の話も結構続いておりまして、Ｗｅｂでご存じの方もいらっしゃるでしょうが、ここまでの話でまだ三分の二というところです。

　ニコルたちのお話はまだまだ続きます。

　ニコルの女性としての成長や、ミシェルやレティーナの卒業後の身の振り方など、描きたいことはまだまだあります。

　同時に、Ｗｅｂには無い過去編のネタも、まだまだあります。

　今回はコルティナに主眼を置いた過去編を追加しましたが、ライエルが傭よう兵へい隊に所属するに至った経緯や、マリアの師匠の話の構想はすでにあったりします。

　このネタが日の目を見るかどうかは、この六巻の売れ行き次第となるでしょう（笑）

　なお、レイドの師匠の過去話は予定ありません。彼の場合、Ｗｅｂに主役級になった話が一本ありますので！




　それと今回、表紙をいつものように晃あき田たヒカ先生、本編の挿絵をコミカライズを担当していただいた言こと寺でらあまね先生に担当していただきました。

　諸々の事情によるところもありますが、こうしてお二方の絵を同時に楽しめるというのも、今回の楽しみの一つでしょう。

　晃田先生のニコルは順調に成長しているところを見せ、見事美少女になりつつあります。これはギルドの冒険者たちが惚ほれ込むのも、理解できますね。

　反対に言寺先生のニコルはコミカライズの影響があるのか、やや幼さが残っていて、とても可愛かわいらしいです。

　さらにコミックには出てこなかったクラウドや、幼い頃のコルティナなど、見所の多いイラストになっていると感じました。




　それから、他社様の話で申し訳ないのですが、実業之日本社様の運営するコミックジャルダンにて、この『英雄の娘』の五百年前を描いた『半竜少女の奴隷ライフ』がＪ・ターナー先生によって『世界樹の下から始める半竜少女と僕の無双ライフ』と改題してコミカライズが始まっています。

　主役のリムルとエイルの二人は、レイドの先祖に当たる二人で、その名残としてエイルの角の位置はレイドと同じという小ネタをこっそり突っ込んでいたりします。

　この『折れた世界樹世界』を舞台にした一連のシリーズお馴な染じみの、白い神様も後々出てくる予定ですので、よろしければそちらもお楽しみいただければ幸いです。

　それと、このコミカライズをまとめた一巻が、二〇二一年六月十七日に発売する予定ですので、そちらも合わせてお楽しみいただければ幸いです。

　まさか書籍化をすっ飛ばしてコミカライズのお話が来るとは、私も想像していませんでした。




　それでは、また機会がありましたら、よろしくお願いします。
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